


久井忠雄先生胸像

昭和27年、専務理事に就任。38年

から28年間にわたって理事長を務め、

関西大学の飛躍に大きな貢献を果たし

た。工学部の設置、創立記念80周年

記念事業の実施、社会学部の設置、

61年には大学の佳節である創立100

周年記念事業を成功裏に導いた。まさ

しく関西大学の礎といえる久井先生を

偲び、百周年記念会館横に胸像が建て

られている。
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十
数
年
前
北
欧
を
旅
行
し
た
時
、

あ
ち
こ
ち
で
若
い
父
親
が
子
ど
も
を

乳
母
車
に
乗
せ
て
、
銀
行
や
郵
便
局

に
行
く
の
を
見
か
け
、
少
々
新
鮮
な

驚
き
を
覚
え
た
。
数
年
前
に
は
冬
の

京
都
で
、
父
親
が
ね
ん
ね
こ
で
子
ど

も
を
お
ん
ぶ
し
て
、
犬
を
散
歩
さ
せ

て
い
る
の
を
見
て
、
思
わ
ず
顔
が
ほ

こ
ろ
ん
だ
。
幼
稚
園
の
入
・
卒
園
式
や
、
小
学
校

の
入
学
・
卒
業
式
に
出
席
す
る
子
ど
も
と
両
親
を

見
か
け
る
の
も
年
々
増
え
て
い
る
▼
日
本
が
右
肩

上
が
り
の
高
度
経
済
成
長
期
に
子
育
て
を
し
て
き

た
私
は
、
父
親
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
と
、
私

の
子
ど
も
た
ち
夫
婦
を
見
て
い
て
も
感
じ
ら
れ
る

▼
先
日
の
新
聞
で
「
一
歳
の
時
に
休
日
に
父
親
と

過
ご
す
時
間
の
長
い
子
ど
も
ほ
ど
、
五
歳
に
な
っ

た
時
点
で
我
慢
強
く
、
落
ち
着
い
て
い
る
」
と
厚

生
労
働
省
は
発
表
し
、「
休
日
は
で
き
る
だ
け
長
く

子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
父
親
た

ち
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
本
に
は

「
引
き
こ
も
り
、
不
登
校
を
治
す
の
は
オ
ヤ
ジ
の
熱

意
、
子
ど
も
が
小
さ
い
時
か
ら
し
っ
か
り
と
子
育

て
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
あ
っ
た
▼
４
月

１
日
に
行
わ
れ
た
関
西
大
学
の
入
学
式
で
、
河
田

悌
一
学
長
は
「
日
本
の
国
土
は
中
国
の
26
分
の
１
、

ア
メ
リ
カ
の
25
分
の
１
と
小
さ
く
、
資
源
の
少
な

い
国
だ
か
ら
人
間
が
大
事
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
、

式
辞
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
た
▼
折
し
も
、
今
は
世

界
的
な
経
済
危
機
の
真
っ
只
中
。
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
、

時
短
が
企
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
不
況

は
辛
い
が
、
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
は
増
え
そ
う

だ
。
６
月
は
幼
稚
園
や
小
学
校
で
父
親
参
観
日
が

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
チ
ラ
ッ
と
後
ろ
を
見
て
、

父
親
の
姿
を
捜
し
出
し
、
安
心
し
て
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
三
木
　
允
子
）

本部活動

寺内執行部スタート～常議員会で体制整う～

課外活動の成績優秀者68人と63団体を表彰

天神祭奉拝船「関大丸」乗船者募集

大学・学生関係

11学部の入学式を挙行～6400余人の新関大生誕生～

関大卒業に誇りをもって～5759人の新学士誕生～

関西大学がコミュニケーション・マークを導入

山野博史法学部教授が「関西法律学校講義録」を発掘

関西大学の就職状況について キャリアセンター所長　北嶋　　弘一

きらっ人校友録⑱　松阪ケーブルテレビ　高橋　由加里さん

2009スプリングフェスティバル開催
～65団体が教室等で総会・懇親会を開催～

春の叙勲褒章受章者

新連載「東京六大学OBから見た関西大学」① 松本　有司

オース！ごきげんさん。 高山　一与志 （上）

北から南から（各地支部だより）

校友トピックス・校友短信・訃報
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新
執
行
部
で
は
早
速
、
平
成
21

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
を
審
議

す
る
各
部
会
を
順
次
開
催
す
る
と

と
も
に
、
常
議
員
は
校
友
会
が
毎

年
年
度
初
め
に
実
施
す
る
「
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
桜
の

母
校
に
よ
っ
と
い
デ
ー
〜
」（
４
月

５
日
開
催
）
で
、
各
役
割
を
分
担

し
、
初
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
後
、
４
月
24
日
開
催
の
第

３
回
常
議
員
会
で
は
、
平
成
20
年

度
事
業
報
告
案
・
収
支
決
算
案
、

平
成
21
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支

予
算
案
な
ど
、
６
月
13
日
に
開
催

す
る
第
93
回
定
時
代
議
員
会
に
上

程
す
る
諸
議
案
を
は
じ
め
、
第
25

回
記
念
支
部
対
抗
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
の
実
施
要
項
、
全
国
組
織
代
表

者
会
議
の
開
催
、
天
神
祭
奉
拝
船

「
関
大
丸
」
の
就
航
な
ど
、
新
執
行

部
初
年
度
前
半
に
取
り
組
む
諸
事

業
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

今
期
役
員
の
構
成
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
（
敬
称
略
）。

▽
顧
　
問

河
田
悌
一

（
昭
43
大
阪
外
大
中
）

関
西
大
学
学
長
＝
再

上
原
洋
允
（
昭
32
学
法
）
学
校
法

人
関
西
大
学
理
事
長
、
元
校
友
会
長
＝

再
森
本
靖
一
郎
（
昭
32
学
法
）
学
校

法
人
関
西
大
学
理
事
・
相
談
役
＝
再

植
垣
幸
雄
（
昭
11
専
法
）
弁
護
士
、

元
校
友
会
長
＝
再

寺
西
　
武
（
昭
24
大
法
）
学
校
法

人
寺
西
学
園
理
事
長
、
元
校
友
会
長
＝

再
畑
下
辰
典
（
昭
27
学
経
）
公
認
会

計
士
・
税
理
士
、
元
校
友
会
長
＝
再

一
軸
浩
幸
（
昭
33
学
法
）
弁
護
士
、

前
校
友
会
長
＝
新

▽
参
　
与

石
川
昌
司
（
昭
39
Ｍ
商
）
公
認
会

計
士
、
前
副
会
長
＝
新

植
田
喜
一
（
昭
29
学
経
）
司
法
書

士
、
前
監
事
・
元
副
会
長
＝
新

大
津
健
造
（
昭
39
学
経
）
元
校
友

会
事
務
局
長
＝
新

小
坂
道
一
（
昭
28
学
商
）
栄
興
電

機
工
業
代
表
取
締
役
会
長
、
前
代
議
員

会
議
長
＝
新

篠
原
昭
三
（
昭
29
Ｍ
法
）
＝
再

辻
見
重
行
（
昭
28
学
法
）
元
校
友

会
事
務
局
長
＝
再

徳
山
喜
昭
（
昭
29
学
商
）
富
士
企

画
代
表
取
締
役
社
長
＝
再

中
上
光
雄
（
昭
23
専
商
）
税
理

士
＝
再

中
村
良
介
（
昭
35
学
法
）
税
理
士
、

前
副
会
長
＝
新

増
地
英
一
（
昭
42
学
商
）
学
校
法

人
関
西
大
学
常
務
理
事
、
前
校
友
会
事

務
局
長
＝
新

山
本
守
昭
（
昭
28
学
商
）
税
理

士
＝
再

▽
会
　
長

寺
内
俊
太
郎
（
昭
46
Ｄ
工
）
大
阪

冶
金
興
業
代
表
取
締
役
＝
新

▽
副
会
長

古
川
好
男
（
昭
32
学
法
）（
有
）
ア

イ
・
エ
フ
　
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
代
表

取
締
役
社
長
＝
再
（
総
務
部
担
当
）

平
成
9
年
か

ら
校
友
会
常
議

員
。
組
織
部
副

部
長
を
経
て
14

年
2
月
に
副
会

長
に
就
任
。
12
年
か
ら
学
校
法
人
関

西
大
学
評
議
員
と
な
り
現
在
3
期
目
。

住
友
ゴ
ム
工
業
（
株
）
理
事
、（
株
）
ダ

ン
ロ
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
東
京
代
表
取
締

役
等
を
経
て
、
現
在
（
有
）
ア
イ
・
エ

フ
　
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
代
表
取
締

役
。
関
西
大
学
教
育
後
援
会
監
事
、

千
寿
会
会
長
、
体
育
Ｏ
Ｂ
会
副
会
長

等
を
歴
任
。

大
谷
啓
二
（
昭
39
学
商
）
大
谷
賢

三
商
店
代
表
取
締
役
社
長
＝
新
（
事
業

部
担
当
）

平
成
12
年
か

ら
校
友
会
常
議

員
。
15
年
か
ら

事
業
部
長
を
2

期
務
め
た
。
16

年
か
ら
学
校
法
人
関
西
大
学
評
議
員

と
な
り
現
在
2
期
目
。
昭
和
37
年
、

そ
れ
ま
で
の
個
人
商
店
・
大
谷
賢
三

商
店
を
（
株
）
大
谷
賢
三
商
店
に
法
人

登
記
し
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
、

現
在
に
至
る
。
長
く
応
援
団
Ｏ
Ｂ
長

柄
会
会
長
を
務
め
て
い
る
。

小
寺
一
矢
（
昭
42
Ｍ
法
）
弁
護

士
＝
新
（
広
報
部
担
当
）

平
成
15
年
か

ら
校
友
会
常
議

員
を
1
期
。
16

年
か
ら
学
校
法

人
関
西
大
学
評
議
員
を
1
期
務
め
、

20
年
か
ら
監
事
。
昭
和
46
年
弁
護
士

登
録
し
、
48
年
小
寺
一
矢
法
律
事
務

所
開
業
、
現
在
に
至
る
。
平
成
18
年

4
月
か
ら
1
年
、
大
阪
弁
護
士
会
会

長
・
日
本
弁
護
士
連
合
会
副
会
長
。

現
在
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ

ラ
ス
）
大
阪
地
方
事
務
所
長
。
関
大
法

曹
会
幹
事
長
等
を
歴
任
。

田
中
義
昭
（
昭
43
学
文
）
壽
商
事

代
表
取
締
役
＝
新
（
組
織
部
担
当
）

平
成
6
年
か

ら
校
友
会
常
議

員
。
12
年
か
ら

組
織
部
副
部
長

を
3
期
。
12
年

か
ら
学
校
法
人
関
西
大
学
評
議
員
と

な
り
現
在
3
期
目
。
財
務
副
委
員
長
。

卒
業
と
同
時
に
壽
商
事（
株
）に
入
社
、

20
年
前
代
表
取
締
役
に
就
任
し
、
現

在
に
至
る
。
一
高
同
窓
会
会
長
、
応

援
団
Ｏ
Ｂ
千
成
会
会
長
、
尼
崎
支
部

副
支
部
長
、
伊
丹
支
部
監
事
を
現
任
。

石
井
國
男
（
昭
45
学
経
）
公
認
会

計
士
＝
新
（
財
務
部
担
当
）平

成
12
年
か

ら
校
友
会
常
議

員
、
財
務
部
副

部
長
を
2
期
務

め
、
18
年
か
ら

財
務
部
長
。
16
年
か
ら
学
校
法
人
関

西
大
学
評
議
員
を
1
期
務
め
、
20
年

か
ら
監
事
。
昭
和
46
年
公
認
会
計
士

第
2
次
試
験
合
格
、
監
査
法
人
勤
務

を
経
て
、
57
年
に
石
井
公
認
会
計
士

事
務
所
開
設
、
現
在
に
至
る
。
公
認

会
計
士
関
大
会
会
長
、
天
六
同
友
会

会
長
を
現
任
。

寺内執行部
スタート

常
議
員
会
で
体
制
整
う

2
0
0
9
年
の
今
年
か
ら
今
後
3
年
間
、
校
友
会
の
舵
取
り
を
す
る
寺
内
執
行
部

の
陣
容
が
3
月
17
日
開
催
の
第
2
回
常
議
員
会
で
整
い
、
正
式
ス
タ
ー
ト
し
た
。

常
議
員
・
監
事
選
考
委
員
会
（
古
川
好
男
委
員
長
）
か
ら
2
月
27
日
に
答
申
を
受

け
た
寺
内
俊
太
郎
会
長
は
、
同
日
、
常
議
員
と
監
事
を
委
嘱
。
新
常
議
員
・
監
事
に

よ
る
第
1
回
常
議
員
会
は
3
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
副
会
長
に
古
川
好
男
、
大
谷
啓

二
、
小
寺
一
矢
、
田
中
義
昭
、
石
井
國
男
の
五
氏
を
選
任
し
た
。
ま
た
、
顧
問
・
参

与
委
嘱
者
に
つ
い
て
も
別
掲
の
と
お
り
決
定
し
た
。
さ
ら
に
3
月
17
日
開
催
の
第
2

回
常
議
員
会
で
、
副
会
長
の
担
当
部
と
常
議
員
の
総
務
・
事
業
・
広
報
・
組
織
・
財

務
の
五
部
へ
の
分
属
が
発
表
さ
れ
、
各
部
に
分
か
れ
て
の
審
議
で
正
副
部
長
を
選
出

し
、
新
執
行
部
の
陣
容
が
整
っ
た
。
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▽
常
議
員
（
◎
＝
部
長
、
○
＝
副

部
長
）

〔
総
務
部
〕

◎
北
嶋
弘
一
（
昭
44
Ｍ
工
）
関
西
大

学
シ
ス
テ
ム
理

工
学
部
教
授
＝

元

○
大
東
恭
治
（
昭
57
学
法
）
弁
護

士
＝
再

○
草
川
大
造
（
昭
46
学
法
）（
財
）
大

阪
府
地
域
福
祉
推
進
財
団
理
事
長
＝
再

○
仁
井
ひ
ろ
み
（
昭
48
学
法
）
行
政

書
士
＝
再

今
井
康
雄
（
昭
42
学
工
）
日
之
出

金
属
熱
錬
技
術
顧
問
＝
再

神
原
勝
弘
（
昭
53
高
一
）
山
高
商

会
代
表
取
締
役
＝
新

北
川
俊
治
（
昭
45
学
法
）
エ
ー
ワ

自
営
＝
新

葛
村
和
正
（
昭
51
学
工
）
ダ
イ
ネ

ツ
社
長
＝
新

塩
田
貴
美
代
（
昭
55
学
法
）
司
法

書
士
＝
新

谷
　
真
明
（
昭
53
学
法
）（
財
）
大

阪
産
業
振
興
機
構
Ｔ
Ｌ
Ｏ
事
業
部
長
＝

新
辻
井
宏
之
（
昭
57
学
法
）
司
法
書

士
＝
新

戸
田
光
治
（
昭
43
学
工
）
サ
ン
ユ

ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
開
発
部
長
＝
再

永
尾
俊
一
（
昭
61
学
法
）
白
ハ
ト

食
品
工
業
専
務
取
締
役
＝
新

中
村
　
博
（
昭
56
学
経
）
司
法
書

士
＝
再

松
野
千
尋
（
昭
53
学
文
）
＝
再

〔
事
業
部
〕

◎
伊
藤
晃
充
（
昭
41
学
文
）（
有
）
ベ

ル
社
長
＝
再

○
岩
崎
圭
祐
（
平
６
学
法
）
阪
神
住

建
代
表
取
締
役
＝
再

○
上
符
文
雄
（
昭
44
学
商
）（
有
）
エ

ー
・
シ
ー
・
ジ
ェ
イ
代
表
取
締
役
＝
再

○
中
井
邦
夫
（
昭
45
学
法
）
関
西
舶

用
代
表
取
締
役
＝
再

芋
縄
隆
史
（
昭
62
学
商
）
コ
ノ
ミ

ヤ
代
表
取
締
役
社
長
＝
再

沖
中
龍
三
（
昭
62
学
社
）
エ
イ
コ

ー
商
事
専
務
取
締
役
＝
新

北
　
靖
久
（
昭
62
学
経
）
北
建
設

代
表
取
締
役
＝
新

近
藤
康
雄
（
昭
43
学
経
）
サ
イ
プ

レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
顧
問
＝
新

新
庄
　
猛
（
平
３
学
経
）
中
央
ユ

ー
コ
ム
代
表
取
締
役
社
長
＝
再

祖
父
江
洋
二
郎
（
昭
53
学
法
）
さ

つ
き
専
務
取
締
役
＝
新

西
口
和
広
（
平
４
学
経
）
司
法
書

士
＝
新

藤
井
喜
代
子
（
昭
51
学
経
）
＝
再

古
渕
孝
仁
（
昭
55
学
法
）
税
理

士
＝
新

松
永
　
明
（
昭
58
学
商
）
不
動
産

鑑
定
士
＝
再

森
本
和
伸
（
昭
62
学
社
）
バ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
＝
新

〔
広
報
部
〕

◎
三
木
允
子
（
昭
42
学
文
）
三
建
取

締
役
会
長
＝
再

○
小
坂
圭
一
（
昭
55
学
工
）
栄
興
電

機
工
業
代
表
取
締
役
社
長
＝
再

○
西
野
京
子
（
昭
46
学
文
）
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
＝
再

○
宮
下
文
彬
（
昭
46
Ｄ
工
）
関
西
大

学
総
合
情
報
学
部
教
授
＝
再

岡
田
美
由
記
（
昭
52
学
商
）
メ
デ

ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
バ
ン
ク
経
営
企
画

室
＝
新

奥
村
正
治
（
昭
48
学
工
）
テ
ク
ノ

ビ
ジ
ョ
ン
代
表
＝
新

関
根
幹
雄
（
昭
47
学
法
）
弁
護

士
＝
新

堤
　
勇
二
（
昭
54
学
法
）
大
阪
府

政
策
企
画
部
企
画
室
課
長
＝
再

中
本
己
知
夫
（
昭
52
学
法
）
国
税

庁
長
官
官
房
大
阪
派
遣
次
席
国
税
庁
監

察
官
＝
新

原
田
亮
定
（
昭
53
学
社
）
シ
ー
エ

ス
ハ
ラ
ダ
代
表
取
締
役
＝
新

馬
渕
純
一
（
昭
48
学
法
）
ラ
イ
オ

ン
事
務
器
＝
新

三
原
秀
章
（
昭
62
学
商
）
公
認
会

計
士
・
税
理
士
＝
新

三
宅
信
史
（
昭
47
学
法
）
楽
浪
代

表
取
締
役
＝
再

山

浩
（
昭
62
学
法
）
弁
護

士
＝
再山

本
淑
子
（
昭
53
学
文
）
翻
訳

家
・
仏
通
訳
＝
新

〔
組
織
部
〕

◎
渡
邊
泰
之
（
昭
42
学
法
）（
有
）
泰

信
代
表
取
締

役
＝
再

○
木
川
高
志
（
昭
46
学
法
）
ア
ル
イ

ン
コ
住
器
事
業
部
本
部
次
長
＝
再

○
田
中
義
信
（
昭
50
学
法
）
弁
護

士
＝
再

○
谷
　
康
司
（
昭
52
学
法
）
日
隆
産

業
代
表
取
締
役
＝
再

池
松
知
永
子
（
昭
62
学
社
）
＝
新

石
原
美
之
（
昭
46
学
商
）
共
栄
電

器
工
業
工
事
部
部
長
＝
再

紺
木
久
彌
（
昭
43
学
工
）
自
営

業
＝
再

近
藤
茂
憲
（
昭
50
学
経
）
＝
新

近
藤
正
昭
（
昭
46
学
法
）（
財
）
ひ

ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
＝
新

杉
本
隆
史
（
昭
46
Ｍ
工
）
関
西
大

学
化
学
生
命
工
学
部
教
授
＝
新

谷
口
欣
久
（
昭
61
学
工
）
イ
チ
ケ

ン
関
西
支
社
営
業
部
専
任
部
長
＝
再

中
瀬
和
夫
（
昭
42
学
経
）
＝
新

畑
　
尚
樹
（
平
８
学
工
）
計
画
工

房
「
は
な
」
＝
再

福
光
道
太
（
昭
44
学
経
）
関
西
大

学
千
里
凱
風
寮
総
括
寮
長
＝
再

渡
邊
善
孝
（
昭
56
学
社
）
フ
ジ
ヤ

文
具
店
自
営
＝
新

〔
財
務
部
〕

◎
植
田
芳
光
（
昭
48
学
工
）
池
田
屋

代
表
取
締
役
＝

再

○
玉
置
栄
一
（
昭
53
学
経
）
公
認
会

計
士
＝
再

○
燈
田
　
進
（
昭
48
学
法
）
大
阪
国

税
局
徴
収
部
長
＝
新

○
別
處
了
一
（
昭
46
学
社
）
別
処
電

線
製
造
所
代
表
取
締
役
＝
再

岩
田
祐
子
（
平
３
学
法
）
弁
護
士
＝

再
大

道
子
（
昭
44
学
法
）
千
歳
保

育
園
＝
再

加
藤
安
宏
（
昭
51
学
法
）
弁
護

士
＝
再

田
中
正
喜
（
昭
51
学
工
）
尼
崎
潮
江

郵
便
局
局
長
＝
再

中
川
尚
子
（
昭
53
学
法
）
弁
護

士
＝
再

長
谷
川
孝
夫
（
昭
52
学
商
）
税
理

士
＝
新

〔
監
　
事
〕

朝
倉
　
満
（
昭
34
学
商
）
ア
サ
ク

ラ
代
表
取
締

役
＝
再

片
山
久
江
（
昭
44
学
法
）
弁
護

士
＝
新

竹
瀬
元
紀
（
昭
38
学
文
）
イ
ズ
ミ

代
表
取
締
役
社

長
＝
新

▽
代
議
員
会

（
議
　
長
）
日
根
直
人
（
昭
28
学
法
）

都
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
　
サ
ン
ヒ
ル
都

総
館
長
＝
新

（
副
議
長
）
山
田
拓
幸
（
昭
48
学
商
）

公
認
会
計
士
＝
新
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学
部
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
３

月
19
日
、
校
友
・
父
母
会
館
で
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
学
術
等
の
課
外

活
動
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
個

人
と
団
体
に
、
寺
内
校
友
会
長
か

ら
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

個
人
の
部
は
、
２
０
０
８
年
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
国
際
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
競
技
大
会
男
子
シ
ン
グ
ル
優
勝

の
織
田
信
成
（
文
４
）、
第
６
回

世
界
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
女

子
個
人
形
で
優
勝
の
梶
川
凛
美

（
文
１
）、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
第
29
回

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
タ
ン
ペ
レ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
フ
ェ
ザ
ー
級
２

位
の
小
形
一
平
（
文
４
）、
同
バ

ン
タ
ム
級
３
位
の
宮
本
昌
季
（
経

１
）、
同
ラ
イ
ト
ウ
エ
ル
タ
ー
級

３
位
の
合
田
幸
司
朗
（
経
２
）
、

第
２
回
世
界
大
学
ラ
イ
フ
ル
射
撃

選
手
権
大
会
50
ｍ
Ｐ
60
で
２
位
の

笠
井
善
仁
（
文
４
）、
第
13
回
ア

ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
女
子
５
千
m
で
３
位
の
松
山

祥
子
（
文
１
）、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
第
８
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

大
会
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
川

口
拓
馬
（
経
１
）、
第
81
回
日
本

学
生
氷
上
選
手
権
大
会
フ
ィ
ギ
ュ

ア
シ
ン
グ
ル
優
勝
の
町
田
樹
（
文

１
）、
第
24
回
全
日
本
学
生
拳
法

個
人
選
手
権
大
会
女
子
の
部
で
優

勝
し
た
中
川
絵
美
（
文
４
）、
重

量
挙
の
第
５
回
全
日
本
学
生
選
抜

選
手
権
69
kg
級
で
優
勝
し
た
武
市

樹
（
商
３
）、
第
29
回
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
69
kg
級
で
優

勝
し
た
白
草
竜
太
（
文
１
）、
第

84
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形
で
優

勝
し
た
矢
野
友
理
江
（
文
２
）
、

２
０
０
８
年
４
７
０
級
ジ
ュ
ニ
ア

世
界
選
手
権
大
会
日
本
代
表
選
考

会
女
子
の
部
で
優
勝
し
た
ヨ
ッ
ト

部
の
大
曲
昭
子
（
商
２
）
と
後
藤

沙
季
（
文
１
）
の
ペ
ア
。
第
55
回

全
日
本
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
女
子
51
kg
級
で
前
原
愛
（
社

４
）
が
優
勝
、
第
42
回
全
日
本
学

生
少
林
寺
拳
法
大
会
運
用
法
男
子

有
段
の
部
で
内
村
光
（
法
３
）
が

優
勝
す
る
な
ど
、
こ
こ
で
は
全
日

本
ク
ラ
ス
の
主
な
選
手
を
掲
載
し

た
が
、
あ
と
に
続
く
有
望
選
手
は

枚
挙
に
遑
が
な
い
。

団
体
の
部
は
、
第
81
回
日
本
学

生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
フ
ィ
ギ

ュ
ア
で
男
女
と
も
に
優
勝
、
拳
法

部
も
男
子
が
第
53
回
全
日
本
学
生

拳
法
選
手
権
大
会
、
女
子
が
第
３

回
全
日
本
女
子
学
生
拳
法
選
手
権

大
会
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。
射

撃
部
は
第
55
回
全
日
本
学
生
ラ
イ

フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
10
ｍ
立
射

60
発
で
優
勝
。
馬
術
部
は
第
58
回

全
日
本
学
生
賞
典
障
害
飛
越
競
技

大
会
で
優
勝
し
連
覇
を
果
た
し
た
。

文
化
部
の
速
記
部
は
第
95
回
、

96
回
全
日
本
速
記
競
技
大
会
で
優

勝
し
、
42
連
覇
を
達
成
。
落
語
大

学
の
清
水
啓
記
（
法
３
）
が
第
６

回
全
日
本
学
生
落
語
選
手
権
策
伝

大
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
同
好
会
の

児
童
文
化
研
究
サ
ー
ク
ル
子
供
の

国
あ
か
と
ん
ぼ
で
は
、
主
宰
し
た

チ
ル
ド
レ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
高
い

評
価
を
得
た
。

寺
内
会
長
は
、
勉
学
に
も
、
課

外
活
動
に
も
打
ち
込
ん
で
い
る

「
元
気
な
関
大
生
」
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
、
い

っ
そ
う
の
精
進
と
活
躍
を
期
待
し

て
表
彰
式
を
終
え
た
。

68
人
と
63
団
体
を
表
彰

課
外
活
動
の
成
績
優
秀
者



05

夏
真
っ
盛
り
の
７
月
25
日
（
土
）
に
、

校
友
会
で
は
、
こ
と
し
も
天
神
祭

船
渡
御

に
奉
拝
船
「
関
大
丸
」
を
就
航
し
ま
す
。

日
本
三
大
祭
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
天

神
祭
へ
の
参
加
は
、
関
西
大
学
創
立
１
２

０
周
年
の
と
き
に
校
友
会
が
は
じ
め
て
４

回
目
と
な
り
ま
す
。
年
々
好
評
で
、
大
阪

に
あ
る
大
学
と
し
て
地
元
の
方
が
た
か
ら

も
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
地
域
振
興
に
一
役

買
い
、
市
民
に
対
す
る
大
学
の
Ｐ
Ｒ
効
果

も
あ
げ
て
い
ま
す
。

祭
り
を
彩
る
「
関
大
丸
」
へ
、
校
友
・

ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
乗
船
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
　
時
　
7
月
25
日
（
土
）
夕
刻
〜

参
加
費
　
2
0
、0
0
0
円

定
　
員
　
先
着
1
8
0
人

（
ご
家
族
等
の
同
伴
を
歓
迎
し

ま
す
。
参
加
費
は
同
額
で

す
）

◎
関
大
丸
へ
の
乗
船
を
ご
希
望
の
方
は
、

氏
名
、
卒
業
年
、
学
部
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
校
友
会
事
務
局
へ
、

郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
06
―
６
３
８
０

―
８
４
７
６
）
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
乗
船
人
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

先
着
順
で
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◎
参
加
申
し
込
み
の
方
に
は
、
後
日
改
め

て
参
加
費
振
込
用
紙
と
集
合
時
間
、
場

所
等
を
明
記
し
た
ご
案
内
を
お
送
り
し

ま
す
。
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平
成
21
年
４
月
１
日
、
千
里
山

中
央
体
育
館
を
会
場
に
、
学
部
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

午
前
10
時
か
ら
法
・
経
済
・
社

会
・
政
策
創
造
・
総
合
情
報
学

部
、
午
後
２
時
か
ら
文
・
商
・
外

国
語
・
シ
ス
テ
ム
理
工
・
環
境
都

市
工
・
化
学
生
命
工
の
11
学
部
６

４
４
３
人
が
学
生
生
活
の
新
た
な

一
歩
を
踏
み
だ
し
た
。

河
田
悌
一
学
長
は
式
辞
の
な
か

で
、「『
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
』
と

い
う
よ
う
に
、
今
日
の
初
々
し
い

気
持
ち
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に
む

か
っ
て
努
力
し
、
充
実
し
た
大
学

生
活
を
お
く
る
こ
と
を
希
望
し
ま

す
。
い
ま
関
西
大
学
で
は
、
国
際

化
、
国
際
交
流
に
大
き
な
精
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
お
隣
の
中
国
の

26
分
の
１
、
米
国
の
25
分
の
１
と

国
土
が
狭
く
、
資
源
の
乏
し
い
わ

が
国
は
、
国
際
的
に
通
用
す
る
学

力
と
人
間
力
を
備
え
た
人
材
と
い

う
知
的
資
源
を
養
成
し
、
21
世
紀

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
生
き
残

っ
て
い
く
必
要
性
を
痛
感
す
る
か

ら
で
す
。
外
国
語
学
部
を
新
設
す

る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

18
世
紀
の
思
想
家
ル
ソ
ー
は
、

『
青
年
時
代
は
智
恵
を
み
が
く
と

き
で
あ
る
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
こ
の
４
年
の
あ
い
だ
に

様
ざ
ま
な
学
び
と
体
験
を
通
じ

て
、
世
界
に
羽
ば
た
く
立
派
な
人

と
し
て
旅
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
、
と
思
い

ま
す
。
関
西
大
学
は
そ
の
た
め
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
い
ま

す
」
と
、
新
入
生
に
激
励
の
言
葉

を
贈
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
芝
井
敬
司
副
学
長

か
ら
『
大
学
生
の
心
構
え
』
を
聴

い
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
に

分
か
れ
て
、
学
部
教
育
の
特
徴
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
関
大
生
と

し
て
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

大
学
院

入
学
式
を
挙
行

大
学
院
入
学
式
は
、
４
月
３
日

午
前
10
時
か
ら
第
２
学
舎
４
号

館
・
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１
０
０
で
挙

行
さ
れ
、
博
士
課
程
前
期
課
程
に

６
１
２
人
、
同
後
期
課
程
に
63
人
、

専
門
職
学
位
課
程
に
２
２
７
人
の

計
９
０
２
人
が
入
学
し
た
。

河
田
悌
一
学
長
が
式
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
各
課
程
の
入
学
生
総
代

が
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓
。
学
歌
を
斉
唱

し
て
式
を
終
え
た
。

11
学
部
の
入
学
式
を
挙
行

6
4
0
0
余
人
の
新
関
大
生
誕
生
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３
月
19
日
午
前
11
時
か
ら
、
千

里
山
中
央
体
育
館
で
平
成
20
年
度

学
部
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
５
７

５
９
人
が
思
い
出
を
刻
ん
だ
キ
ャ

ン
パ
ス
を
旅
立
っ
た
。

学
生
生
活
最
後
の
学
歌
を
斉
唱

し
、
７
学
部
の
総
代
に
卒
業
証

書
・
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
の

ち
、
河
田
悌
一
学
長
が
式
辞
を
述

べ
た
。

「
寒
い
冬
を
終
え
て
今
日
こ
の

日
か
ら
、
皆
さ
ん
は
１
２
３
年
の

歴
史
と
伝
統
を
も
つ
関
西
大
学
の

約
35
万
の
校
友
の
一
人
と
な
ら
れ

ま
す
。
卒
業
生
の
な
か
に
は
、
55

人
の
留
学
生
が
お
ら
れ
ま
す
。
苦

労
し
て
日
本
語
を
学
び
、
異
国
の

日
本
、
こ
の
地
の
大
阪
で
様
ざ
ま

な
困
難
を
克
服
し
て
卒
業
の
日
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
学
長
と
し

て
心
か
ら
の
お
祝

い
を
申
し
ま
す
。

ま
た
、
特
筆
大
書

す
べ
き
卒
業
生
も

お
ら
れ
ま
す
。
服

部
道
子
さ
ん
は
、

２
０
０
０
年
に
難

病
の
「
原
発
性
肺

高
血
圧
症
」
を
発

病
さ
れ
、
医
師
か

ら
「
余
命
２
年
、

よ
く
も
っ
て
３

年
」
と
宣
告
さ
れ

な
が
ら
、
50
歳
で

高
校
に
入
学
、
２

０
０
５
年
に
関
西

大
学
総
合
人
文
学

科
哲
学
専
修
に
入

学
さ
れ
、
卒
業
の

日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
大

学
院
に
進
学
し
て
勉
学
を
続
け
ら

れ
る
の
で
す
。
私
は
、
心
か
ら
の

お
祝
い
と
更
な
る
努
力
を
祈
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
４

年
前
の
春
、
期
待
と
夢
を
胸
に
、

関
西
大
学
に
入
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
４
年
間
、
服
部
さ
ん

の
よ
う
に
入
学
時
の
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
自
分
の
夢
の
実
現

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た

人
も
あ
れ
ば
、
理
想
と
現
実
と
の

は
ざ
ま
に
戸
惑
い
、
挫
折
し
か
け

た
り
、
し
ば
し
辛
い
想
い
を
し
た

り
し
た
人
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。だ

が
、
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
関

西
大
学
の
学
生
と
し
て
、
数
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
経
験
し
て
今
日

の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
体
験
一
つ
ひ
と
つ
が
、
皆
さ

ん
の
今
後
の
長
い
人
生
の
折
お
り

に
、
忘
れ
去
る
こ
と
が
で
き
ぬ
貴

重
な
体
験
と
し
て
、
走
馬
灯
の
よ

う
に
想
い
出
さ
れ
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

詩
人
で
書
家
の
相
田
み
つ
お

は
、「
人
の
世
の
幸
不
幸
は

人
と

人
と
が
逢
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る

よ
き
出
逢
い
を
」
と
い
っ
て
い
ま

す
が
、
お
そ
ら
く
皆
さ
ん
方
の
多

く
は
「
よ
き
出
逢
い
」
が
あ
り
、

関
西
大
学
に
学
ん
で
よ
か
っ
た
と

い
う
感
慨
を
胸
に
抱
き
つ
つ
、
友

人
、
後
輩
、
教
職
員
に
別
れ
を
告

げ
、
こ
の
学
園
を
旅
立
っ
て
い
か

れ
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
関
西
大

学
を
卒
業
す
る
今
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
皆

さ
ん
の
努
力
だ
け
で
可
能
に

な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
陰
に
陽
に
支
え
て
こ
ら

れ
た
ご
父
母
、
ご
家
族
の
存

在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

す
。
そ
の
支
援
に
対
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

国
土
が
狭
く
、
資
源
の
乏

し
い
日
本
。そ
の
日
本
に
は
、

つ
ね
に
真
面
目
か
つ
勤
勉
に

働
き
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
続
け
、
自

分
自
身
を
知
的
に
も
、
道
徳
的
に

も
、
成
長
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る

皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
皆
さ

ん
は
大
学
卒
業
後
も
、
学
ぶ
こ
と
、

本
を
読
む
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

日
本
の
未
来
、
世
界
の
未
来
は
、

皆
さ
ん
方
の
努
力
に
依
拠
し
て
い

る
の
で
す
。
関
西
大
学
の
卒
業
生

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を
も

っ
て
、
日
本
で
、
世
界
各
地
で
、

自
分
の
利
益
の
み
を
追
求
す
る
こ

と
な
く
、
少
し
で
も
世
の
た
め
人

の
た
め
に
な
る
、「
未
来
を
信
じ
、

未
来
に
生
き
る
」
と
い
う
、
有
意

義
な
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
る
こ

と
を
、
心
か
ら
希
望
し
て
い
ま
す
」

と
祝
意
を
こ
め
て
、
卒
業
生
の
活

躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

つ
づ
い
て
上
原
洋
允
理
事
長

が
、「
卒
業
お
め
で
と
う
。
先
生

方
に
は
４
年
間
、
教
え
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
日
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
な
か

に
は
、
大
学
院
に
進
学
す
る
方
、

あ
る
い
は
社
会
人
と
し
て
活
躍
に

胸
を
お
ど
ら
せ
て
い
る
方
な
ど
様

ざ
ま
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
経
済
新
聞
が
１
万
人
の
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
対
象
に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ま
す

と
、
一
般
企
業
が
卒
業
生
に
望
む

こ
と
は
、

●

基
本
的
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

●

一
般
的
教
養

●

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

●

問
題
解
決
能
力

の
４
つ
で
あ
る
と
、
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
方
は
、
こ
れ

関
大
卒
業
に
誇
り
を
も
っ
て

5
7
5
9
人
の
新
学
士
誕
生
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か
ら
社
会
と
い
う
荒
波
の
な
か
へ

船
出
し
て
行
か
れ
る
わ
け
で
す

が
、
そ
の
際
、
こ
れ
ら
４
つ
の
こ

と
を
身
に
着
け
て
い
た
だ
き
た

い
。一

方
、
若
者
に
欠
け
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
協
調
性
、
積
極
性
、
前

向
き
さ
、
誠
実
さ
で
、
と
く
に
、

タ
フ
さ
、
積
極
性
、
協
調
性
に
乏

し
い
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
方
に
は
、
ぜ
ひ

と
も
関
大
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り

を
も
っ
て
、
会
社
で
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
自
分
の
会
社
を

伸
ば
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。
雑
草
の
ご
と
く
逞
し
く
、

踏
み
つ
け
ら
れ
て
も
跳
ね
か
え
す

根
性
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

村
上
友
美
さ
ん
が
卒
業
生
総
代

と
し
て
答
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
送
歌
・
逍
遙
歌
と

蛍
の
光
に
お
く
ら
れ
て
、
卒
業
生

は
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
に
別
れ

を
告
げ
た
。

平
成
20
年
度
関
西
大
学
学
位

（
修
士
・
専
門
職
）
記
授
与
式
が
、

３
月
21
日
10
時
か
ら
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
の
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１
０
０

で
行
わ
れ
た
。
10
研
究
科
６
６
５

人
の
修
了
者
に
向
け
て
河
田
悌
一

学
長
は
、
大
学
院
で
の
研
鑚
を
踏

ま
え
、
今
後
も
専
門
領
域
に
新
し

い
知
見
を
付
加
す
る
学
問
を
深
め

て
い
く
よ
う
に
と
の
希
望
を
話
さ

れ
、
研
究
を

行
う
に
あ
た

っ
て
は
、「
大

胆
な
仮
説
と

細
心
の
実
証
」

を
心
が
け
る

べ
き
で
あ
る

と
言
葉
を
続

け
ら
れ
た
。

ま
た
、
人

間
に
は
、「
学

才
、
文
才
、

知
才
」
が
必

要
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
加
え

て
「
現
時
点

で
将
来
を
考

え
、
世
を
治

め
て
民
を
す

く
い
、
古
今

の
変
化
を
知

っ
て
自
ら
の

見
解
を
示
す
」

と
い
う
３
つ
の
視
点
が
必
要
で
あ

る
と
も
語
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
学

長
は
、
21
世
紀
は
、
知
識
と
情
報

に
通
じ
る
こ
と
が
必
要
な
「
知
的

基
盤
社
会
」
（k

n
o
w
le
d
g
e

based
society

）
で
あ
り
、
国
境

を
越
え
た
世
界
と
の
連
携
、
世
界

へ
の
貢
献
の
時
代
で
あ
る
と
の
見

識
を
示
さ
れ
、
日
本
の
唯
一
の
資

源
は
「
知
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
生

か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
式
辞

を
結
ば
れ
た
。

修
了
生
総
代
と
し
て
答
辞
を
読

ん
だ
外
国
語
教
育
研
究
科
の
塩
見

千
夏
さ
ん
は
、
学
長
の
式
辞
に
謝

意
を
表
す
る
と
と
も
に
各
自
の
進

路
は
多
様
で
あ
る
が
、
知
識
を
生

か
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
生
活

を
目
指
し
た
い
と
力
強
く
表
明
し

た
。ま

た
、
同
日
、
午
後
２
時
か
ら

学
位
（
博
士
）
の
授
与
式
が
行
わ

れ
、
35
人
の
新
博
士
が
誕
生
し
た
。

（
博
修
士
会
広
報
部
）

関
西
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
、

既
に
ご
存
じ

の
方
も
多
い

と
思
う
が
、

関
西
大
学
で

は
、
関
大
ブ

ラ
ン
ド
の
さ

ら
な
る
価
値

向
上
を
め
ざ

し
て
、
４
月

か
ら
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ー
ク
を
導
入
、
今
後
長
期

に
わ
た
っ
て
使
用
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。

学
校
法
人
関
西
大
学
で
は
、
２

０
０
８
年
７
月
に
、
10
年
後
の
あ

る
べ
き
姿
＝
将
来
像
を
示
す
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
（
将
来
像
）
『K

U

V
ision

2008

―2017

』
を
策
定
し

た
。
ビ
ジ
ョ
ン
が
め
ざ
す
方
向
性

を

社
会
を
見
つ
め
、
変
化
に
挑

む
。「
考
動
」
す
る
関
大
人
が
世

界
を
拓
く
。
と
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
端
的
に
表
し
、

か
つ
、
本
学
の
価
値
を
感
覚
的
に

伝
え
、
望
ま
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
醸

成
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
、
名
刺
、
封
筒
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
や
雑
誌
の
広

告
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
物

に
、
今
回
制
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ー
ク
と
タ
グ
ラ
イ
ン

を
活
用
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー

ク
は
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
将
来
像
）

『K
U
V
ision

2008

―2017

』
の

6
6
5
人
の
新
修
士
誕
生

関
西
大
学
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
マ
ー
ク
を
導
入

”

“
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キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
『
「
考
動
」

す
る
関
大
人
が
世
界
を
拓
く
。
』

を
デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
地
球

を
K
、
U
２
つ
の
文
字
で
形
作
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
考
え
る
力
」
を

身
に
つ
け
た
関
大
人
が
世
界
を
拓

く
様
子
を
表
し
て
い
る
。

タ
グ
ラ
イ
ン
「T

H
IN
K

×

A
C
T

」
は
、
シ
ン
ク
・
バ
イ
・

ア
ク
ト
と
読
み
、
「
考
え
る
力
」

す
な
わ
ち
思
考
と
行
動
力
の
相
互

作
用
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
も
意
味
す

る
。
関
大
ら
し
い
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
行
動
力
の
あ
る
知
識
人
の
育

成
を
謳
っ
て
い
る
。

関
西
大
学
が
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
東

地
区
に
建
設
を
進
め
て
い
る
新
キ

ャ
ン
パ
ス
の
名
称
が
、「
関
西
大

学
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
決
ま
っ
た
。

「
ミ
ュ
ー
ズ
」
は
、
学
芸
の
女

神
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
ミ
ュ
ー
ズ
）
＝

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
学
問
・
音
楽
・

芸
術
・
詩
歌
な
ど
あ
ら
ゆ
る
知
的

活
動
を
司
る
女
神
ム
ー
サ
の
英
語

名
」
に
由
来
し
て
い
る
。
ま
た
、

関
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
含
む
高
槻

駅
北
東
地
区
開
発
事
業
の
タ
ウ
ン

ネ
ー
ミ
ン
グ
が
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
ミ

ュ
ー
ズ
）
た
か
つ
き
」
に
決
定
し
、

歴
史
・
文
化
な
ど
多
彩
な
機
能
が

音
楽
を
奏
で
な
が
ら
互
い
に
響
き

合
う
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

関
西
大
学
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
平
成
22
年
４
月
の
開

設
に
向
け
、
昨
年
11
月
に
着
工
、

現
在
学
舎
の
鉄
骨
が
か
な
り
の
高

さ
ま
で
組
み
あ
が
る
な
ど
、
順
調

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の

名
称
が
正
式
決
定

第
2
学
舎
2
号
館
が
竣
工

経
済
・
商
・
会
計
専
門
職
大
学
院
の

教
育
・
研
究
環
境
が
充
実

主
に
経
済
学
部
・
商
学
部
と
会

計
専
門
職
大
学
院
の
教
育
・
研
究

環
境
の
整
備
・
充
実
と
、
安
全
性

の
向
上
の
た
め
建
て
替
え
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
第
２
学
舎
２
号

館
が
完
成
。
３
月
16
日
に
関
係
者

が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

４
月
か
ら
授
業
等
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上

７
階
建
て
で
、
延
床
面
積
は
８
１

８
９
・
46
m2
。
中
教
室
５
、
小
教

室
７
、
ゼ
ミ
教
室
14
、
実
習
演
習

室
６
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
１
が
各
階

に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
る
と

と
も
に
、
共
通
会
議
室
、
教
育
研

究
推
進
室
、
公
認
会
計
士
受
験
支

援
自
習
室
、
会
計
研
究
科
資
料
室
、

学
生
相
談
室
、
会
計
専
門
職
大
学

院
自
習
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
各

室
で
は
教
育
研
究
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
で
き
、
情
報
教
育
の
充

実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
生
が
豊
か
な
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
、
１

階
に
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
や
コ
ン
ビ

ニ
を
設
置
、
２
階
か
ら
６
階
の
西

側
ス
ペ
ー
ス
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

山
野
博
史
法
学
部
教
授
が

「
関
西
法
律
学
校
講
義
録
」
を
発
掘

山
野
博
史
法
学
部
教
授
が
発
掘

し
た
「
関
西
法
律
学
校
講
義
録
」

の
第
１
号
か
ら
第
11
号
ま
で
、
あ

わ
せ
て
11
冊
が
３
月
18
日
、
大
学

に
寄
贈
さ
れ
た
。

「
関
西
法
律
学
校
講
義
録
」
は
、

関
西
大
学
の
前
身
で
あ
る
関
西
法

律
学
校
が
、
創
立
１
年
後
の
明
治

20
年
か
ら
翌
21
年
に
か
け
て
発
行

し
た
も
の
。
学
生
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
者
が
授
業
中
に
書
記
と
し
て

記
録
し
た
原
稿
を
、
各
担
当
講
師

が
校
閲
し
た
う
え
で
順
次
出
版
さ

れ
た
。
広
く
一
般
に
も
販
売
さ
れ
、

学
校
で
直
接
授
業
を
受
け
ら
れ
な

い
者
に
も
重
宝
さ
れ
た
。

山
野
教
授
は
、
創
立
１
２
０
周

年
の
佳
節
の
年
で
あ
る
平
成
18
年

11
月
に
も
、
本
学
で
最
初
に
発
行

さ
れ
た
公
式
刊
行
物
で
あ
る
「
関

西
法
律
学
校
規
則
」（
明
治
19
年

10
月
発
行
）
を
発
見
し
て
寄
贈
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
「
関
西
法
律

学
校
講
義
録
」
は
、
そ
れ
に
次
ぐ

本
学
創
立
期
関
係
資
料
の
発
見
で

あ
る
。



る
。
博
士
論
文
と
し
て
ま
と
め
、

２
０
０
８
年
に
、
共
同
研
究
者
と

と
も
に
電
気
系
の
国
際
学
会
「
Ｉ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
（
米
国
電
気
電
子
学
会
）」

か
ら
権
威
あ
る
賞
を
受
賞
し
て
い

た
。

コ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
▼
法
務
研

究
科
＝
北
川
俊
光
▼
会
計
研
究

科
＝
松
尾
聿
正

（
4
月
1
日
付
、
敬
称
略
）

﹇
役
職
者
﹈

▼
東
西
学
術
研
究
所
長

松
浦

章
文
学
部
教
授
▼
法
学
研
究
所
長

佐
藤
や
よ
ひ
法
学
部
教
授
▼
外
国

語
学
部
長

宇
佐
見
太
市
教
授
、

副
学
部
長

山
本
英
一
教
授
　
竹

内
　
理
教
授
　

﹇
昇
　
任
﹈

〔
文
学
部
〕
▼
教
授
＝
大
久
保
朝
憲
、

多
賀
　
太
、
友
谷
知
己
、
中
澤

務
、
宮
本
要
太
郎
、
村
上
泰
子
▼

准
教
授
＝
加
戸
陽
子
、
高
木
千
恵

〔
経
済
学
部
〕
▼
教
授
＝
北
原
　
聡
、

中
川
竜
一
▼
准
教
授
＝
榊
原
雄
一

郎〔商
学
部
〕
▼
教
授
＝
川
上
智
子
▼

准
教
授
＝
田
村
香
月
子

〔
社
会
学
部
〕
▼
教
授
＝
林
直
保
子

〔
総
合
情
報
学
部
〕
▼
教
授
＝
喜
多

千
草
、
古
賀
広
志
、
村
田
忠
彦

〔
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
〕
▼
教
授
＝

梅
川
尚
嗣
、
梶
川
嘉
延
▼
准
教

授
＝
板
野
智
昭
、
稲
田
　
貢
、
山

本
恭
史

〔
化
学
生
命
工
学
部
〕
▼
准
教
授
＝

岩
木
宏
明
、
星
山
康
洋

〔
大
学
院
〕
▽
会
計
研
究
科
　
教

授
＝
富
田
知
嗣

「
移
　
籍
」（
か
っ
こ
内
は
移
籍
前

の
学
部
・
機
構
）

〔
外
国
語
学
部
〕
▼
教
授
＝
内
田
慶

市
（
文
学
部
）、
加
藤
雅
人
（
総
合

情
報
学
部
）、
石
原
敏
子
（
外
国
語

教
育
研
究
機
構
）
、
宇
佐
見
太
市

（
同
）、
奥
田
隆
一
（
同
）、
菊
池
敦

子
（
同
）、
菊
池
歌
子
（
同
）、
北

村
　
裕
（
同
）
、
Ａ
・
Ｓ
ギ
ブ
ズ

（
同
）、
熊
谷
明
泰
（
同
）、
玄
　
幸

子
（
同
）、
高
　
明
均
（
同
）、
近

藤
昌
夫
（
同
）、
靜
　
哲
人
（
同
）、

G
・
S
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
同
）、
沈

国
威
（
同
）、
杉
谷
眞
佐
子
（
同
）、

高
橋
寿
夫
（
同
）、
高
橋
秀
彰
（
同
）、

竹
内
　
理
（
同
）、
田
尻
悟
郎
（
同
）、

西
川
和
男
（
同
）、
ア
ラ
ン
・
ハ
ン

ト
（
同
）、
平
田
　
渡
（
同
）、
福

井
七
子
（
同
）、
望
月
通
子
（
同
）、

八
島
智
子
（
同
）、
山
崎
直
樹
（
同
）、

山
根
　
繁
（
同
）、
山
本
英
一
（
同
）、

澤
清
美
（
同
）、
吉
田
信
介
（
同
）、

和
田
葉
子
（
同
）
▼
准
教
授
＝
奥

村
佳
代
子
（
文
学
部
）、
柏
木
貴
久

子
（
外
国
語
教
育
研
究
機
構
）、
鼓
　

宗
（
同
）
、
名
部
井
敏
代
（
同
）
、

平
嶋
里
珂
（
同
）、
李
　
春
喜
（
同
）

〔
大
学
院
〕
▽
心
理
学
研
究
科
心
理

臨
床
学
専
攻
　
教
授
＝
池
見
　
陽

（
文
学
部
）、
中
田
行
重
（
同
）、
飯

10

20
年
11
月
29
日
と
確
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
１
号
か
ら
第
11
号
ま

で
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る

こ
と
で
、
発
行
間
隔
が
特
定
さ

れ
、
従
来
、「
毎
月
２
回
」
と
言

わ
れ
て
き
た
各
号
の
発
行
が
、

必
ず
し
も
予
告
ど
お
り
に
は
進

ま
ず
、
ば
ら
つ
き
の
あ
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
こ
と
は
既
刊
の
年
史
の
記
述

を
書
き
改
め
、
新
た
な
知
見
を

付
け
加
え
る
大
き
な
成
果
で
あ

る
。

（
年
史
編
纂
室
　
熊
　
博
毅
）

関
西
大
学
で
は
、
４
月
21
日
、

現
役
の
技
術
者
と
し
て
働
き
な
が

ら
、
昨
年
61
歳
で
大
学
院
で
博
士

号
を
取
得
し
、
環
境
に
優
し
い
エ

コ
電
線
の
開
発
で
国
際
的
な
学
会

賞
を
受
賞
し
た
名
切
卓
男
氏
（
な

き
り
・
た
く
お
）
に
、
今
春
創
設

し
た
学
長
表
彰
を
行
っ
た
。

学
長
表
彰
は
、
本
学
に
在
学
す

る
学
生
や
所
属
の
団
体
も
し
く
は

在
学
中
の
業
績
を
有
す
る
卒
業
後

３
年
以
内
の
卒
業
生
で
、
文
化
・

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
社
会
活
動
等

の
分
野
に
お
い
て
顕
著
な
功
績
を

収
め
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
学
長

が
表
彰
す
る
も
の
で
、
こ
と
し
３

月
に
新
た
に
制
定
さ
れ
た
制
度
。

特
に
、

第
１
号

は
こ
れ

ま
で
年

史
編
纂

室
に
収

蔵
さ
れ

て
お
ら

ず
、
こ

の
発
見

に
よ
り

「
関
西

法
律
学

校
講
義
録
」
の
発
行
日
が
明
治

初
表
彰
者
と
な
っ
た
名
切
氏
が

新
し
く
開
発
し
た
電
線
は
、
こ
れ

ま
で
の
も
の
と
性
能
は
変
わ
ら
な

い
が
、
自
然
の
な
か
で
分
解
さ
れ

な
お
、
学
長
表
彰
の
前
に
名
切

氏
に
よ
る
「
電
力
送
電
と
と
も
に

歩
み
、
そ
し
て
抱
い
た
夢
」
と
題

す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
多
く
の
聴

講
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

た
。

関
西
大
学
で
は
、
名
誉
教
授
規

程
に
基
づ
き
４
月
１
日
付
で
34
人

の
先
生
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授

与
し
、
４
月
３
日
に
１
０
０
周
年

記
念
会
館
で
授
与
式
を
行
っ
た
。

（
敬
称
略
）

▼
法
学
部
＝
若
田
恭
二
▼
文
学

部
＝
浦
西
和
彦
、
笈
田
欣
治
、
木

村
章
二
、
武
智
英
裕
、
玉
田
勝
郎
、

萩
野
脩
二
、
橋
本
征
治
、
伴
　
義

孝
▼
経
済
学
部
＝
安
喜
博
彦
、
岩

井
　
浩
、
橋
本
昭
一
▼
商
学
部
＝

大
倉
雄
次
郎
▼
社
会
学
部
＝
浅
田

正
雄
、

木
　
修
、
橋
本
敬
造
▼

総
合
情
報
学
部
＝
山
口
節
郎
▼
シ

ス
テ
ム
理
工
学
部
＝
石
原
　
勲
、

岩
壷
卓
三
、
大
場
謙
吉
、
栗
山

惇
、
新
家
　
昇
、
田
村
坦
之
▼
環

境
都
市
工
学
部
＝
鈴
木
俊
光
、
八

尾
眞
太
郎
▼
化
学
生
命
工
学
部
＝

赤
松
勝
也
、
石
井
康
敬
、
小
幡

斉
、
小
林
　
武
、
小
松
陽
一
郎
、

小
松
伸
也
、
松
本
　
昭
▼
外
国
語

教
育
研
究
機
構
＝
ゴ
ー
ド
ン
・
ス

学
長
表
彰
第
一
号
は

62
歳
の
技
術
者
・
名
切
氏

名
誉
教
授
の
称
号34

人
の
先
生
に
授
与

大
学
人
事



田
紀
彦
（
社
会
学
部
）、
石
田
陽
彦

（
同
）、
岡
田
弘
司
（
同
）、
寺
嶋
繁

典
（
同
）
▼
准
教
授
＝
北
村
由
美

（
同
）、
久
本
博
行
（
同
）

〔
国
際
部
〕
▼
教
授
＝
カ
イ
ト
由
利

子
（
外
国
語
教
育
研
究
機
構
）

﹇
新
任
教
員
﹈（

）
内
は
専
攻
等

〔
法
学
部
〕
▼
准
教
授
＝
河
村
　
厚

（
社
会
哲
学
、
倫
理
学
、
政
治
心
理

学
）

〔
文
学
部
〕
▼
准
教
授
＝
志
岐
幸
子

（
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
、
感
性
学
）
▼

助
教
＝
門
林
岳
史
（
表
象
文
化

論
・
メ
デ
ィ
ア
論
）
、
小
室
弘
毅

（
教
育
学
）、
窄
山
　
太
（
子
ど
も

家
庭
福
祉
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）、

灘
　
英
世
（
安
全
教
育
）

〔
経
済
学
部
〕
▼
准
教
授
＝
佐
藤
雅

代
（
社
会
保
障
論
）

〔
商
学
部
〕
▼
教
授
＝
カ
ー
テ
ィ

ス
・
ハ
ー
ト
・
ケ
リ
ー
（
生
涯
教

育
）
▼
准
教
授
＝
小
野
善
生
（
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
）、
岡
本
真
由
美

（
英
語
教
育
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）
▼
助
教
＝
中
原
孝

信
（
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
）、
西
岡

健
一
（
サ
ー
ビ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
技
術
経
営
論
）

〔
社
会
学
部
〕
▼
教
授
＝
森
下
伸
也

（
社
会
学
、
ユ
ー
モ
ア
論
）
▼
准
教

授
＝
富
田
拓
郎
（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
心
理
学
）
▼
助
教
＝
酒
井
千
絵

（
社
会
学
）、
森
田
亜
矢
子
（
心
理

学
）

〔
外
国
語
学
部
〕
▼
教
授
＝
池
田
真

生
子
（
英
語
教
育
学
＝
学
習
支
援
、

教
材
開
発
）

〔
総
合
情
報
学
部
〕
▼
教
授
＝
伊
藤

光
利
（
政
治
学
）
▼
助
教
＝
井
浦

崇
（
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
）

〔
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
〕
▼
教
授
＝

村
林
直
樹
（
数
学
＝
整
数
論
）
▼

准
教
授
＝
伊
藤
　
誠
（
原
子
核
理

論
＝
ま
た
は
核
理
論
）、
上
村
稔
大

（
確
率
論
、
確
率
解
析
学
）

〔
環
境
都
市
工
学
部
〕
▼
教
授
＝
河

田
惠
昭
（
巨
大
災
害
、
防
災
・
減

災
学
）、
末
泡
伸
吾
（
建
築
計
画
・

設
計
）、
盛
岡
　
通
（
環
境
工
学
）

▼
准
教
授
＝
滝
沢
泰
久
（
情
報
通

信
）
▼
助
教
＝
中
川
清
晴
（
炭
素

合
成
化
学
）

〔
化
学
生
命
工
学
部
〕
▼
助
教
＝
内

山
弘
章
（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
材
料
学
）、

梅
田
　
塁
（
有
機
合
成
化
学
、
構

造
有
機
化
学
）

〔
法
科
大
学
院
〕
▼
教
授
＝
芝
池
義

一
（
行
政
法
）

〔
教
育
推
進
部
〕
▼
教
授
＝
三
浦
真

琴
（
教
育
社
会
学
）
▼
助
教
＝
須

長
一
幸
（
哲
学
・
大
学
教
育
学
）

〔
国
際
部
〕
▼
准
教
授
＝
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
（
社
会
学
、

比
較
文
化
、
日
本
文
化
）、
池
田
佳

子
（
日
本
語
教
育
、
社
会
言
語
学
、

語
用
論
）、
澤
山
利
広
（
国
際
教
育
、

異
文
化
理
解
）

こ
の
ほ
ど
、
関
西
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
学
生
ス
タ
ッ

フ
が
『
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
福
祉
Ｍ
Ａ
Ｐ
〜
身
体
の
不
自

由
な
方
の
た
め
の
学
内
地
図
〜
』

を
作
成
し
た
。

マ
ッ
プ
に
は
、
障
害
者
用
ト
イ

レ
、
引
き
戸
、
開
き
戸
、
自
動
ド

ア
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
階
段
、
男

女
ト
イ
レ
、
ス
ロ
ー
プ
、
デ
ッ
ド

ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
記
号
が
細
か
く

記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
身
体

の
不
自
由
な
方
が
大
学
を
利
用
す

る
う
え
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
設

備
で
あ
る
。
ま
た
、
新
入
生
や
学

外
か
ら
来
ら
れ
る
方
に
も
役
立
つ

よ
う
に
教
室
名
も
書
か
れ
て
い

る
。４

月
27
日
に
学
生
ス
タ
ッ
フ
に

話
を
聴
い
た
。

○
マ
ッ
プ
の
作
成
で
一
番
苦
労
し

た
の
は
?

基
礎
的
な
部
分
を
先
輩
か
ら
引

き
継
い
だ
の
で
、
地
図
に
な
い
学

舎
な
ど
を
自
分
の
足
で
歩
い
て
、

各
人
が
メ
モ
を
持
ち
寄
っ
て
統
一

し
ま
し
た
。
手
書
き
メ
モ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
し
て
作
図
す

る
の
が
大
変
で
し
た
。

○
学
内
を
実
際
に
あ
る
い
て
感
じ

た
こ
と
は
?

第
３
学
舎
（
社
会
学
部
）
の
入

り
口
に
階
段
が
あ
る
た
め
、
せ
っ

か
く
な
か
に
あ
る
ス
ロ
ー
プ
や
バ

リ
ヤ
フ
リ
ー
が
活
か
さ
れ
て
い
な

い
。
文
学
部
２
号
館
に
あ
る
教
室

で
、
や
る
気
を
出
し
て
最
前
列
に

座
っ
た
の
に
、
教
卓
が
邪
魔
に
な

っ
て
黒
板
の
文
字
が
見
え
な
か
っ

た
。（
笑
）

車
椅
子
が
楽
に
入
れ
る
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
増
や
す
と
か
、
も
っ
と

福
祉
に
重
点
を
お
い
た
大
学
づ
く

り
を
し
て
ほ
し
い
。
関
西
大
学
は

グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
は
敏
感
で

す
が
、
も
っ
と
人
に
優
し
い
大
学

11

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

学
生
ス
タ
ッ
フ
が

『
福
祉
マ
ッ
プ
』を
作
成
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良縁お世話致します 良縁お世話致します 

毎
日
過
ご
す
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
快
適
で
優
し
く
あ
っ

て
ほ
し
い
、
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の

努
力
と
想
い
が
詰
ま
っ
た
マ
ッ
プ

を
有
効
活
用
し
た
い
も
の
で
あ

る
。

３
月
７
日
に
開
か
れ
た
飛
騨
高

山
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭

で
、
映
画
研
究
部
部
長
で
監
督
の

春
口
亮
太
さ
ん
（
商
２
）
が
制
作

し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
『
チ
ケ
ッ
ト
一
枚
二
百
円
。

芸
人
「
純
國
産
」
の
挑
戦
。
〜
イ

ン
デ
ィ
ー
ス
の
現
実
〜
』
が
佳
作

を
受
賞
し
た
。

今
回
受
賞
し
た
作
品
は
、
本
学

学
生
で
映
画
研
究
部
に
所
属
す
る

と
と
も
に
、
漫
才
コ
ン
ビ
「
純
國

産
」
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
原

田
國
裕
さ
ん
（
文
２
）
の
挑
戦
を

描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

同
映
画
祭
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐
阜
放

送
局
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
昭
和

63
年
に
「
映
像
に
よ
る
ふ
る
さ
と

再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
。
飛
騨
高
山
を
題
材
に

し
た
映
像
に
加
え
、
全
国
の
伝
統

行
事
や
人
び
と
の
生
活
な
ど
の
映

像
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
。

全
国
で
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
す

強
豪
・
関
大
重
量
挙
部
。
第
６
回

全
日
本
学
生
選
抜
選
手
権
大
会

（
４
月
18
・
19
日
、
さ
い
た
ま
市

記
念
総
合
体
育
館
）
で
、
ま
た
し

て
も
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

エ
ー
ス
と
し
て
結
果
を
残
し
続

け
る
、
男
子
69
kg
級
の
武
市
樹
さ

ん
（
商
４
）。
自
身
が
得
意
と
す

る
ス
ナ
ッ
チ
で
１
３
０
kg
、
ジ
ャ

ー
ク
で
は
１
５
６
kg
を
成
功
さ

せ
、
ト
ー
タ
ル
２
８
６
kg
。
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
中
、
見
事
力

を
出
し
切
り
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。
昨
年
、
自
身
が
残
し
た
大
会

新
記
録
を
塗
り
替
え
る
、
好
成
績

で
の
優
勝
。「
自
分
の
力
が
上
が

っ
て
い
る
証
拠
。
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

一
方
、
同
大
会
で
は
期
待
の
新

鋭
・
中
井
美
保
さ
ん
（
女
子
53
kg

級
、
文
２
）
も
活
躍
を
見
せ
ま
し

た
。
ス
ナ
ッ
チ
で
は
71
kg
、
ジ
ャ

ー
ク
で
は
89
kg
を
挙
げ
、
大
舞
台

で
遺
憾
な
く
力
を
発
揮
。
合
計
１

６
０
kg
は
、
自
己
新
記
録
。
見
事

に
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

惜
し
く
も
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
は
な

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
関
大
重
量

挙
部
の
強
さ
を
見
せ
付
け
た
今
大

会
。
彼
ら
の
戦
い
に
、
今
後
も
注

目
で
す
！

（
関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
）

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

○
ス
タ
ッ
フ
の
今
後
の
目
標
を
聴

か
せ
て
く
だ
さ
い
?

福
祉
マ
ッ
プ
の
カ
ラ
ー
化
、
立

体
化
に
取
り
組
ん
で
見
や
す
い
も

の
に
し
た
い
。
そ
こ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

消
火
器
、
火
災
報
知
器
の
あ
る
場

所
を
明
記
し
て
精
度
を
あ
げ
て
い

き
た
い
。映

画
研
究
部
・
春
口
部
長

飛
騨
高
山
映
画
祭
で
佳
作
を
受
賞

重
量
拳
部
・
武
市

樹
（
69
kg
級
）

大
会
新
記
録
で
連
覇
飾
る

中井美保選手 武市樹選手



会
で
、
男
子
エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
10

ｍ
立
射
60
発
競
技
の
日
本
代
表
選

手
に
選
ば
れ
た
。
併
せ
て
２
０
１

２
年
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強

化
指
定
選
手
に
も
選
ば
れ
た
。

ズ
ー
ル
大
会
は
、
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
ズ
ー
ル
市
で
４
月
29
日
〜

５
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
。

13

重
量
拳
部
の
白
草
竜
太
さ
ん

（
文
１
）
は
、
第
29
回
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
手
権
大
会
（
３
月
６
〜

８
日
、
石
岡
市
総
合
運
動
公

園
）、
男
子
77
kg
級
で
優
勝
し

た
。昨

年
、
北
京
五
輪
代
表
の
座
を

あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
逃
し
、
涙

を
の
ん
だ
矢
野
友
里
江
さ
ん
（
文

３
）。
日
本
最
高
峰
の
舞
台
で
あ

る
第
85
回
日
本
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
（
４
月
16
〜
19
日
、
古
橋
廣

之
進
記
念
浜
松
総
合
水
泳
場
）
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

４
０
０
m
自
由
形
、
２
０
０
m

バ
タ
フ
ラ
イ
で
は
結
果
が
残
ら

ず
、
迎
え
た
大
会
３
日
目
。
得
意

と
し
て
い
る
長
距
離
の
８
０
０
m

自
由
形
に
臨
み
ま
し
た
。
ス
タ
ー

ト
の
合
図
が
響
き
渡
る
と
、
勢
い

よ
く
飛
び
出
し
ま
す
。
レ
ー
ス
序

盤
は
２
、
３
番
手
に
つ
け
、
中
盤

は
１
、
２
位
を
争
う
デ
ッ
ド
ヒ
ー

ト
を
見
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
残

り
２
０
０
m
の
と
こ
ろ
か
ら
徐
々

に
ペ
ー
ス
が
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
持
ち
前
の
粘
り
強

い
泳
ぎ
を
み
せ
、
３
位
で
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ
。
待
ち
焦
が
れ
た
表
彰
台

に
上
り
ま
し
た
。

白草竜太選手

こ
の
結
果
に
、
ま
だ
ま
だ
納
得

の
い
か
な
い
表
情
を
見
せ
た
矢
野

さ
ん
。
世
界
を
見
据
え
る
彼
女
に

と
っ
て
悔
し
い
結
果
だ
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
の
舞
台
で
見
事
に
躍
動
し

た
矢
野
さ
ん
。
今
後
も
、
彼
女
の

成
長
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

（
関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
）

射
撃
部
の
田
邊
伊
織

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
へ

白
草
竜
太
（
77
kg
級
）
は

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
優
勝

水
上
競
技
部
・
矢
野
友
理
江

8
0
0
ｍ
自
由
形
3
位
入
賞

射
撃
部
の
田
邊
伊
織
さ
ん
（
化

学
生
命
工
学
部
１
、
長
崎
北
高
）

は
、
３
月
21
・
22
日
に
行
わ
れ
た

２
０
０
９
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
・
ズ
ー
ル
大
会
の
代
表
選
考

田邊伊織選手

矢野友里江選手
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キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
理
念
と

学
生
へ
の
支
援
体
制

早
期
離
職
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー
ト
と
い

っ
た
若
年
層
の
今
日
的
問
題
は
、
職
業
意
識

が
希
薄
で
社
会
的
訓
練
を
体
験
す
る
機
会
に

乏
し
い
若
者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
大
学
を

は
じ
め
と
す
る
各
教
育
機
関
が
勤
労
観
や
職

業
観
を
形
成
す
る
た
め
の
明
確
な
教
育
を
行

っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
一
因
が
あ
り
ま

す
。
関
西
大
学
で
は
、
平
成
16
年
度
よ
り

「
就
職
部
」
か
ら
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
に
改

称
・
改
組
し
、school-to-w

ork

へ
の
移
行

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
本
学
卒
業
生
が

社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、

学
理

と
実
際
と
の
調
和

を
主
眼
と
す
る
教
育
理

念
で
あ
る

学
の
実
化

を
実
践
で
き
る
品
格

と
活
力
の
あ
る
人
材
育
成
を
目
標
と
し
た
教

育
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
と
く
に
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
（
将
来
設
計
）」
を
視
点
に
据
え
た
教
育
・

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

就
職
に
強
い
関
西

大
学

と
し
て
の
学
風
を
高
め
、
21
世
紀
に
求

め
ら
れ
る
学
生
の
全
人
的
育
成
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
平
成
18
年
度
現
代
Ｇ
Ｐ

（
社
会
的
要
請
の
強
い
政
策
課
題
に
対
応
し

た
大
学
に
お
け
る
優
れ
た
取
り
組
み
を
選
定

す
る
も
の
）
に
本
学
の
「
総
合
大
学
に
お
け
る

標
準
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
展
開
（
Ｋ
―

Ｃ
Ｅ

Ｐ
）」
が
採
択
さ
れ
、
本
年
３
月
に
そ
の
取
り

組
み
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
こ
れ
ま
で
に
極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て

お
り
、
今
後
の
関
西
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
図
1
の
よ
う
に
大
学
の

前
に
、

大
学
と
と
も
に
、

大
学
の
後
に

の
三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
教

育
・
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
を
構
築
し
て

い
る
点
に
最
大
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

大
学
の
前

に
お
い
て
は
、
平
成
17
年
度

よ
り
大
阪
府
・
大
阪
市
教
育
委
員
会
と
連
携

し
て
小
中
高
教
員
対
象
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
研

修
を
実
施
し
、
教
育
課
程
に
お
い
て
人
間
力

を
備
え
た
人
材
育
成
に
認
識
を
持
っ
た
教
員

を
少
し
で
も
増
や
し
て
将
来
の
社
会
人
育
成

の
視
点
を
家
庭
教
育
に
ま
で
広
げ
る
こ
と
を

期
待
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

大
学
と
と
も
に

に
お
い
て
は
、
学
生
の

入
学
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
・
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
か
つ
て
は

３
年
次
生
以
上
を
対
象
と
す
る
就
職
支
援
が

中
心
で
あ
っ
た
も
の
を
１
年
次
生
か
ら
参
加

で
き
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
、

人
間
力

を
育
て
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
新
入
生
全
員
に

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ブ
ッ
ク
」
を
配
付
し
て

学
生
個
々
の
将
来
設
計
に
関
す
る
基
本
的
情

報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
１
、
２
年
次

生
対
象
の
各
種
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア

意
識
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
１
年
次
秋
学
期
か
ら
２
年
次
秋
学
期
に

か
け
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
の
「
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
の
正
課
教
育
科

目
を
開
講
し
、
社
会
に
役
立
つ
人
間
と
し
て

将
来
の
働
き
方
や
生
き
方
を
考
え
る
能
力
を

体
系
的
に
育
成
し
て
お
り
ま
す
。
３
年
次
生

に
は
、
夏
休
み
に
学
校
・
企
業
・
団
体
等
で

の
就
業
体
験
を
支
援
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
毎
年
６
０
０

人
を
超
え
る
学
生
が
参
加
し
て
事
前
・
事
後

の
研
修
を
含
め
て
実
施
し
、
各
学
部
お
よ
び

大
学
院
に
お
い
て
単
位
の
認
定
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
ル
ー
ム
（
進
路
支
援
室
）」
に
お
い
て
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
持
つ
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
学
生

の
将
来
に
対
す
る
様
々
な
悩
み
や
将
来
設
計

を
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
て
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
年
々
利
用
者
が
増

え
て
お
り
ま
す
。

大
学
の
後
に

に
お
い
て
は
、
平
成
17
年

か
ら
「
卒
業
生
就
業
支
援
室
」
を
設
置
す
る
と

と
も
に
（
株
）
パ
ソ
ナ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ

る
（
株
）
関
西
雇
用
創
出
機
構
と
業
務
提
携
を

行
い
、
卒
業
生
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
求

人
情
報
の
提
供
・
企
業
紹
介
・
就
業
マ
ッ
チ

ン
グ
等
の
就
業
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

20
年
度
の
登
録
者
は
６
６
５
人
で
し
た
。

平
成
20
年
度
の
就
職
状
況
の
実
績

平
成
20
年
度
の
本
学
学
生
（
学
部
第
１
部
）

の
就
職
率
は
、
97
・
４
％
で
前
年
度
よ
り

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
て
お
り
、
全
国
の

大
学
調
査
結
果
（
平
成
21
年
２
月
１
日
現
在

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
）
86
・
３
％
は
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
21
年
４

月
１
日
現
在
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
５
月
上
旬
に
発
表
さ
れ
る
予
定
で

す
。）
ま
た
、
女
子
学
生
の
就
職
率
は
97
・

２
％
で
前
年
度
よ
り
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
下
回

り
、
男
子
学
生
の
97
・
５
％
と
比
較
す
る
と

０
・
３
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
と
い
う
結
果
に
な

図1 関西大学におけるキャリア教育・支援プログラム
（平成18年度現代GP）

関
西
大
学
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
　
北
嶋
　
　
弘
一
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り
ま
し
た
。

４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
就
職
決
定
者
の

規
模
別
状
況
で
は
、
図
2
の
よ
う
に
巨
大
・

大
企
業
へ
の
就
職
率
は
合
計
で
72
・
１
％
、

中
企
業
は
19
・
２
％
、
小
企
業
は
８
・
７
％
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
巨
大
・
大
企

業
へ
の
就
職
は
０
・
８
％
増
と
な
り
、
中
企

業
は
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
、
小
企
業
は
０
・
４
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

業
種
別
状
況
で
は
、
金
融
・
保
険
業
23
・

４
％
（
前
年
度
比
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
）、
商

業
13
・
０
％
（
同
比
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
）、

製
造
業
23
・
６
％（
同
比
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
）

な
ど
が
増
加
し
、
教
育
・
広
告
・
そ
の
他
サ

ー
ビ
ス
業
10
・
９
％
（
同
比
１
・
０
ポ
イ
ン
ト

減
）、
情
報
通
信
業
13
・
１
％
（
前
年
度
比

０
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
）、
建
設
業
３
・
８
％

（
同
比
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
）、
な
ど
が
減
少

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
平
成
20
年
度
の
雇
用
環
境

は
、
平
成
19
年
夏
に
発
覚
し
た
米
国
の
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
金
融

危
機
、
世
界
同
時
株
安
、
急
激
な
円
高
・
ド

ル
安
や
原
油
高
騰
な
ど
に
よ
る
景
況
感
に
翳

り
が
見
え
ま
し
た
が
、
企
業
の
採
用
意
欲
は

前
年
度
と
変
わ
ら
ず
旺
盛
な
ま
ま
で
あ
り
ま

し
た
。

平
成
20
年
度
の
公
務
員
合
格
者
数
は
１
７

６
人
で
前
年
度
よ
り
16
人
上
回
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
公
務
員
採
用
試
験
説
明
会
」
を

春
・
秋
に
実
施
し
て
受
験
の
奨
励
を
行
う
と

と
も
に
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
試
験
対
策
講
座
の
充
実
を

図
っ
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
教
員
採

用
試
験
対
策
講
座
」
受
講
生
の
教
員
合
格
者

は
、
残
念
な
が
ら
前
年
度
よ
り
７
人
下
回
る

22
人
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
20
年
10

月
よ
り
学
生
へ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
元

化
を
図
る
た
め
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
傘

下
に
組
み
入
れ
る
改
組
を
行
い
ま
し
た
。

本
学
が
こ
の
よ
う
な
高
い
就
職
率
を
維
持

で
き
て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
企
業
研
究
会
」
や
「
合
同

企
業
研
究
会
」
の
開
催
が
挙
げ
ら
れ
、
毎
年

延
べ
１
０
０
０
社
を
超
え
る
企
業
を
本
学
に

招
く
と
い
う
関
西
大
学
な
ら
で
は
の
行
事
を

展
開
し
、
学
生
に
と
っ
て
は
極
め
て
大
き
な

就
職
支
援
行
事
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
９
月
に
発
生
し
た

米
国
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
か
ら
世
界

的
な
経
済
恐
慌
に
急
速
に
進
展
し
、
わ
が
国

も

１
０
０
年
に
一
度

と
ま
で
言
わ
れ
る
不

況
に
見
舞
わ
れ
、
本
学
に
お
い
て
も
残
念
な

が
ら
数
人
の
学
生
が
内
定
を
取
り
消
さ
れ
た

り
、
雇
用
条
件
を
著
し
く
変
更
さ
れ
た
り
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
例
年
に
な
く
多
く
目
立
ち
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
の
学
生
の
大
部
分
は
新
た

な
企
業
に
内
定
先
を
獲
得
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
見
通
し

マ
ス
コ
ミ
等
に
よ
っ
て

バ
ブ
ル
後
最
悪

の
就
職
氷
河
期

に
突
入
か
と
報
道
さ
れ
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
図
3
に
示
す
よ
う
に
一

部
企
業
で
２
０
１
０
年
度
の
採
用
を
見
合
わ

せ
た
り
、
採
用
人
数
を
大
幅
に
削
減
し
た
り

す
る
と
こ
ろ
が
現
れ
、
求
人
倍
率
が
１
倍
を

割
り
込
む
可
能
性
も
あ
る
と
予
測
し
て
お
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
最
悪

だ
っ
た
２
０
０
０
年
度
の

就
職
氷
河
期

と

比
較
す
る
と
、
今
回
は
様
子
が
若
干
違
う
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
り
、
当
時

は

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
就
職
難

と
言

わ
れ
た
ほ
ど
多
く
の
企
業
が
採
用
を
凍
結
し

た
り
、
大
幅
な
採
用
抑
制
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
現
在
こ
れ
ら
の
企
業
で
は

最
も
活
躍
を
期
待
し
た
い
30
歳
前
後
の
人
材

が
極
端
に
不
足
し
、
歪
な
年
齢
構
成
の
組
織

構
造
と
な
っ
て
い
る
と
の
反
省
よ
り
、
採
用

人
数
を
あ
る
程
度
抑
制
は
す
る
が
、
業
績
悪

化
や
先
行
き
不
透
明
に
関
わ
り
な
く
新
卒
採

用
は
継
続
す
る
と
い
う
企
業
が
少
な
か
ら
ず

見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

今
年
度
の
採
用
計
画
は
、
製
造
業
を
は
じ
め

メ
ガ
バ
ン
ク
に
お
い
て
も
全
般
的
に
抑
制
気

味
で
厳
選
採
用
と
な
る
見
込
み
で
、
就
職
活

動
を
行
う
学
生
諸
君
に
と
っ
て
は
非
常
に
厳

し
い
環
境
下
に
置
か
れ
る
こ
と
を
十
分
に
覚

悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界

経
済
の
先
行
き
が
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、
２

０
１
１
年
度
に
就
職
活
動
を
予
定
し
て
い
る

学
生
達
に
と
っ
て
も
不
安
は
尽
き
な
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
、
学
生
の
本
分
で
あ
る
勉
学

に
し
っ
か
り
と
打
ち
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
教
授
）

（b）業種別就職率

図2 平成20年度規模別・業種別就職率（4月1日現在）

図3 最近8年間の採用動向の変化（朝日新聞3月29日朝刊）

（注 1）上記の数値には、公務員・教員は含まない。
（注 2）2006年度　規模別分類は従業員区分により次の

とおり。
●巨大企業＝従業員3,000人以上
●大企業＝従業員500人～2,999人
●中企業＝従業員100人～499人
●小企業＝従業員99人以下

（a）規模別就職率
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総
合
図
書
館
前
か
ら
Ｉ
Ｔ
セ
ン

タ
ー
に
か
け
て
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
に
設
け
ら
れ
た
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
は
こ
と
し
も
大
賑
わ
い
。
静
岡
、

愛
知
、
北
勢
、
三
重
中
勢
、
南
勢

支
部
、
岐
阜
千
里
会
の
協
力
に
よ

る
「
中
部
地
区
物
産
展
」
で
は
、

各
地
の
名
物
が
安
価
で
買
え
る
と

あ
っ
て
早
く
か
ら
人
だ
か
り
が
で

き
た
が
、
各
支
部
か
ら
は
支
部
長

は
じ
め
役
員
が
来
学
、
販
売
に
当

た
る
と
と
も
に
参
加
者
と
の
交
流

を
深
め
た
。
隣
で
は
２
年
前
に
設

立
し
た
ば
か
り
の
和
歌
山
県
・
橋

本
支
部
の
役
員
が
家
族

と
一
緒
に
朝
採
り
の

野
菜
や
名
産
品
を
販

売
、
好
評
を
博
し

た
。
ま
た
、
テ
ン

ト
ブ
ー
ス
初
参
加

の
コ
ー
ル
テ
ク
ニ

カ
Ｏ
Ｂ
会
は
、
自

慢
の
の
ど
を
披
露
し

な
が
ら
、
み
た
ら
し

団
子
を
手
際
よ
く
焼
い

て
販
売
、
売
れ
行
き
は
好

調
だ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
独
り
じ

め
に
し
た
の
が
、
大
阪
中
央
支
部

の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
一
高
同
窓

会
の
餅
つ
き
大
会
。
校
友
の
お
孫

さ
ん
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
遊
び
、
そ

の
思
い
出
を
も
っ
て
、
い
つ
の
日

に
か
関
大
生
と
し
て
も
ど
っ
て
き

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

中
央
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
ス
タ
ン
ド
か
ら
お
よ
そ
３
０

０
０
人
の
校
友
・
家
族
、
遺
族
、

留
学
生
が
見
守
る
な
か
、
応
援
団

の
パ
レ
ー
ド
が
、
桜
花
の
な
か
を

堂
々
と
進
む
。
仁
井
ひ
ろ
み
総
務

副
部
長
、
大
東
恭
治
同
副
部
長
の

司
会
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
は
じ

「
2
0
0
9
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
桜
の
母
校
に

よ
っ
と
い
デ
ー
〜
」
は
、
4
月
6
日
の
日
曜
日
に
、
大
学
の

全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
前
日
か
ら
の
春
雨
に
ず
い
ぶ
ん
心
配
し
た
が
、
当
日
は
、

青
空
の
下
で
キ
ャ
ン
パ
ス
の
桜
が
満
開
に
な
り
、
バ
ン
コ
ク
か

ら
の
参
加
者
を
は
じ
め
、
関
東
か
ら
九
州
ま
で
各
地
か
ら
参
集

し
た
約
6
0
0
0
人
の
校
友
・
家
族
を
出
迎
え
た
。
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ま
っ
た
。

寺
内
俊
太
郎
校
友
会
長
は
、

「
私
は
昭
和
41
年
に
工
学
部
を
卒

業
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
先
生

方
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
多
く

の
知
友
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
も
母
校
の
お
陰
と
感
謝
し
て

い
る
。
き
ょ
う
は
、
年
齢
や
学
部

を
越
え
て
た
く
さ
ん
の
方
が
た
が

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

お
見
え
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で

い
る
。
ご
覧
の
よ
う
に
母
校
の
ハ

ー
ド
面
は
大
き
く
変
貌
し
た
が
、

ソ
フ
ト
面
も
さ
ら
に
充
実
し
て

『
強
い
関
西
大
学
』
が
さ
ら
に
発

展
し
て
い
く
よ
う
に
、『
元
気
な

校
友
会
』
に
し
て
い
き
た
い
」
と

歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

上
原
洋
允
理
事
長
は
、「
４
月

１
日
に
新
入
生
を
迎
え
た
が
、
入

学
式
に
は
多
数
の
父
母
が
出
席
さ

れ
た
。
そ
れ
だ
け
、
大
学
教
育
に

寄
せ
る
親
の
期
待
が
大
き
い
こ
と

の
表
れ
で
あ
る
。
教
職
員
の
方
が

た
に
は
そ
れ
に
応
え
て
い
た
だ

き
、
社
会
に
役
立
つ
、
国
際
分
野

で
活
躍
す
る
学

生
を
輩
出
し
て

い
き
た
い
。
母

校
は
１
２
３
年

の
歴
史
が
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら

１
５
０
年
、
２

０
０
年
と
発
展

の
あ
ゆ
み
を
続

け
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て

い
る
。
北
陽
高

校
の
Ｏ
Ｂ
を
含

め
て
35
万
人
の

校
友
が
お
ら
れ

る
が
、
校
友
会

と
教
育
後
援
会

が
一
丸
と
な
っ

て
法
人
を
物
心

両
面
に
わ
た
っ

て
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

河
田
悌
一
学
長
は
、「
35
万
人

の
校
友
の
皆
さ
ま
方
が
、
日
本
は

も
と
よ
り
、
全
世
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
た
い
へ
ん
心
強
く

思
う
。
き
ょ
う
お
集
ま
り
の
皆
さ

ま
方
の
母
校
愛
に
対
し
て
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
先
般
、

校
友
・
父
母
会
館
、
第
２
学
舎
２

号
館
が
完
成
し
、
来
年
は
学
部
の

数
も
13
に
な
り
ま
す
。
こ
と
し
の

本
学
の
受
験
生
は
９
３
８
１
６
人

で
、
全
国
７
６
５
の
四
年
制
大
学

で
４
番
目
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
、

関
西
大
学
の
教
育
に
信
頼
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
教
職
員

一
同
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
関

大
を
い
っ
そ
う
立
派
に
し
た
い
と

い
う
想
い
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
」

と
教
育
へ
の
熱
い
取
り
組
み
を
述

べ
た
。

こ
の
あ
と
、
応
援
団
リ
ー
ダ
ー

部
・
バ
ト
ン
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
・
吹
奏
楽
部
、
学
生
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
「
漢
舞
」
に
よ

る
演
舞
が
行
わ
れ
、
ス
タ
ン

ド
は
大
い
に
沸
い
た

悠
久
の
庭
で
は
、
野
点
の

席
が
設
け
ら
れ
、
茶
道
部
部

員
が
お
点
前
で
参
加
者
を
も

て
な
し
、
春
の
日
和
に
笑
顔

が
ひ
ろ
が
っ
た
。
隣
に
は

「
俳
句
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
、

思
い
出
、
母
校
、
友
情
な
ど

様
ざ
ま
な
想
い
を
こ
め
て
１

０
０
を
超
え
る
投
句
が
寄
せ

ら
れ
た
。

ま
た
、
総
合
図
書
館
の
春

季
特
別
展
と
し
て
上
方
の
浮

世
絵
師
「
長
谷
川
貞
信
」、
博
物

館
の
春
季
企
画
展
「
浪
速
の
絵
師

菅
楯
彦
の
画
業
」、
年
史
資
料
展

示
室
の
企
画
展
「
『
学
の
実
化
』

の
時
代
―
山
岡
順
太
郎
・
倭
　
父

子
展
」、
高
松
塚
古
墳
壁
画
再
現

展
示
室
、
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
の

見
学
に
数
多
く
の
見
学
者
が
訪

れ
、
関
大
の
も
つ
「
文
化
力
」
に

ふ
れ
た
。

第
２
学
舎
・
第
１
学
舎
を
中
心

と
す
る
教
室
で
は
、
65
団
体
に
お

よ
ぶ
支
部
・
職
域
会
・
同
期
会
な

ど
の
総
会
や
役
員
会
、
ク
ラ
ブ
の

Ｏ
Ｂ
と
現
役
の
交
流
会
な
ど
が
開

か
れ
、
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
確
か
め

あ
っ
た
。

「
国
籍
は
変
え
ら
れ
て
も
、
母

校
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
い
わ
れ
る
。
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
友
と
語
ら
い
、
青

春
時
代
を
振
り
か
え
り
、
母
校
の

躍
進
を
喜
ぶ
校
友
は
、
桜
花
よ
り

も
輝
い
て
み
え
た
。
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こ
の
日
が
近
づ
く
と
、
み
ん
な

ハ
ラ
ハ
ラ
。「
今
年
は
も
た
へ
ん

で
、
こ
の
暖
か
さ
で
は
…
」、
こ

の
時
期
、
電
車
に
乗
る
と
一
本
の

桜
も
見
逃
す
ま
い
と
窓
外
に
目
を

凝
ら
す
。「
観
て
！
こ
こ
に
咲
い

て
る
で
」「
え
っ
、
そ
ん
な
と
こ

に
！
」、
な
ん
ぼ
特
急
で
も
そ
ん

な
血
相
変
え
て
走
ら
ん
で
も
え
え

や
ん
か
！
　

そ
し
て
、
関
西
大
学
で
も
し
っ

か
り
咲
い
て
、
私
た
ち
を
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。

わ
が
住
吉
支
部
で
は
、
野
村
建

治
支
部
長
が
桜
の
特
等
席
に
シ
ー

ト
を
敷
い
て
、
今
年
も
お
で
ん
を

炊
い
て
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
気
楽
な
心
地
よ
い
お
花
見

が
他
に
あ
る
や
ろ
か
？
　
で
も
、

な
ん
で
み
ん
な
も
っ
と
来
て
く
れ

へ
ん
の
？
　
来
年
こ
そ
、
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
住
吉
支

部
に
よ
っ
と
い
で
ー
！
　
　

（
小
林
明
子
）

受
付
テ
ン
ト
横
の
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
、
今
年
も
お
馴
染
み
斉
城
一

座
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
。
ま
ず
は
客
寄
せ
の
皿
回
し
で

軽
快
に
ス
タ
ー
ト
。
用
意
し
た
椅

子
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
埋
ま
り
、

立
ち
見
も
出
る
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
数

種
の
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
す
る
と
と

も
に
、
先
着
１
０
０
人
に
手
品
グ

ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
ネ
タ
の
解
説
も
あ
り
、
終

始
爆
笑
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
っ

た
。正

午
か
ら
は
家
族
懇
親
会
。
０

歳
か
ら
90
歳
を
超
え
る
方
ま
で
二

十
数
人
が
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら

談
笑
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
。
記
念
撮
影
の
あ
と
、
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
る
中
央
グ
ラ

ウ
ン
ド
へ
と
移
動
し
た
。

な
お
、
当
日
の
写
真
は
次
の
ア

ド
レ
ス
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http//picasaw
eb.google.co.jp

/kw
andai

(

広
報
　
矢
野
　
茂)

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
で
中
途
半
端
で

は
あ
っ
た
が
、
純
度
は
１
０
０
％

だ
っ
た
４
年
間
に
思
い
を
い
た
し

つ
つ
、
今
年
も
ま
た
母
校
に
帰
っ

て
き
た
。

平
野
支
部
観
桜
会
は
、
新
ゼ
ミ

棟
Ａ
32
教
室
で
支
部
行
事
日
程
の

打
ち
合
わ
せ
等
を
中
心
に
進
め
ら

れ
た
。
後
半
の
懇
談
で
は
、
他
の

集
ま
り
を
中
座
し
て
参
加
さ
れ
た

北
本
喜
一
先
輩
の
「
校
友
会
は
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
の
言
葉
に
母

校
の
年
輪
の
す
ご
さ
を
、
田
中
義

信
支
部
長
が
紹
介
さ
れ
た
「
国
籍

は
変
え
ら
れ
て
も
母
校
は
変
え
ら

盛
り
の
桜
、
晴
天
、

お
だ
や
か
な
気
温
と
、

三
拍
子
揃
っ
た
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。
俳
句
コ
ー
ナ

ー
も
た
く
さ
ん
の
方

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

投
句
も
１
０
４
句
と
、

た
ぶ
ん
過
去
最
高
の

数
で
は
？

今
年
、
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
「
年
齢
」
を
入

れ
た
句
が
多
か
っ
た
こ
と
。
九
十
路
を
は
じ
め
八
十

路
、
喜
寿
、
古
希
、
還
暦
と
い
う
言
葉
が
目
立
っ
て

い
ま
し
た
。

独
断
と
偏
見
で
選
ん
だ
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

関
大
の
　
桜
を
愛
で
つ
　
九
十
路
越
え

（
田
中
み
ぎ
わ
　
94
歳
）

八
十
路
に
し
て
　
花
の
学
舎
に
　
帰
り
け
り

（
東
本
幹
雄
　
昭
28
学
法
）

友
と
集
い
　
喜
寿
の
宴
や
　
桜
花
　

（
乙

淑
子
　
昭
29
学
文
）

ま
た
故
人
を
し
の
ん
で
作
句
さ
れ
た
方
、
親
子
孫

三
代
揃
っ
て
訪
れ
た
方
、
娘
・
息
子
が
卒
業
生
だ
と

い
う
親
御
さ
ん
な
ど
、
ご
家
族
も
た
く
さ
ん
お
い
で

で
し
た
。

関
大
で
　
親
父
を
偲
ぶ
　
桜
花

（
藤
井
光
治
　
遺
族
）

漢
舞
の
衣
裳
で
立
ち
よ
り
作
句
し
て
く
れ
た
現

役
学
生
さ
ん
の
句
。

桜
色
　
友
の
衣
装
に
　
寄
り
添
っ
て

（
赤
井
友
香
　
環
境
都
市
工
学
部
生
）

あ
ま
り
に
も
楽
し
い
同
期
会
で
、
時
間
を
忘
れ

た
と
い
う
方
の
句
。

同
期
会
　
花
は
い
づ
こ
と
　
笑
い
合
い

（
筆
吟
　
某
学
部
教
授
）

（
広
報
部
　
西
野
京
子
）

な
お
、
こ
と
し
の
「
春
の
俳
句
大
賞
」
入
賞
作
品

は
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
ま
っ
た
。

〈
大
　
賞
〉

校
名
は
　
学
舎
に
高
く
　
花
の
庭

（
長
谷
川
隆
　
昭
42
学
工
、
高
槻
市
）

〈
優
秀
賞
〉

花
満
ち
て
　
千
里
に
踊
る
　
チ
ア
ガ
ー
ル

（
城
　
洸
造
　
昭
44
学
商
、
守
口
市
）

〈
佳
　
作
〉

青
春
の
　
夢
ひ
と
ひ
ら
に
　
輝
け
り

（
馬
渡
秀
一
　
昭
47
学
文
、
木
津
川
市
）

花
さ
そ
う
　
友
と
語
ら
ん
　
学
舎
で

（
北
村
修
治
　
昭
46
学
文
、
和
泉
市
）

往
事
茫
々
　
入
学
の
日
の
桜
花

（
金
森
信
子
　
昭
25
学
文
、
大
阪
市
）

―
住
吉
支
部

桜
と
お
で
ん

―
大
阪
中
央
支
部

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で

観
客
魅
了

―
平
野
支
部

年
輪
の
す
ご
さ
と

歴
史
の
重
み

俳
句
コ
ー
ナ
ー
か
ら

投
句
数
も
１
０
０
句
超
え
る
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れ
な
い
」
と
の
先
輩
の
言
葉
に
歴

史
の
重
み
の
よ
う
な
も
の
を
改
め

て
感
じ
た
。

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
動
し
て

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
。
母
校

の
姿
は
毎
年
変
わ
り
、
ま
る
で
異

次
元
の
空
間
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う

な
錯
覚
に
陥
る
。
し
か
し
、「
学

舎
の
姿
は
変
わ
っ
て
も
関
大
の
心

は
変
わ
り
ま
せ
ん
」
と
の
寺
内
校

友
会
長
の
挨
拶
に
安
堵
感
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
た
。

平
野
区
在
住
校
友
の
皆
さ
ん
！

11
月
14
日
の
支
部
総
会
で
、
ま
だ

見
ぬ
友
た
ち
に
会
い
に
来
て
く
だ

さ
い
。
老
若
男
女
、
そ
れ
は
も
う

個
性
的
な
面
々
が
そ
こ
に
は
沢
山

で
す
…
…
。

（
長
野
隆
哉
）

豊
中
支
部
で
は
、
役
員
を
中
心

に
家
族
同
伴
で
の
参
加
を
呼
び
か

け
た
。
そ
の
結
果
今
年
も
出
席
者

20
人
で
大
賑
わ
い
。
初
め
て
参
加

さ
れ
た
会
員
や
最
高
齢
96
歳
の
大

先
輩
も

お

り

、

生
協
に

事
前
予

約
し
た

幕
の
内

弁
当
と

ビ
ー
ル

で
懇
親

会
の
ス

タ
ー
ト
。
家
族
の
こ
と
や
地
域
で

の
活
躍
を
披
露
す
る
な
ど
話
題
も

豊
富
。
記
念
写
真
の
後
、
神
保
雅

明
支
部
長
を
中
心
に
支
部
活
動
の

あ
り
方
や
、
総
会
以
外
に
も
支
部

の
行
事
に
つ
い
て
提
案
も
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
豊
中
支
部
に
は
前
衆

議
院
副
議
長
が
顧
問
に
在
籍
し
て

い
る
の
で
、
今
年
中
に
実
施
さ
れ

る
選
挙
に
も
話
題
が
集
中
。

閉
会
後
は
中
央
グ
ラ
ン
ド
で
催

さ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
に
全
員
参
加

し
、
終
了
後
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を

散
策
し
、「
長
谷
川
貞
信
」
特
別

展
や
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
復
元
陶

板
な
ど
を
見
て
回
り
散
会
し
た
。

（
幹
事
長
・
横
畠
正
秀
）

支
部
の
集
い
で
は
、
簡
文
館
に

お
い
て
開
催
中
の
「
山
岡
順
太

郎
　
倭
父
子
展
」
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
。
山
岡
家
は
、
昭
和
６
年
、

倭
先
生
の
時
代
に
藤
井
寺
に
転
居

さ
れ
、
現

在
も
同
先

生
の
長
男

康
氏
が
住

ま
い
さ
れ

て
い
る
。

簡
文
館

で
は
、
日

誌
を
は
じ

め
、
順
太
郎
・
倭
両
先
生
の
縁
の

品
々
が
展
示
さ
れ
、
両
先
生
の
業

績
や
母
校
関
大
に
対
す
る
貢
献
内

容
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
倭
先

生
は
、
関
大
野
球
部
の
活
動
等
に

対
し
て
物
心
両
面
に
わ
た
る
援
助

を
す
る
な
ど
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
き
た
が
、
今
回
の
展
示
会
ま
で

あ
ま
り
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
紹
介
の
機
会
を
増
や
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

（
副
支
部
長
　
仲
西
　
忠
）

11
時
か
ら
第
２
学
舎
ゼ
ミ
棟
Ａ

36
教
室
で
、
役
員
30
人
が
出
席
し

て
拡
大
役
員
会
を
開
催
、
20
年
度

会
計
報
告
、
21
年
度
予
算
案
・
活

動
計
画
案
等
に
つ
い
て
熱
心
に
討

議
し
た
。

浅
野
洋
一
支
部
長
の
発
声
に
よ

り
缶
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
歓
談
。
そ
の
後
外

に
出
て
、
満
開
の
桜
を
バ
ッ
ク
に

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
入
っ
て
も
ら
い

記
念
撮
影
を
し
た
。

学
生
時
代
に
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
学
内
を
散
策
の
あ
と
、
セ
レ
モ

ニ
ー
に
全
員
で
参
加
。
応
援
団
、

漢
舞
の
若
さ
漲
る
演
技
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
い
、
近
く
の
居
酒
屋

で
の
懇
親
会
へ
移
動
。
ノ
ミ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
時
を
忘
れ
る

ほ
ど
話
に
花
が
咲
き
、
一
層
の
親

睦
を
深
め
、
そ
の
場
で
散
会
し
た
。

（
副
支
部
長
　
仲
西
　
忠
）

本
年
が
橋
本
支
部
と
し
て
最
初

の
参
加
で
あ
り
、「
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
で
の
物
産
展
」
で
賑
わ
い
の
一

端
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

早
朝
６
時
30
分
に
橋
本
を
出
発

し
、
朝
取
り
し
た
新
鮮
な
野
菜
類

や
地
元
の
産
品
（
貯
蔵
柿
・
柿

酢
・
再
織
り
コ
ー
ス
タ
ー
・
バ
ス

マ
ッ
ト
等
）
を
車
満
杯
に
し
て
千

里
山
キ

ャ
ン
パ

ス
に
入

っ
た
。

雨
予

報
か
ら

曇
り
の

ち
晴
れ

に
変
わ

っ
た
お

か
げ
で
、
新
鮮
野
菜
か
ら
順
調
に

売
れ
、
お
昼
頃
に
は
品
数
が
少
し

に
な
り
、
閉
店
時
に
は
完
売
状
態

に
な
っ
た
。
初
め
て
の
物
産
展
参

加
で
あ
り
、
会
場
の
雰
囲
気
も
分

か
ら
な
い
状
態
で
の
出
店
だ
っ
た

が
、
無
事
終
了
で
き
た
こ
と
が
な

り
よ
り
で
あ
り
、
校
友
会
橋
本
支

部
の
活
動
費
の
一
助
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。（
反
省：

も
う
少

し
野
菜
も
っ
て
行
け
ば
よ
か
っ

た
！
）

（
橋
本
支
部
事
務
局
）

４
月
５
日
の
関
大
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合
わ
せ
て

「
Ｊ
Ｒ
関
大
会
春
季
総
会
」
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

今
回
よ
り
、
き
れ
い
な
法
文
学

舎
を
お
借
り
し
、
い
さ
さ
か
戸
惑

う
と
と
も
に
、
現
在
の
学
生
が
う

ら
や
ま
し
く
思
え
ま
し
た
。

近
況
等
の
報
告
と
こ
れ
か
ら
の

Ｊ
Ｒ
関
大
会
の
発
展
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
す
と
と
も
に
、
今
回
の

総
会
に
よ
り
、
会
長
、
副
会
長
を

一
新
し
若
返
り
を
図
り
ま
し
た
。

新
役
員
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

会
　
長
　
三
宅
　
順

52
年
　
工
学
部
卒

副
会
長
　
山
岡
孝
典

52
年
　
文
学
部
卒
　

副
会
長
　
小
西
　
寿

52
年
　
法
学
部
卒

―
豊
中
支
部

支
部
行
事
に

新
た
な
提
案
も

―
藤
井
寺
支
部

藤
井
寺
縁
の
山
岡
父
子
展
に

つ
い
て
語
り
合
う

―
川
西
支
部

拡
大
役
員
会
で

活
動
計
画
討
議

―
橋
本
支
部

支
部
活
動
費
の

一
助
に
物
産
展

―
J
R
関
大
会

正
副
会
長
交
代

若
返
り
を
図
る
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陽
光
う
ら
ら
か
な
春
の
日
に
、
こ

の
千
里
山
の
地
で
総
勢
35
人
の
委
員

ほ
か
と
共
に
今
年
も
定
期
総
会
を
開

催
し
た
。
こ
の
関
大
の
風
景
も
毎
年

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
新
し
い

会
員
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
増
え

つ
つ
あ
る
。

恒
例
の
基
調
講
演
で
は
、
政
策

創
造
学
部
の
羽
原
敬
二
教
授
を
お

招
き
し
て
、『
社
会
保
険
労
務
士

業
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。昨

今
、
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、

税
理
士
、
司
法
書
士
、
不
動
産
鑑

定
士
な
ど
他
士
業
と
の
か
か
わ
り

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
交
流
を
深

め
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
同
じ
サ

ム
ラ
イ
業
の
仲
間
と
共
に
社
会
に

貢
献
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
と
て
も

ス
バ
ラ
シ
イ
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。

（
事
務
局
　
永
盛
啓
司
）

公
認
会
計
士
・
司
法
書
士
・
社

会
保
険
労
務
士
・
税
理
士
・
不
動

産
鑑
定
士
・
弁
護
士
の
若
手
士
業

が
お
互
い
の
仕
事
を
理
解
し
あ
い
、

交
流
を
深
め
る
会
合
を
「
関
士
会
」

と
命
名
し
、
勉
強
会
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
、
３
年
目
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、
い
つ
も
の
勉

強
会
を
桜
満
開
の
母
校
で
行
お
う

と
、
約
50
人
の
士
業
が
参
集
し
ま

し
た
。

『
事
業
承
継
の
諸
問
題
を
主
と

す
る
中
小
企
業
経
営
に
必
要
な
専

門
知
識
の
一
口
ア
ド
バ
イ
ス
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
士

業
が
ど
の
よ
う
に
中
小
企
業
の
経

営
サ
ポ
ー
ト
に
か
か
わ
る
か
、
各

会
で
発
表
し
あ
い
ま
し
た
。

勉
強
の
成
果
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
久
し
ぶ
り
の
母
校
の
美
し
さ

に
歓
声
を

あ
げ
、
多

忙
な
業
務

の
合
間
に
、

束
の
間
楽

し
め
た
花

見
に
大
い

に
心
癒
さ

れ
ま
し
た
。

（
半
野
典
子
）

恒
例
の
懇
親
会
は
、
竣
工
し
た

ば
か
り
の
経
商
２
号
館
Ｃ
２
０
６

教
室
で
開
催
。
定
刻
に
は
25
人
が

参
集
し
、
例
年
の
こ
と
な
が
ら
女

子
校
友
３
人
が
華
や
か
な
彩
り
を

添
え
て
く
れ
た
。

話
題
は
専
ら
、
来
年
迎
え
る
卒

業
60
周
年
へ
の
取
り
組
み
に
集
中
。

冒
頭
、
篠
原
昭
三
会
長
が
「
新
制

大
学
第
１
回
卒
業
生
と
し
て
歴
史

を
創
り
上
げ
て
き
た
。
ま
た
、
卒

業
50
周
年
記
念
行
事
を
率
先
し
て

開
催
し
、
後
輩
に
後
事
を
託
し
、

今
日
を
迎
え
た
経
過
を
踏
ま
え
、

60
周
年
記
念
行
事
に
前
向
き
に
取

り
組
み
た
い
」
と
挨
拶
。
出
席
者

か
ら
個
別
に
意
見
を
徴
し
た
結
果
、

満
場
一

致
で
開

催
を
決

定

し

、

大
方
の

見
解
と

し
て
大

阪
市
内

で
の
開

催
と
な

っ
た
。

そ
の

後
の
懇

親
会
は
、

卒
業
59

年
を
経

た
同
期
生
な
ら
で
は
の
会
話
の

端
々
に
、
母
校
発
展
を
祈
念
す
る

熱
い
思
い
が
ほ
と
ば
し
っ
て
い
た
。

（
村
岡
葉
子
）

恒
例
に
な
っ
た
予
科
撩
爛
会
の

総
会
を
、
竣
工
し
た
ば
か
り
の
第

簡文館内の博物館では常設展示室に加えて特別企画展が催されており、浪速の絵師菅楯彦による
職業婦人繪巻が展示されていた。大正時代の職業婦人が生き生きとして仕事をしている様子が軽妙
なタッチで描かれており、同時に当時の女性の各種職業の内容や給与
などを紹介した記事なども紹介されていたため、当時の社会状況が手
に取るように理解できる興味深いものであった。また、同館には年史
資料展示室があり、特別展として関大中興の祖といわれている山岡順
太郎、倭父子の写真や遺品の数々、大学昇格に関しての山岡氏の業績
などをパネルで紹介しており、改めて氏の大学への思い入れを感じた。
当日の展示室の入室者は200人を超えた。
簡文館周辺での高松塚古墳壁画再現展示室と豊臣期大坂図屏風復元

陶板の見学者は引きも切らず、豊臣期と古墳時代を最新の陶板技術で
再現した展示物に多くの校友が感動していたのが印象的であった。閉
館時刻まで校友の訪問が途切れることがなかった簡文館とその周辺だ
った。 （広報部　宮下文彬）

陶板での再現展示に見入る校友たち―
人の途切れることがなかった簡文館周辺

―
関
士
会

50
人
参
加
し
母
校
で

勉
強
会

―
社
会
保
険
労
務
士
関
大
会

羽
原
教
授
の
講
演
聴
く

―
第
一
新
生
会

卒
業
60
周
年
に
向
け
て

結
集
！

―
予
科
撩
爛
会

寺
内
校
友
会
長
迎
え
総
会
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２
（
経
商
）
学
舎
２
号
館
の
Ｃ
２

０
１
教
室
で
開
催
し
た
。
今
年
は

絶
好
の
花
見
日
和
と
な
り
、
出
席

者
増
を
期
待
し
た
が
、
出
席
回
答

は
伸
び
な
や
み
、
今
年
は
家
族
参

加
を
含
め
て
総
勢
９
人
で
の
開
催

と
な
っ
た
。
た
だ
、
欠
席
回
答
の

な
か
で
議
決
権
を
一
任
の
数
は
24

人
に
お
よ
び
、
会
へ
の
関
心
は
高

い
も
の
が
あ
っ
た
。

総
会
と
あ
っ
て
、
寺
内
校
友
会

長
な
ら
び
に
東
郷
事
務
局
長
の
臨

席
を
い
た
だ
き
、
定
刻
に
開
会
。

東
浦
栄
一
会
長
挨
拶
の
あ
と
、
振

興
策
等
が
話
し
合
わ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
短
時
間
な
が
ら
会

食
を
共
に
し
、
旧
交
を
温
め
、
英

語
で
学
ん
だ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・

サ
マ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
フ
ォ
ア
サ

イ
ト
、
即
ち
フ
ォ
ア
サ
イ
ト
家
の

小
春
日
和
の
懐
か
し
い
話
題
に
花

が
咲
い
た
。

(

木
村
史
朗)

ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ

満
開
に
近
い
桜
の
下
を
く
ぐ
っ

て
学
部
27
年
会
の
同
期
27
人
が
、

塗
料
の
香
新
し
い
教
室
に
集
ま
り
、

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

祝
う
家
族
会
を
開
催
し
た
。

上
林
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
校

友
会
の
新
会
長
寺
内
俊
太
郎
さ
ん

の
歓
迎
挨
拶
を
受
け
た
。
80
翁
の

元
気
な
姿
を
喜
ん
で
い
た
だ
き
、

記
念
撮
影
を
し
た
。

宮
道
会
計
幹
事
の
今
年
の
他
大

学
比
較
入
試
表
に
よ
る
寸
評
、
畑

下
副
会
長
か
ら
校
友
・
父
母
会
館

の
３
月
12
日
竣
工
、
第
２
学
舎
２

号
館
の
同
18
日
竣
工
報
告
と
、
そ

の
教
室
の
初
使
用
を
披
露
し
た
。

昼
食
と
飲
み
物
を
楽
し
み
な
が

ら
、
藤
本
世
話
人
に
よ
る
出
席
者

紹
介
と
一
言
ス
ピ
ー
チ
に
入
り
、

各
人
か
ら

印
象
に
残

る

話

や

、

勇
ま
し
く

活
躍
す
る

話
な
ど
が

あ
り
、
逍

遙
歌
で
締

め
く
く
っ

て
、
セ
レ

モ
ニ
ー
に

参
加
す
る

た
め
散
会

し
た
。

(

畑
下
辰
典)

一
高
同
窓
会
は
、
今
年
も
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
餅
つ

き
大
会
で
参
加
。
今
年
は
な
ん
と

19
回
目
で
あ
る
。

参
加
者
は
手
慣
れ
た
も
の
で
、

前
日
に
は
一
高
に
集
合
し
、
用
意

し
た
「
会
津
の
黄
金
も
ち
米
」
を

洗
米
し
、
水
に
つ
け
て
一
晩
置
い

て
お
く
。
翌
朝
８
時
前
に
再
集
合

し
て
準
備
を
再
開
、
あ
っ
と
い
う

間
に
設
営
が
完
了
。
蒸
篭
で
蒸
し

あ
げ
て
、
ひ
と
臼
目
は
ま
ず
田
中

会
長
が
杵
を
打
ち
下
ろ
す
。「
ヨ

イ
シ
ョ
ー
！！
」

盛
況
の
う
ち
、
昼
前
に
は
用
意

し
た
も
ち
米
を
す
べ
て
つ
き
終
わ

り
、
お
開
き
に
。
何
か
と
行
事
の

多
か
っ
た
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

多
く
の
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
、
同
窓
会
61
年
目
を
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
総
務
　
長
　
し
づ
お
）

桜
が
ス

プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の

た
め
に
咲

く
の
を
待

っ
て
く
れ

て
い
た
様

な
満
開
の

中
、
第
４

学
舎
１
階

講
師
控
室

で
懇
親
会

を
開
催
し
た
。
昨
年
９
月
12
日
の

「
東
京
地
区
の
会
」
以
来
久
し
振

り
の
顔
合
わ
せ
で
し
た
が
、
下
間

先
生
・
石
原
先
生
・
北
島
先
生
・

中
原
先
生
・
緒
方
先
生
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
、
総
勢
24
人
（
家
族

含
む
）
で
楽
し
く
賑
や
か
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。

少
し
残
念
な
の
は
、
若
い
方
々

の
参
加
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
経

済
情
勢
の
中
、
偉
大
な
先
輩
が
沢

山
い
ら
っ
し
ゃ
る
「
機
友
会
」
は
、

若
い
方
々
の
仕
事
上
の
悩
み
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
話
が
き

っ
と
聞
け
る
と
思
い
ま
す
よ
！

「
機
友
会
」
開
催
等
の
情
報
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

（
会
長
　
本
田
哲
也
）

ス
プ

リ
ン
グ

フ
ェ
ス

テ
ィ
バ

ル
が
開

催
さ
れ

た
４
月

５

日

、

応
援
団
、

体
育
会

本

部

、

関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
の
若
手
Ｏ

Ｂ
に
よ
る
同
窓
会
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
平
成
11
年
か
ら
平
成
15
年

卒
業
ま
で
の
５
学
年
か
ら
約
20
人

と
子
ど
も
約
10
人
の
30
人
が
集
ま

っ
た
。

大
学
の
教
室
を
借
り
て
の
昼
食
、

応
援
団
に
よ
る
演
舞
観
覧
、
旧
生

協
跡
の
芝
生
広
場
で
の
団
欒
の
中

で
、
学
生
時
代
の
同
窓
と
の
再
会

を
懐
か
し
ん
だ
。
卒
業
後
初
め
て

大
学
に
足
を
踏
み
入
れ
た
者
も
多

く
、
学
舎
を
含
め
た
大
学
の
変
貌

ぶ
り
に
驚
き
の
声
が
絶
え
な
か
っ

た
。こ

の
会
は
今
回
が
初
め
て
の
開

催
で
あ
っ
た
が
、
来
年
以
降
も
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

の
日
に
行
う
予
定
で
、
さ
ら
に
幅

広
い
年
齢
層
の
参
加
を
期
待
す
る
。

（
会
長
　
川
口
慎
一
）

―
学
部
27
年
会

夢
と
さ
く
ら
の
…
…

―
機
友
会

下
間
先
生
は

矍
鑠
と
皆
出
席

―
一
高
同
窓
会

19
回
目
を
迎
え
た

餅
つ
き
大
会

―
応
援
団
・
体
育
会
本
部
・

関
ス
ポ
若
手
Ｏ
Ｂ
同
窓
会

記
念
す
べ
き

第
1
回
同
窓
会
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ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

応
援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会
有
志
四
十
数

人
が
集
ま
っ
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、

現
役
團
室
を
会
場
に
し
て
旧
交
を

温
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
２
部

応
援
団
と
し
て
の
組
織
が
無
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
團
室
も
無
く
な

り
、
会
場
を
第
１
学
舎
１
号
館
に

移
し
て
の
懇
親
会
開
催
と
な
っ
た
。

現
役
不
在
と
い
う
の
は
組
織
と

し
て
は
寂
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

２
部
応
援
団
吹
奏
楽
部
を
出
身
母

体
と
す
る
吹
奏
楽
サ
ー
ク
ル
「
B

i
s
（
ビ
ズ
）」
と
、
同
じ
く
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
部
を
出
身
と
す
る
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
「
Ｃ

Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
（
ク
レ
ア
ー
ズ
）
」

の
現
役
15
人
も
加
わ
り
、
長
柄
会

の
今
後
に
も
少
し
安
心
感
を
与
え

て
く
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。

懇
親
会
は
、
校
友
会
副
会
長
に

就
任
さ
れ
た
大
谷
長
柄
会
会
長
へ

の
花
束
贈
呈
か
ら
始
ま
り
、
文
字

通
り
華
や
い
だ
宴
の
始
ま
り
と
な

っ
た
。
加
え
て
、
子
ど
も
連
れ
で

参
加
し
て
く
れ
た
会
員
も
複
数
お

り
、
日
頃
は
怖
い
顔
を
し
て
い
る

大
谷
会
長
や
上
符
副
会
長
な
ど
の

破
顔
を
見
て
い
る
と
、
と
て
も
応

援
団
と
は
思
え
な
い
和
気
藹
々
と

し
た
時
間
を
す
ご
す
事
が
で
き
た
。

現
役
当
時
は
、
練
習
が
辛
く
厳

し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら

を
乗
り
越
え
た
先
の
長
柄
会
と
し

て
の
良
さ
は
Ｏ
Ｂ
と
な
り
、
日
が

経
つ
に
つ
れ
て
増
し
て
く
る
も
の

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

午
後
か
ら
は
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参

加
し
、
学
歌
を
大
声
で
斉
唱
し
、

長
柄
会
と
し
て
の
団
結
を
更
に
深

め
て
、
散
会
と
な
っ
た
。

（
長
柄
会
広
報
部
長
　
奥
田
照
夫
）

?
?
?
?
?
?

絶
好
の
花
見
日
和
の
も
と
、
今

年
も
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
た
。

今
年
は
、
現
役
学
生
と
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
も
兼
ね
て
行
っ
た
。

昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
文
化
会
活

動
や
文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
現
役
学
生
と
一
緒
に
、

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
場
所
を
移
し
、

応
援
団
に
よ
る
演
舞
・
演
奏
を
楽

し
ん
だ
。

今
後
、
現
役
学
生
と
の
連
携
を

深
め
、「
校
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
」
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ

り
、
６
月
27
日
に
は
、
母
校
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
、
総
会
を
開
催
す
る

予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
三
坂
登
記
事

務
所
・
三
坂
友
章
ま
で
。
０
９
０

―
５
１
５
８
―
７
２
５
９
、

h
ttp
:/
/
w
w
w
2
.k
a
n
d
a
i-

koyukai.com
/al/ibunkai/

（
幹
事
長
　
三
坂
友
章
）

?
?
?
?

晴
天
の
青
い
空
に
満
開
近
く
ま

で
咲
い
た
桜
が
美
し
く
映
え
る
朝

８
時
半
こ
ろ
、
仁
井
ひ
ろ
み
会
長

を
は
じ
め
魅
力
的
な
（
？
）
女
子
秀

麗
会
の
二
十
数
名
が
会
場
に
集
合
。

手
作
り
し
て
持
ち
寄
っ
た
自
慢

関大一高同窓会が、「餅つき大会」と称し、校友会のスプリングフ
ェスティバルに参加したのは平成3年からで、実に19年前に遡る。
その6年前の昭和61年に、母校の100周年を記念して始まった「ス

プリングフェスティバル～桜の母校によっといデー～」の行事に、一
高卒業生にも大勢参加してもらい、この春の行事を盛り上げようとの
企画が、当時の白井宏長会長たち執行部で決められた。以来、毎年、
参加者に「お餅と手拭い」をふるまい続けている。
当初に製作された「法被」と「幟」は、現在も餅つき大会で使っているが、19

年経っても全く染め落ちもしない、しっかりした素材での出来で、感心している。
一方、毎年変わる手拭いのデザインは、一高における話題性を提案して図案化を
お願いしているが、年明けの新年役員会で、それぞれ意見を出し合い、2月の会議で決めている。既に19枚にもなってい
たことに驚いているが、改めてデザインを見て、当時の状況が思い出された。
来年は参加20年となるが、さて、どんな図案の手拭いを皆さんにお渡しできるか。お楽しみに！

（一高同窓会会長　田中義昭）

19年の手拭いの歴史―餅つき大会余話

―
葦
文
会

文
化
会
活
性
化
に
つ
い
て

意
見
交
換

―
女
子
秀
麗
会

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
は

旧
交
を
温
め
る
場

―
応
援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会

団
結
新
た
に
！
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の
ハ
ー
ブ
石
鹸
や
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル

ダ
ー
な
ど
の
バ
ザ
ー
用
品
に
手
分

け
し
て
格
安
の
値
段
を
つ
け
て
販

売
の
準
備
中
に
、
他
方
、
恒
例
の

一
杯
１
０
０
円
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ

ッ
プ
で
も
、
同
様
に
開
店
を
待
ち

切
れ
ず
「
ま
だ
？
」
と
声
を
か
け

ら
れ
、
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
な
が

ら
準
備
に
大
わ
ら
わ
。
お
か
げ
で

本
部
の
役
員
や
会
員
の
方
々
の
旧

交
を
温
め
る
場
に
な
っ
て
満
足
！

満
足
！

終
了
後
、
ほ
ぼ
満
開
の
桜
を
愛

で
つ
つ
、
立
派
に
建
て
替
わ
っ
た

校
舎
を
な
が
め
て
、
ま
す
ま
す
発

展
し
つ
つ
あ
る
母
校
に
誇
り
を
感

じ
た
一
日
で
あ
っ
た
。（

瀧
井
ヒ
ロ
ミ
）

秀
麗
寮
士
会
は
、
例
年
、
こ
の

校
友
会
ス
プ
リ
ン
グ
･
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
集
う
。
夜
来
の
雨
も
消

え
、
当
日
は
青
空
に
ピ
ン
ク
の
花

び
ら
が
映
え
て
、
爛
春
。
10
時
30

分
か
ら
の
幹
事
会
で
、
平
成
22
年

の
総
会
開
催
を
約
す
。
そ
の
後
は
、

さ
く
ら
餅
も
あ
る
寿
司
弁
当
（
阪

急
デ
パ
地
下
産
）
で
、
ビ
ー
ル
は

サ
ン
ト
リ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
で
談
笑
。

そ
の
の
ち
、
名
物
「
も
ち
つ
き
」

を
見
な
が
ら
、
白
昼
に
殷
賑
の
市

場
の
よ
う
に
活
況
の
校
友
の
露
天

を
抜
け
、
13
時
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

出
か
け
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
に
白
抜
き

の
「K

A
N
SA
U
N
IV
E
R
SIT
Y

」

の
文
字
上
に
、
溌
剌
の
応
援
団
演

舞
な
ど
を
観
る
。
ス
タ
ン
ド
は
満

場
約
６
０
０
０
人
。

な
お
、
余
談
な
が
ら
、「
準
備

中
」
の
居
酒
屋
す
っ
ぽ
ん
に
邪
魔

し
て
、
啖
（
く
ら
）
ふ
。
こ
れ
も

例
年
の
な
ら
わ
し
、
と
諸
先
輩
。

日
は
ま
だ
高
い
な
が
ら
、
寮
士
み

な
こ
れ
痛
飲
か
？
以
上
散
会
。

（
25
期
　
森
　
茂
実
）

ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ

天
六
同
友
会
で
は
、
大
学
の
国

際
教
育
グ
ル
ー
プ
・
居
初
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
て
、
留
学
生
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
た
。
留
学
生
は
、

中
国
・
台
湾
か
ら
の
留
学
生
６
人

（
男
１
人
、
女
５
人
）
が
出
席
、

天
六
同
友
会
か
ら
は
12
人
が
参
加

し
た
。

故
郷
紹
介
を
織
り
込
ん
だ
自
己

紹
介
、
関
大
へ
の
留
学
理
由
、
現

在
の
勉
学
状
況
と
将
来
の
夢
、
い

ま
困
っ
て
い
る
こ
と
等
を
話
題
に

し
つ
つ
懇
談
を
進
め
た
。

留
学
生
は
、
し
っ
か
り
と
自
分

の
意
見
を
述
べ
、
将
来
は
、
国
際

通
訳
に
な
る
、
公
認
会
計
士
を
目

指
し
て
い
る
、
各
国
の
文
学
の
比

較
研
究
を
行
う
等
、
将
来
の
夢
を

語
っ
て
く
れ
、
和
や
か
な
う
ち
に

楽
し
く
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

夢
を
現
実
に
す
べ
く
逞
し
く
進

ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
懇

談
会
を
終
了
し
た
。
彼
ら
の
前
途

に
幸
あ
れ
！

（
会
長
　
石
井
國
男
）

芝生の緑と緋毛氈の赤が鮮やかな野点会場に、オープン前から

茶道部の学生たちと親しげにお話をしているご婦人がおられまし

た。昭和28年文学部卒業の坂本寿栄子さん=写真右端=です。茶

道部に入部してその魅力に魅了され、以来、今日に至るまで茶道

部ＯＢとして活躍されている坂本さんにお話を伺いました。

「私は女子学生の一期か二期目ではないでしょうか。茶道部の

お陰で関大との縁がずっと続いており、若い学生さんたちとも交

流ができて嬉しい限りです。

鳥取や若狭、松江の合宿にも参加しました。現在の師範、福原

宗寿先生はもう30年ほどになりますが、本当に立派な指導者です。

茶道部の4年間で礼儀作法、立ち居振る舞いがピシッとできるよ

うになります。

桜の季節、母校でのお花見ができるスプリングフェスティバル

は私の大きな楽しみです。」

水色の帽子がとてもお

しゃれな坂本さんは、柔

和ななかにもどこか凛と

した雰囲気が漂っていま

した。さすが茶道部ＯＢ

です。

（広報部　岡田美由記）

野点に毎年欠かさず来ています

―
秀
麗
寮
士
会

今
年
の
総
会
開
催
約
す

―
天
六
同
友
会

留
学
生
と
語
る
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本
会
の
春
の
見
学
会
は
、
史
跡

巡
り
が
中
心
で
し
た
。
今
年
は
２

０
０
９
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
総
勢
60
人
が
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

桜
花
爛
漫
の
な
か
で
、
応
援

団
・
学
生
の
演
舞
が
披
露
さ
れ
、

一
同
、
自
分
た
ち
の
青
春
時
代
を

思
い
出
し
て
お
り
ま
し
た
。
図
書

館
で
の
長
谷
川
貞
信
展
見
学
、
学

内
食
堂
で
の
食
事
、
法
廷
教
室
見

学
、
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
陶
板
画

見
学
。
米
田
文
孝
教
授
の
素
晴
ら

し
い
高
松
塚
古
墳
の
歴
史
講
義
、

石
立
弥
生
子
・
山
口
卓
也
学
芸
員

に
よ
る
博
物
館
の
展
示
品
解
説
、

館
長
の
ご
配
慮
で
多
く

の
資
料
も
頂
き
、
感
謝
に
た
え
ま

せ
ん
。

参
加

者
の
多

く
よ
り

「
老
い
に

負
け
な

い
元
気

と
、
生

き
る
人

生
の
至

福
を
も

ら
っ
た
、

有
意
義

な
充
実

し
た
忘
れ
得
な
い
一
日
で
し
た
」

と
大
喜
び
。
関
西
大
学
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
、
紙
面
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
理
事
　
安
居
隆
行
）

関
大
金
曜
会
は
、
昭
和
50
年
に

工
学
部
金
属
工
学
科
第
３
期
生
を

中
心
に
発
足
以
来
、
上
は
１
期
生

か
ら
、
学
部
に
関
係
な
く
、
若
い

人
は
20
歳
代
ま
で
、
い
ま
だ
に
衰

え
知
ら
ず
向
学
心
に
燃
え
た
仲
間

が
集
ま
っ
て
い
る
。
月
に
一
度
は

千
日
前
で
約
30
人
が
出
席
し
、
仕

事
の
情
報
交
換
や
悩
み
の
解
決
の

場
で
も
あ
る
例
会
を
持
っ
て
い
る
。

４
月
だ
け
は
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
、
母
校
の

「
強
い
関
大
」
を
合
言
葉
に
時
代

と
と
も
に
躍
進
す
る
母
校
を
誇
り

に
思
い
参
集
し
て
い
る
。

今
年
は
20
人
が
教
室
に
参
集
、

新
婚
さ
ん
の
奥
さ
ん
紹
介
の
後
、

教
室
を
飛
び
出
し
、
好
天
の
外
庭

で
昼
食
を
し
た
。
高
松
塚
古
墳
壁

画
再
現
展
示
室
、
年
史
資
料
展
示

室
、
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
を
見
学

し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
セ
レ
モ
ニ
ー

を
見
学
し
、
次
回
５
月
15
日
の
例

会
を
約
し
て
散
会
し
た
。

（
昭
39
工
金
　
城
下
直
之
）

満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
関
大
で
、

〇　関大正面を入ると、いきなり大きなポスターに「鉄道模型ショーin関大　開催中」の大きなカ
ラーポスターが。
思わず、何か楽しそうな予感が、、、と、ポスターのワクワク感に引き込まれて中に入ってみると、
大きなゲージの上を実物そのままの鉄道模型が走り回っていました。
マニアとまではいきませんが、鉄道ファンの端くれである私は、このイベントをどんな方々が仕
掛けられたのか、興味が湧いてきて取材させていただきました。
〇　主催者は、「関西鉄道模型クラブ」という関大校友を含む鉄道大好きの方々でした。中心になっ
た仕掛人は、そのメンバーの戸田光治先輩（工学部管理工学科43年卒）と森浩之先輩（同）。お
二人は、「コールテクニカ」という関大工学部男声合唱団のＯＢ会（なんと、会長は寺内俊太郎校
友会長！）のメンバーで鉄道マニアとのことです。
〇　「鉄道マニアと一口にいっても、色んな人がいて、時刻表が好
きな人もいれば、キップや車両の部品のコレクター、あるいは模
型を作るのが趣味の人や写真撮影に凝ってる人などなど、すごく
幅が広いんです。」「私鉄しか興味がないという人やメカの部分に
だけしか関心がない人、SLだけが鉄道だという人もみんなﾒ鉄っ
チャンﾓですよ」。聞けば聞くほど奥が深いなあ、と感動しました。
話されているお二人も、目を少年のようにキラキラ輝かせていて
本当に楽しそうでした。
〇　クラブのメンバーには、全国の鉄道や台湾新幹線等の車両設計
に関わっている児玉道夫さんもいらっしゃって、楽しい鉄道の世
界のお話を聞かせていただきました。子供のころの夢をいつまで
も、持ち続けるって素晴らしいですね！ （広報部　堤　勇二）

（写真　右から、戸田光治先輩、森浩之（ひろし）先輩、左端は、児玉道夫さ
ん（外部の方、戸田さんらと同じ「関西鉄道模型クラブ」の中心メンバー））

夢が広がる～マニア大集合！～鉄道模型ショー

―
関
大
金
曜
会

4
月
は
桜
の
母
校
で

定
例
月
例
会

―
千
里
山
法
律
学
会

継
ぎ
た
い
先
輩
た
ち
の

「
腐
れ
縁
」

―
大
阪
歴
史
懇
談
会

忘
れ
得
ぬ
一
日
を

あ
り
が
と
う
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76
年
の
歴
史
を
誇
る
千
里
山
法
律

学
会
も
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。
多
く
の

Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
が
ご
来
場
下
さ
り
、

私
た
ち
学
生
は
、
日
頃
聞
け
な
い

お
話
を
沢
山
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
よ
く
Ｏ
Ｂ
の
先
輩

方
か
ら
は
「
ア
イ
ツ
と
は
腐
れ
縁

で
ね
」
と
伺
い
ま
す
。
卒
業
し
て

か
ら
数
年
も
し
く
は
数
十
年
経
つ

現
在
も
、
そ
の
腐
れ
縁
と
や
ら
で

繋
が
っ
て
い
る
っ
て
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

わ
が
会
の
現
役
生
は
、
関
西
圏

以
外
か
ら
も
様
々
な
所
か
ら
関
大

に
通
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
進
路

も
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
や
公
務
員
、
一

般
企
業
へ
の
就
職
な
ど
様
々
で
す
。

そ
ん
な
私
た
ち
も
、
是
非
そ
の
腐

れ
縁
と
や
ら
で
、
卒
業
し
て
か
ら

数
十
年
後
も
先
輩
方
の
よ
う
に
繋

が
っ
て
い
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま

し
た
。

（
第
76
代
幹
事
長
　
朝
田
侑
加
）

ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ

昭
和
43
年
〜
45
年
卒
業
の
雄
弁

会
Ｏ
Ｂ
９
人
が
再
会
し
た
。
実
に

四
十
数
年
ぶ
り
だ
っ
た
。
満
席
の

学
食
で
缶
ビ
ー
ル
片
手
に
近
況
報

告
や
仲
間
の
動
向
、
今
日
の
社
会

問
題
な
ど
話
し
込
ん
で
い
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
周
り
は
閑
散
と
し

て
い
た
。

全
日
本
弁
論
大
会
で
も
名
を
馳

せ
た
面
々
で
あ
る
。
進
取
の
精
神

は
色
あ
せ

ず
、
ほ
と

ば
し
る
魂

は
時
空
を

超
え
て
な

お
健
在
で

あ
っ
た
。

天
下
国
家

を
論
じ
て

い
た
か
つ

て
の
雄
姿

を
彷
彿
さ
せ
た
。

学
食
を
出
て
、
一
同
、
桜
自
慢
の

関
大
会
館
に
向
か
っ
た
。
こ
の
付
近

で
連
日
、
名
神
を
眼
下
に
発
声
練
習

を
し
て
い
た
。
懐
か
し
い
場
所
で
あ

る
。
こ
の
日
は
、
宮
先
さ
ん
の
エ
ー

ル
、
続
い
て
伊
勢
さ
ん
の
指
揮
で
逍

遙
歌
を
斉
唱
し
、
来
年
の
再
会
を
約

し
て
散
会
し
た
。

連
絡
は
、
６
６
４
―

０
８
９
６

伊
丹
市
船
原
２
―

６
―

１
　
石
割
信

雄
ま
で
。
ｅ
メ
ー
ル：

n
o
b
u
o

@
hccl.bai.ne.jp

（
石
割
信
雄
）

?
?

桜
が
満
開
の
４
月
５
日
、
臨
床

心
理
士
会
（
梶
谷
健
二
会
長
）
第

３
回
総
会
・
研
修
会
が
社
会
学
部

Ｄ
５
０
１
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。

特
別
講
演
で
は
「
専
門
職
大
学
院

に
お
け
る
臨
床
心
理
士
養
成
」
を

テ
ー
マ
に
、
関
西
大
学
臨
床
心
理

専
門
職
大
学
院
教
授
の
寺
嶋
繁
典

副
会
長
、
岡
田
弘
司
幹
事
、
石
田

陽
彦
副
会
長
か
ら
、
今
春
よ
り
開

設
さ
れ
た
臨
床
心
理
専
門
職
大
学

院
に
お
け
る
臨
床
心
理
士
養
成
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
養

成
過
程
は
医
療
、
教
育
、
産
業
の

各
領
域
を
網
羅
す
る
科
目
群
、
お

よ
び
即
戦
力
を
育
て
る
た
め
の
充

実
し
た
実
習
制
度
を
取
り
入
れ
た

画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
修
了
生

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
臨
床
現
場
か
ら
大
学

の
養
成
課
程
に
求
め
る
も
の
と
卒

後
教
育
に
つ
い
て
」
で
は
、
医
療

領
域
か
ら
大
槻
奈
穂
会
員
、
福
祉

領
域
か
ら
久
保
樹
里
先
生
、
教
育

領
域
か
ら
南
里
裕
美
会
員
、
産
業

領
域
か
ら
澤
村
律
子
会
員
、
司
法

領
域
か
ら
柿
木
良
太
会
員
に
、
そ

れ
ぞ
れ
現
場
か
ら
の
視
点
で
大
学

の
養
成
過
程
に
求
め
る
も
の
や
期

待
す
る
も
の
、
卒
後
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
発
言
い
た
だ
い
た
。

全
て
の
領
域
に
共
通
す
る
意
見
や

各
領
域
特
有
の
意
見
な
ど
、
具
体

―
雄
弁
会
同
窓
会

ほ
と
ば
し
る
魂
な
お
健
在

―
臨
床
心
理
士
会

臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院

開
設
を
記
念
し
て
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な
い
話
で
ア
ッ
と
言
う
間
の
２
時

間
と
な
っ
た
。

恒
例
の
野
外
の
熱
気
あ
ふ
れ
る

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
、
時
を

超
え
た
す
ば
ら
し
い
集
い
に
な
り
、

来
年
の
再
会
を
約
束
し
た
。

（
会
長
　
谷
口
眞
人
）

今
年
も
桜
が
満
開
の
な
か
、
第

14
回
書
道
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
総
会

が
、
経
商
学
舎
Ａ
５
０
３
教
室
で

開
催
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
13
人
、

現
役
21
人
が
参
加
し
た
。

昨
年
度
の
経
過
報
告
お
よ
び
行

事
予
定
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査

の
承
認
の
あ
と
、
現
役
部
員
の
新

役
員
紹
介
と
昨
年
度
の
経
過
報

告
・
行
事
予
定
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
第
３
回
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
見

学
ツ
ア
ー
“
墨
”（（
株
）
墨
運
堂
・

墨
の
資

料
館
）

の
計
画
、

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

の
強
化
、

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

の
活
用

に
つ
い

て
説
明

が
行
わ

れ
た
。

　
総
会

終
了
後
、
総
合
図
書
館
横
の
法
文

学
舎
へ
の
坂
道
で
、
暖
か
い
陽
ざ

し
を
浴
び
て
い
る
満
開
の
桜
を
バ

ッ
ク
に
記
念
撮
影
。
チ
ル
コ
ロ
で

の
懇
親
会
で
は
大
い
に
気
勢
を
あ

げ
、
現
役
と
の
親
睦
や
交
流
を
深

め
た
。

（
野
尻
悦
三
）

?
?
?
?

今
年
は
約
30
人
の
参
加
を
い
た

だ
い
た
。
学
歌
斉
唱
で
始
ま
り
、

物
故
者
の
黙
祷
、
四
谷
会
長
の
挨

スプリングフェスティバルのメインイベントは、なんと言っても中央グラウンドでの応援団に
よる演舞演奏ではないだろうか。毎年天候が気になるが、ことしも皆さんの願いが天に通じたの
か、昨年にも劣らぬ好天に恵まれ、桜の花の舞う絶好のステージで、現役応援団諸君の一挙手一
動に大きな拍手が沸きあがっていた。
校友の中には、リーダー部やチアリーダー部の華やかな演舞を楽しみにしてこられる方も多い
と聞く。「フレーフレー関大」のエールには、ご年配の方も顔を真っ赤（お酒のせいかも？）に
して大きな声援を送っていた。森本靖一郎前理事長が提唱された「強い関西大学」が、校友に定
着してきたのを思わせるシーンであった。
演舞の最後はやはり逍遙歌。この歌が始まると、いつもならなん
となく寂しい思いを感じさせるが、みんなが肩を組んでいるのを見
ると、ことしは「強い関西大学」に向けて、力強く全員がスクラム
を組んでいるように見えたには私だけであろうか。来年も再来年も、
いやこれからずっと力強いスクラムを組んで、ますます「強い関西
大学」を築き上げようと感じる一日であった。（広報部　馬渕純一）

「強い関西大学」に向け力強くスクラム

―
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

総
会
で
Ｏ
Ｂ
の

力
の
結
集
約
す

―
書
道
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

魅
力
あ
る

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
づ
く
り

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

参
加
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か
ら
は
今
で
も

山
登
り
と
旅
を
愛
し
続
け
て
い
る

と
の
近
況
報
告
が
あ
り
、
今
回
の

総
会
で
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
と
し
て

引
き
続
き
、
現
役
部
員
と
の
交
流

を
深
め
、
支
援
を
し
て
ゆ
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
懇
談
の
あ
と
声

高
ら
か
に
逍
遙
歌
を
歌
い
上
げ
、

散
会
し
た
。

（
市
山
二
郎
）

?
?
?

桜
花
爛
漫
と
好
天
の
千
里
山
キ

ャ
ン
バ
ス
に
、
こ
と
し
は
40
人
の

参
加
を
得
た
。
お
陰
様
で
こ
と
し

は
交
響
楽
団
創
部
61
周
年
に
な
る
。

61
年
前
の
第
１
回
演
奏
会
に
出
演

さ
れ
た
赤
田
・
吉
野
・
森
・
片

岡
・
広
瀬
・
西
村
寿
美
子
先
輩
各

氏
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

総
会
に
続
き
、
Ｏ
Ｂ
と
現
役
団

員
の
和
や
か
な
親
睦
会
を
開
催
で

き
た
。
現
役
の
方
が
た
の
心
温
ま

る
も
て
な

し
と
、
土

倉
顧
問
教

授
・
徳
常

准
教
授
、

38
会
・
粋

人
会
・
82

年
卒
を
は

じ
め
、
各

年
代
に
よ

る
当
時
の

気
質
な
ど
、

日
頃
聴
け

―
交
響
楽
団
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

す
ば
ら
し
い
日
に
感
謝

的
か
つ
的
確
な
提
言
が
な
さ
れ
、

今
後
の
大
学
院
教
育
に
つ
な
が
る

有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

昼
食
懇
親
会
で
は
、
新
入
会
員

８
人
の
紹
介
を
行
い
、
56
人
の
参

加
者
が
近
況
を
語
り
合
い
親
睦
を

深
め
た
。
今
後
も
校
友
会
で
会
員

相
互
に
研
鑽
を
深
め
て
い
き
た
い
。

（
幹
事
　
香
川
　
香
）

昨
年
11
月
23
日
に
、
創
部
50
周

年
記
念
総
会
を
１
０
０
周
年
記
念

会
館
で
開
催
。
多
数
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

が
参
集
し
た
。
そ
の
総
会
に
お
い

て
、
今
後
、
定
時
総
会
は
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
開
催

を
決
議
し
、
今
回
の
開
催
の
運
び

と
な
っ
た
。
法
文
学
舎
の
教
室
で

20
人
近
い
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
４
人
の
現

役
新
役
員
全
員
参
加
と
な
っ
た
。

学
歌
斉
唱
、
伊
藤
昌
一
副
会
長

の
挨
拶

の
あ
と
、

現
役
部

長
か
ら

創
部
記

念
総
会

で
の
ク

ラ
ブ
へ

の
強
力

な
支
援

に
対
す

る
お
礼 ―

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

今
後
も
現
役
と

交
流
し
支
援
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拶
の
後
、
今
年
の
新
入
生
13
人
が

自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
が
、
例

年
に
も
ま
し
て
有
力
な
新
人
が
力

強
い
決
意
を
宣
言
し
て
く
れ
た
議

事
は
、
役
員
の
一
部
改
選
な
ど
滞

り
な
く
進
行
し
、
北
村
新
幹
事
長

よ
り
、
新
年
度
は
よ
り
一
層
Ｏ
Ｂ

会
の
力
を
集
結
し
、
現
役
の
Ａ
リ

ー
グ
復
帰
を
援
助
す
る
と
の
宣
言

を
行
い
、
最
後
は
部
歌
で
締
め
く

く
っ
た
。

そ
の
後
、
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

移
動
し
、
現
役
の
力
強
い
練
習
に

エ
ー
ル
を
送
り
、
解
散
と
な
っ
た
。

（
北
村
　
潤
）

21
年
度
の
商
学
部
長
砂
ゼ
ミ
長

友
会
総
会
は
、
恩
師
長
砂
實
名
誉

教
授
を
お
招
き
し
て
例
年
通
り
４

月
５
日
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
合
わ
せ
て
１
０
０
周
年

記
念
館
・
サ
ロ
ン
桃
源
で
開
催
さ

れ
た
。
定
刻
に
は
初
参
加
も
含
め

た
18
人
全
員
が
顔
を
揃
え
、
一
年

ぶ
り
の
再
会
に
話
が
弾
ん
だ
。

水
野
芳
夫
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
長
砂
先
生
か
ら
近
況
報
告
を

頂
戴
し
た
あ
と
議
事
に
入
り
、
会

計
報
告
・
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
木
村
名
誉
会
長
の
音
頭

で
乾
杯
し
各
自
の
近
況
報
告
へ
と

進
ん
だ
の
だ
が
、
メ
ン
バ
ー
の
半

数
以
上
が
い
つ
の
ま
に
か
「
ア
ラ

フ
ォ
ー
」
な
ら
ぬ
「
ア
ラ
還
」
に

な
っ
て
お
り
、
大
病
を
克
服
し
た

体
験
談
か
ら
子
ど
も
自
慢
・
孫
自

慢
ま
で
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
の
熱
弁
が
展
開
さ
れ
た
。
途
中
、

寺
内
校
友
会
長
が
突
然
お
越
し
に

な
ら
れ
、
会
に
花
を
添
え
て
い
た

だ
い
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
し
ま
い
、
学
歌
・
逍
遙

歌
を
合
唱
、
散
会
し
た
。

（
19
期
　
吉
村
眞
一
）

?
?
?

商
学
部
廣
田
ゼ
ミ
の
中
の
45
年

卒
か
ら
49
年
卒
業
生
で
五
期
会
を

行
い
ま
し
た
。
温
か
い
日
差
し
と

桜
咲
く
中
、
ゼ
ミ
棟
Ａ
24
教
室
に

集
合
。

冒
頭
、
45
年
卒
の
達
摩
豊
氏
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
12
人
の
Ｏ
Ｂ
が
懐
か
し
い
学
舎

に
こ
う
し
て
集
ま
れ
た
の
は
、
46

年
卒
の
渡
辺
基
義
君
の
お
骨
折
り

と
、
場
所
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
校
友
会
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
燦
た
る
理
想
を
仰
ぎ
、

社
会
人
に
な
り
早
や
40
年
、
定
年

を
迎
え
ま
し
た
が
人
生
の
ロ
ス
タ

イ
ム
を
働
こ
う
と
求
職
中
で
あ
り

ま
す
。
現
役
生
の
息
吹
に
こ
う
し

て
触
れ
、
さ
ら
に
日
々
を
励
も
う

と
思
い
ま
す
」

こ
の
後
、
歓
談
・
校
内
散
策
し
、

応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
共
に

歌
っ
た
学
歌
・
逍
遙
歌
で
、
さ
ら

気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（
矢
頃
武
志
）

私
た
ち
関
西
大
学
レ
ス
リ
ン
グ

部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
毎
年
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
、
母

校
に
集
っ
て
い
る
。
午
前
中
は
学

生
の
練
習
指
導
に
あ
た
り
、
午
後

は
第
２
学
舎
の
教
室
で
学
生
と
一

緒
に
昼
食
会
を
開
催
し
て
い
る
。

今
年
も
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
恒

例
の
行
事
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
練

習
で
は
、
新
１
回
生
を
迎
え
、
上

級
生
も
負
け
じ
と
激
し
い
ス
パ
ー

リ
ン
グ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
４
月

の
個
人
戦
、
５
月
の
リ
ー
グ
戦
に

期
待
の
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
毎
週
土
曜
日
に
開
催
し
て

い
る
レ
ス
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

子
ど
も
達
も
参
加
し
、
学
生
と
と

も
に
汗
を
流
し
交
流
を
深
め
た
。

引
き
続
き
午
後
の
昼
食
会
で
は
、

Ｏ
Ｂ
諸
氏
か
ら
の
近
況
報
告
と
学

生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

新
１
回
生
の
紹
介
も
行
わ
れ
、
今

年
も
有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
。

（
笹
井
六
男
）

―
レ
ス
リ
ン
グ
部
O
B
会

現
役
指
導
と
交
流
会
開
く

―
長
砂
ゼ
ミ
長
友
会

熱
弁
の
展
開
で

時
間
過
ぎ
る

―
廣
田
ゼ
ミ
五
期
会

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

こ
と
よ
せ
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政
府
は
、
４
月
29
日
付
で
平
成

21
年
度
春
の
叙
勲
受
章
者
を
、
28

日
付
で
褒
章
受
章
者
を
発
表
し

た
。
そ
れ
に
先
立
ち
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
が
４
月
11
日
に
発
表
さ

れ
た
。

校
友
会
事
務
局
で
確
認
で
き
た

関
西
大
学
関
係
者
は
、
次
の
皆
さ

ん
。
心
か
ら
祝
意
を
表
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
は
近
畿
二
府
四
県

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
万

全
で
は
な
く
、
未
掲
載
の
受
章
者

を
ご
存
じ
の
方
は
、
校
友
会
事
務

局
へ
ご
一
報
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

掲
載
は
、
氏
名
・
卒
業
年
学

部
・
年
齢
・
職
業
・
連
絡
先
の

順
。
敬
称
略
。

叙
　
　
勲

◇
瑞
宝
中
綬
章

末
尾
至
行
（
す
え
お
・
よ
し
ゆ

き
）
81
歳
、
名
誉
教
授
・
元
商
学

部
教
授
。
茨
木
市
大
池
１
―
13
―

１
―
２
０
３
。

◇
旭
日
小
綬
章

藤
本
　
徹
（
ふ
じ
も
と
・
と
お

る
＝
昭
37
学
法
）
70
歳
、
元
岡
山

弁
護
士
会
会
長
。
岡
山
市
弓
之
町

15
―
10
。

◇
瑞
宝
小
綬
章

池
田
末
一
（
い
け
だ
・
す
え
い

ち
＝
昭
35
学
経
）
74
歳
、
元
明
石

郵
便
局
長
。
大
阪
市
。

猪
熊
兼
勝
（
い
の
く
ま
・
か
ね

か
つ
＝
昭
39
Ｍ
文
）
71
歳
、
元
国

立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡

発
掘
調
査
部
長
。
橿
原
市
菖
蒲
町

２
―
24
―
６
。

上
田
吉
彦
（
う
え
だ
・
よ
し
ひ

こ
＝
昭
41
学
法
）
70
歳
、
元
上
京

税
務
署
長
。
香
芝
市
真
美
ケ
丘
７

―
13
―
46
。

金
子
和
義
（
か
ね
こ
・
か
ず
よ

し
＝
昭
28
学
法
）
78
歳
、
元
奈
良

区
検
副
検
事
。
奈
良
市
西
登
美
ケ

丘
７
―
12
―
４
。

岸
本
幸
平
（
き
し
も
と
・
こ
う

へ
い
＝
昭
36
学
法
）
71
歳
、
元
県

立
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
所

長
。
加
古
川
市
上
荘
町
小
野
１
０

４
７
―
４
。

高
取
繁
晴
（
た
か
と
り
・
し
げ

は
る
＝
昭
40
学
商
）
70
歳
、
元
大

阪
税
関
監
視
部
長
。
吹
田
市
片
山

町
１
―
９
―
２
。

道
野
育
造
（
ど
う
の
・
い
く
ぞ

う
＝
昭
32
学
法
）
77
歳
、
元
大
阪

区
検
副
検
事
。
八
幡
市
西
山
丸
尾

８
―
１
。

細
木
孝
雄
（
ほ
そ
ぎ
・
た
か

お
＝
昭
33
Ｍ
文
）
80
歳
、
元
大
阪

府
立
泉
陽
高
等
学
校
長
。
東
大
阪

市
金
岡
４
―
12
―
８
。

◇
瑞
宝
双
光
章

伊
藤
　
亨
（
い
と
う
・
と
お

る
＝
昭
30
学
文
）
79
歳
、
元
公
立

中
学
校
長
。
加
古
川
市
加
古
川
町

北
在
家
２
２
３
―
２
。

河
村
祐
二
（
か
わ
む
ら
・
ゆ
う

じ
＝
昭
29
学
法
）
81
歳
、
元
警
視

長
。
吹
田
市
千
里
山
月
が
丘
７
―

１
―
７
０
４
。

川
良
和
孝
（
か
わ
ら
・
か
ず
た

か
＝
昭
36
学
法
）
70
歳
、
元
近
畿

財
務
局
総
務
部
次
長
。
豊
中
市
。

来
山
　
武
（
き
た
や
ま
・
た
け

し
＝
昭
29
Ｍ
文
）
82
歳
、
元
公
立

小
学
校
長
。
大
阪
市
港
区
三
先
２

―
４
―
６
。

中
上
正
毅
（
な
か
が
み
・
ま
さ

き
＝
昭
36
学
法
）
71
歳
、
保
護
司
。

岸
和
田
市
池
尻
町
３
８
４
。

峰
　
義
治
（
み
ね
・
よ
し
は

る
＝
昭
35
学
経
）
71
歳
、
保
護
司
。

河
内
長
野
市
天
野
町
９
３
９
。

森
田
桂
司
（
も
り
た
・
け
い

じ
＝
昭
35
学
法
）
73
歳
、
元
八
尾

市
助
役
。
八
尾
市
堤
町
３
―
24
―

20
。危

険
業
務
従
事
者
叙
勲

◇
瑞
宝
双
光
章

岸
本
光
弘
（
き
し
も
と
　
み
つ

ひ
ろ
＝
昭
32
学
法
）
74
歳
、
元
大

阪
府
警
視
。
河
内
長
野
市
南
花
台

６
―
７
―
７
。

酒
井
良
郎
（
さ
か
い
　
よ
し

お
＝
昭
36
学
法
）
72
歳
、
元
大
阪

府
警
視
。
堺
市
中
区
土
師
町
１
―

10
―
34
。

清
水
　
忠
（
し
み
ず
　
た
だ

し
＝
昭
35
学
法
）
72
歳
、
元
大
阪

府
警
視
。
枚
方
市
伊
加
賀
栄
町
11

―
４
。

田
中
正
春
（
た
な
か
　
ま
さ
は

る
＝
昭
32
学
経
）
74
歳
、
元
警
視

正
。
神
戸
市
須
磨
区
若
草
町
３
―

14
―
３
。

中
田
守
雄
（
な
か
た
　
も
り

お
＝
昭
32
学
法
）
74
歳
、
元
警
視

正
。
奈
良
市
あ
や
め
池
北
３
―
10

―
21
。

西
島
良
明
（
に
し
じ
ま
　
よ
し

あ
き
＝
昭
34
学
法
）
73
歳
、
元
警

視
正
。
枚
方
市
磯
島
茶
屋
町
16
―

11
。長

谷
川
三
郎
（
は
せ
が
わ
　
さ

ぶ
ろ
う
＝
昭
31
学
法
）
75
歳
、
元

堺
市
高
石
市
消
防
組
合
消
防
監
。

堺
市
堺
区
緑
ケ
丘
中
町
１
―
４
―

15
。平

松
泰
郎
（
ひ
ら
ま
つ
　
た
い

ろ
う
＝
昭
35
学
法
）
74
歳
、
元
大

阪
府
警
視
。
葛
城
市
新
在
家
９
。

前
田
良
明
（
ま
え
だ
　
よ
し
あ

き
＝
昭
33
学
法
）
74
歳
、
元
警
視

正
。
枚
方
市
宮
之
阪
１
―
10
―
20

―
６
０
１
。

吉
川
尚
三
（
よ
し
か
わ
　
し
ょ

う
ぞ
う
＝
昭
37
学
法
）
73
歳
、
元

警
視
正
。
明
石
市
東
野
町
２
０
４

１
―
１
。

◇
瑞
宝
単
光
章

馬
場
泰
司
（
う
ま
ば
　
や
す

し
＝
昭
34
学
法
）
73
歳
、
元
大
阪

府
警
部
補
。
兵
庫
県
川
辺
郡
猪
名

川
町
伏
見
台
２
―
３
。

鈴
木
隆
俊
（
す
ず
き
　
た
か
と

し
＝
昭
32
学
法
）
74
歳
、
元
大
阪

府
警
部
。
堺
市
堺
区
東
雲
西
町
１

―
３
―
５
。

外
間
長
福
（
そ
と
ま
　
ち
ょ
う

ふ
く
＝
昭
37
学
法
）
72
歳
、
元
大

阪
府
警
視
。
八
尾
市
西
木
の
本
２

―
95
。

峠
田
　
泓
（
た
わ
だ
　
ふ
か

し
＝
昭
33
学
法
）
73
歳
、
元
大
阪

府
警
視
。
大
阪
市
東
成
区
中
本
５

―
４
―
24
。

長
谷
康
雄
（
は
せ
　
や
す
お
＝

昭
42
学
文
）
64
歳
、
元
法
務
事
務

官
。
和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野
町

下
佐
々
１
８
７
５
。

長
谷
川
隆
久
（
は
せ
が
わ
　
た

か
ひ
さ
＝
昭
32
学
法
）
74
歳
、
元

大
阪
府
警
部
。
枚
方
市
楠
葉
朝
日

２
―
９
―
11
。

褒
　
　
章

◇
黄
綬
褒
章

荒
尾
　
哲
（
あ
ら
お
・
さ
と

し
＝
昭
36
学
文
）
70
歳
、
新
紀
木

材
産
業
代
表
取
締
役
。
吹
田
市
千

里
山
松
が
丘
９
―
４
。

行
方
正
行
（
ゆ
き
か
た
・
ま
さ

ゆ
き
＝
昭
28
学
法
）
78
歳
、
司
法

書
士
。
八
尾
市
南
小
阪
合
町
５
―

10
―
３
。

◇
藍
綬
褒
章

飯
島
幸
一
（
い
い
じ
ま
・
こ
う

い
ち
＝
昭
33
学
文
）
75
歳
、
保
護

司
。
東
大
阪
市
吉
田
下
島
17
―
４
。
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関
西
大
学
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
校
友
会
機
関

紙
「
関
大
」
に
東
京
六
大
学
か
ら
見
た
関

西
大
学
に
つ
い
て
投
稿
せ
よ
と
の
ご
指
示

を
賜
り
ま
し
た
た
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、

千
里
山
、
関
大
前
に
優
雅
に
構
え
る
校
舎

を
拝
見
し
た
こ
と
。
ス
ケ
ー
ト
の
高
橋
、

織
田
両
名
と
、
ま
た
村
山
実
氏
を
は
じ
め

と
す
る
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
著
名
人
の
出

身
校
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
程
度
の
知
識
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
し
て
や
縁
あ

っ
て
読
売
巨
人
軍
の
原
監
督
に
姉
が
嫁
い

だ
私
の
立
場
で
、
更
に
は
慶
應
義
塾
に
て

小
学
校
か
ら
教
育
を
受
け
た
私
が
、
伝
統

的
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
早
稲
田
大
学
と
本
年

学
術
交
流
協
定
を
締
結
さ
れ
た
貴
校
に
つ

い
て
何
を
申
し
上
げ
た
ら
良
い
の
か
。
ま

っ
た
く
困
惑
の
限
り
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
途
方
に
暮
れ
て
お
り
ま
し
た

と
こ
ろ
、
私
が
慶
應
義
塾
普
通
部
（
中
学

校
）
に
て
空
手
部
に
所
属
し
て
い
た
時
、

大
学
の
校
舎
で
拾
っ
た
手
帳
の
こ
と
を
ふ

と
思
い
出
し
ま
し
た
。
落
と
し
主
を
調
べ

る
た
め
、
失
礼
な
が
ら
手
帳
の
中
を
拝
見

し
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
技
・
術
・
略

の
三
文
字
と
そ
の
意
味
が
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
技
は
先
人
の
教
え
に
正
し
く

学
ぶ
こ
と
。
即
ち
書
道
の
楷
書
の
こ
と
、

少
林
寺
拳
法
の
教
え
の
守し

ゅ

の
こ
と
。
術
は

応
用
術
と
し
て
相
応
し
い
場
に
て
技
を
使

う
こ
と
。
即
ち
行
書
の
こ
と
、
少
林
寺
拳

法
の
破は

の
こ
と
。
略
は
知
略
、
兵
略
に
て

兵
法
の
こ
と
。
即
ち
草
書
の
こ
と
、
少
林

寺
拳
法
の
離り

の
こ
と
。

こ
の
手
帳
の
持
ち
主
は
、
慶
應
義
塾
大

学
日
本
拳
法
部
の
先
輩
で
あ
り
ま
し
た
。

１
９
３
２
年
（
昭
和
７
年
）、
貴
校
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
元
柔
道
家
の
澤
山
宗
海
氏
が
日
本
拳

法
の
創
設
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
後
教

授
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

慶
應
義
塾
空
手
部
は
、
船
越
義
珍
氏
が
沖

縄
か
ら
現
在
の
神
奈
川
県
日
吉
の
蝮
谷
に

て
、
学
校
で
は
初
め
て
道
場
開
き
を
し
た

と
聞
き
及
び
ま
し
た
が
、
こ
の
手
帳
を
拾

得
し
て
以
来
、
一
層
武
道
の
教
え
に
興
味

を
抱
く
と
共
に
、
慶
應
義
塾
高
等
学
校
に

て
空
手
を
続
け
る
意
志
を
固
め
る
こ
と
が

出
来
た
の
は
、
貴
校
先
輩
諸
氏
の
先
人
の

教
え
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
後
輩
に
聞
け
ば
、
現
在
は
途
絶

え
た
も
の
の
「
喧
嘩
大
会
」
と
称
す
る
飲

み
会
に
て
、
日
本
拳
法
、
少
林
寺
拳
法
、

空
手
の
各
部
有
志
が
集
い
、
武
術
の
垣
根

を
越
え
て
大
い
に
談
笑
し
た
も
の
で
し
た
。

正
直
申
し
上
げ
、
関
西
法
律
学
校
と
し

て
「
学
の
実
化
」「
学
技
一
体
」
の
１
２
３

年
の
伝
統
を
お
持
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
今

回
の
機
会
を
頂
戴
し
た
こ
と
で
知
り
得
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
手
前
味
噌
で
す
が
、

慶
應
義
塾
に
も
実
際
の
行
動
に
活
か
せ
る

よ
う
に
学
ぶ
「
実
学
の
精
神
」
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
貴
校
創
立
に
関
わ
っ
た
児
島

惟
謙
氏
が
政
府
の
圧
力
か
ら
司
法
の
独
立

を
守
り
抜
い
た
と
お
り
、
慶
應
義
塾
に
は

福
澤
諭
吉
氏
の
教
育
方
針
で
あ
る
「
独
立

自
尊
」（「
独
立
」
は
権
力
や
社
会
風
潮
に

迎
合
し
な
い
態
度
、「
自
尊
」
は
自
己
の
尊

厳
を
守
り
、
何
事
も
自
分
の
判
断
・
責
任

の
も
と
に
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
）
と
、

そ
の
目
的
で
あ
る
「
気
品
の
泉
源
、
智
徳

の
模
範
…
以
て
全
社
会
の
先
導
者
た
ら
ん

こ
と
を
欲
す
る
も
の
な
り
」
が
あ
り
ま
す
。

学
び
の
城
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
よ
り

良
い
未
来
の
先
導
者
と
し
て
学
の
実
化
を

果
た
し
、
共
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
祈

念
い
た
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
政
財
界
の
重

鎮
が
多
数
ご
拝
読
さ
れ
る
機
関
紙
「
関
大
」

へ
の
投
稿
の
機
会
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た

こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

松本
まつもと

有司
ゆ う じ

氏プロフィール
昭和33年8月16日生まれ　50歳

東京都出身
昭和46年 3月 慶應義塾幼稚舎卒業
49年 3月 慶應義塾普通部卒業
52年 3月 慶應義塾高等学校卒業
56年 3月 慶應義塾大学法学部卒業
56年 4月 三菱商事（株）入社
60年11月 金方堂松本工業（株）

取締役就任（現職）

新連載

「東京六大学ＯＢから見た関西大学」
＜1＞

日本拳法の心知り、
武道の教えに興味
共通する「学の実化」と
「実学の精神」

慶應義塾大学OB

松本　有司
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雄
弁
会
一
辺
倒
の
学
生
時
代

入
学
当
初
は
柔
道
部
に
入

部
し
た
。
し
か
し
、
練
習

中
に
足
を
捻
挫
し
松
葉
杖

で
２
時
間
か
け
て
通
学
す

る
羽
目
に
な
っ
た
。
そ
ん
な

時
、
講
義
が
始
ま
る
前
の
教
室

で
雄
弁
会
入
会
勧
誘
の
演
説
が
あ
り
、

堂
々
と
し
た
見
事
な
ス
ピ
ー
チ
に
惚
れ
込
ん

だ
。「
雄
弁
会
は
日
本
一
、
先
輩
の
多
く
が
政

界
、
法
曹
界
な
ど
で
大
活
躍
」
の
P
R
に
心
が

動
き
、
早
速
入
会
。
そ
れ
か
ら
は
「
雄
弁
会
病
」

に
罹
り
、「
雄
弁
会
一
辺
倒
」
の
学
生
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

毎
日
、
上
級
生
か
ら
政
治
や
社
会
、
国
内
外

の
諸
問
題
や
青
年
・
労
働
な
ど
広
い
分
野
に
亘

る
講
義
と
原
稿
の
作
り
方
を
習
い
、
菊
人
形
遊

園
地
跡
の
野
外
舞
台
で
の
発
声
練
習
に
明
け
暮

れ
た
。
こ
れ
が
大
変
で
、
そ
の
後
の
合
宿
で
海

の
潮
風
に
向
か
っ
て
の
練
習
は
、
の
ど
に
血
が

に
じ
む
程
の
訓
練
で
あ
っ
た
。

夏
季
遊
説
は
、
そ
の
年
は
三
重
、
和
歌
山
、

石
川
の
三
方
面
へ
。
私
は
石
川
班
と
な
り
、
約

１
週
間
の
遊
説
は
旅
巡
業
の
如
し

で
、
昼
は
高
校
、
夕
方
は
宣

伝
の
た
め
街
頭
演
説
、

夜
は
公
会
堂
で
学
生
弁
論
を
繰
り
広
げ
た
。
特

別
参
加
教
授
は
法
人
専
務
理
事
の
春
原
源
太
郎

先
生
で
、
一
行
に
華
を
添
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

閉
会
後
は
地
元
校
友
の
招
待
宴
で
意
気
も
あ
が

っ
た
。

こ
れ
ら
の
基
礎
訓
練
を
経
て
実
践
的
な
学
内

外
の
弁
論
大
会
へ
出
場
。
学
内
で
は
岩
崎
杯
新

人
大
会
、
オ
ー
ル
関
大
（
一
部
、
二
部
、
短
大
）

ほ
か
。
学
外
で
は
関
西
学
生
雄

連
盟
の
咢
堂
杯
を
は
じ
め
、
全

日
本
学
雄
連
の
早
大
講
堂
で
の

大
会
、
明
中
関
三
大
学
交
歓
弁

論
な
ど
な
ど
花
盛
り
の
時
代
だ

っ
た
。
こ
う
し
た
弁
論
活
動
の

対
外
交
流
か
ら
、
皆
一
人
前
の

弁
士
と
し
て
成
長
し
て
行
っ

た
。

全
日
本
弁
論
選
手
権
で優

勝

私
も
、
何
回
か
の
大
会
出
場

の
あ
と
３
年
次
の
５
月
、
和
歌

山
大
学
内
で
の
全
日
本
弁
論
選

手
権
大
会
に
２
チ
ー
ム
６
人
の

枠
に
入
り
、
団
体
戦
へ
。
結
果

は
意
外
に
も
私
が
個
人
優
勝
。

も
ち
ろ
ん
播
磨
荘
一

郎
、
稲
田
武
彦
の
各

氏
は
大
ベ
テ
ラ
ン
、

僅
少
差
で
私
に
華
を

も
た
せ
て
く
れ
た
が
、
そ
の
大
健

闘
で
団
体
戦
も
優
勝
。
日
本
一
弁

論
の
盛
ん
な
和
歌
山
と
は
い
え
、

同
一
日
、
同
一
会
場
で
の
総
出
場

者
２
０
５
人
は
過
去
最
多
。
そ
こ

で
の
勝
利
は
ギ
ネ
ス
級
だ
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
雄
弁
会
で
の
道
が

開
か
れ
、
幹
事
長
（
キ
ャ
プ
テ
ン
、

部
長
は
岩
崎
学
長
）
に
就
任
。
校
祖
児
島
惟

謙
を
讃
え
る
行
事
「
惟
謙
祭
」
代
表
委
員
、

北
村
徳
太
郎
杯
争
奪
全
国
学
生
雄
弁
大
会
を

復
活
し
て
大
会
委
員
長
と
な
る
な
ど
活
動
の

場
が
与
え
ら
れ
た
。

当
時
、
学
友
会
執
行
部
は
歴
代
殆
ど
が
雄

弁
会
出
身
。
同
期
前
幹
事
長
の
播
磨
荘
一
郎

氏
は
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
学
友
会
委
員
長
。

名
神
高
速
の
工
学
部
学
舎
横
通
過
予

定
が
判
明
し
た
と
き
の
反
対
運
動
な

ど
で
大
活
躍
。
私
の
後
任
は
高
桑
穰

氏
。
こ
れ
ま
た
名
代
の
傑
物
で
、
全

関
西
学
生
雄
弁
連
盟
委
員
長
と
し
て

全
国
に
名
を
は
せ
た
。
こ
の
お
二
人

に
助
け
ら
れ
、
刺
激
さ
れ
て
の
雄
弁

会
生
活
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

語
り
き
れ
ぬ
数
か
ず
の
思
い
出

思
い
出
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ

る
。
西
宮
球
場
で
行
わ
れ
た
東
西
学

生
野
球
王
座
決
定
戦
で
、
早
大
の
選

手
が
フ
ェ
ン
ス
に
激
突
し
、
大
怪
我

を
し
て
入
院
。
幹
事
校
と
し
て
入
院

費
等
工
面
の
た
め
、
体
育
会
本
部
長

の
村
山
弘
氏
（
一
年
後
輩
で
実
氏
の

兄
）
に
頼
ま
れ
、
大
学
本
部
、
学
長
、

学
生
部
長
、
教
育
後
援
会
会
長
（
大

阪
日
日
新
聞
の
石
井
社
長
）
な
ど
歴

訪
し
、
成
果
を
上
げ
て
感
謝
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
（
野
球
部
キ
ャ
プ
テ
ン

は
大
津
淳
氏
、
阪
神
で
も
活
躍
）。

ま
た
、
雄
弁
会
は
選
挙
に
は
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ

幹
部
は
選
挙
ボ
ス
的
存
在
で
、
会
員
を
大
挙
引

き
連
れ
て
運
動
し
た
。
こ
れ
が
学
生
時
代
の
ア

ル
バ
イ
ト
。
当
時
、
大
阪
で
は
候
補
者
や
政
財

界
ト
ッ
プ
と
司
会
の
私
以
外
は
、
選
挙
用
ト
ラ

ッ
ク
の
上
に
は
地
元
芸
者
や
ダ
ン
サ
ー
を
乗
せ

て
南
や
北
の
花
街
へ
パ
レ
ー
ド
。
お
化
粧
の
匂

い
と
お
色
気
で
純
朴
な
私
は
窒
息
し
そ
う
で
あ

り
ま
し
た
。

４
年
次
の
時
は
殆
ど
選
挙
で
、
そ
の
際
、
交

流
の
あ
っ
た
早
稲
田
雄
弁
会
幹
事
長
の
小
島
静

馬
氏
か
ら
「
秋
の
選
挙
で
石
橋
堪
山
先
生
の
応

援
を
一
緒
に
、
卆
業
後
は
お
互
い
秘
書
に
」
と

甘
い
誘
い
が
あ
っ
た
。
心
は
動
く
も
諸
般
の
事

情
で
、「
両
親
が
年
配
な
の
で
」
と
辞
退
。
彼

は
、
そ
の
後
、
先
生
の
秘
書
か
ら
県
会
、
国
会

へ
。
後
年
、
通
産
政
務
次
官
と
し
て
大
阪
の
ホ

テ
ル
で
の
パ
ー
テ
ィ
に
出
席
、
私
も
顔
を
出
し

て
い
た
の
で
び
っ
く
り
。
久
方
ぶ
り
に
昔
話
を

楽
し
む
。
も
し
か
し
て
、
私
も
総
理
秘
書
か
と

思
う
と
逃
し
た
魚
は
誠
に
大
き
か
っ
た
…
。

高山　一与志（たかやま・かずよし）

1930年大阪市生まれ。1954年法学部卒業。
関大時代は雄弁会で、弁論・遊説・選挙

応援活動に従事。雄弁会幹事長、惟謙祭代
表委員。卒業後は金融機関約40年と新聞
社約1年の勤務。1993年大阪商銀専務理事
で依願退職。
学生時代から青年団等地域の社会活動に

参加。職場では労働組合にも従事。企業を
通じて納税団体・事業家育成教育活動も行
う。退職後は地域組織の役職を務めている。

学友播磨荘一郎氏（右）と

全日本弁論選手権大会にて
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１
月
24
日
に
東
京
セ
ン
タ
ー
で

総
勢
60
人
に
よ
る
21
年
度
支
部
総

会
を
、
３
月
29
日
に
は
第
12
回
散

策
の
会
「
こ
ど
も
の
国
観
桜
散
策
」

を
、
ご
夫
婦
二
組
を
含
む
総
勢
33

人
の
参
加
で

開
催
し
た
。

総
会
の
第

１
部
で
は
、

ま
ず
重
延
支

部
長
が
力
強

い
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
公
表

し
た
。
東

京
・
千
葉
・

埼
玉
の
支
部

長
（
代
理
）

に
ご
参
加
い

暖
冬
の
た
め

急
遽
１
週
間
早

め
て
実
施
し
た

が
、
寒
の
戻
り

が
予
想
外
に
長

引
き
、
肝
心
の

桜
は
満
開
に
は

程
遠
く
、
２
・

３
分
咲
き
を
愛

で
る
観
桜
と
な

っ
た
。

午
前
中
は
寒

さ
に
震
え
な
が

ら
散
策
を
始
め
た
が
、
昼
頃
に
は

日
差
し
も
強
ま
り
、
春
め
い
た
日

和
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
偏
に
33
人

の
熱
気
で
寒
さ
も
吹
き
飛
ん
で
し

ま
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

昼
食
会
場
で
は
、
広
東
・
飲
茶

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
校
友

同
士
和
気
藹
々
と
歓
談
し
た
後
、

恒
例
の
久
澤
先
輩
の
リ
ー
ド
で
全

員
肩
を
組
み
逍
遙
歌
を
歌
い
、
秋

の
散
策
で
の
再
開
を
約
し
散
会
し

た
。

（
広
報
担
当
　
田
中
潤
一
）

21
年
総
会
が
２
月
14
日
、
さ
い

た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ
に
て
開
催

さ
れ
た
。
東
郷
校
友
会
事
務
局
長
、

石
山
東
京
セ
ン
タ
ー
長
、
ま
た
、

近
隣
の
千
葉
支
部
杉
原
支
部
長
、

神
奈
川
支
部
畑
支
部
長
代
行
ら
を

来
賓
と
し
て
迎
え
、
会
員
26
人
が

出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

岸
菜
幹
事
長
の
司
会
で
、
応
援

団
平
成
17
年
副
団
長
大
林
氏
の
演

舞
に
よ
り
高
ら
か
に
学
歌
斉
唱
。

高
木
埼
玉
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

来
賓
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
西

川
会
計
幹
事
か
ら
昨
年
度
会
計
報

告
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

第
二
部
懇
親
会
は
、
小
谷
事
務

局
長
の
司
会
で
開
宴
。
小
原
氏
の

発
声
で
乾
杯
、
溝
口
氏
か
ら
ゴ
ル

フ
会
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
西
川

さ
ん
率
い
る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
演

奏
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
歓
談
。
最

後
に
逍
遙
歌
を
合
唱
、
散
会
し
た
。

（
事
務
局
長
　
小
谷
政
博
）

２
月
22
日
、
21
年
度
（
第
52
回
）

総
会
が
松
阪
市
の
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
本
部
よ
り

寺
内
会
長
、
近
隣
支
部
よ
り
森
田

愛
知
支
部

長
は
じ
め
、

北
勢
、
中

勢
、
名
張

各
支
部
か

ら
来
賓
を

迎
え
、
南

勢
支
部
会

員
あ
わ
せ

50
人
の
出

席
が
あ
っ

た
。
今
年

は
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
支
部
会
員
の
高

橋
由
加
里
さ
ん
（
平
15
総
情
卒
）

を
含
む
７
人
の
女
性
が
フ
ラ
メ
ン

コ
を
披
露
さ
れ
、
懇
親
会
に
華
を

添
え
て
く
れ
た
。
初
参
加
の
校
友

も
７
人
あ
り
、
充
実
し
た
総
会
で

あ
っ
た
。

（
幹
事
長
　
松
井
信
幸
）

恒
例
の
大
阪
春
場
所
相
撲
部
屋

朝
稽
古
見
学
会
が
行
わ
れ
た
。

３
月
６
日
朝
７
時
過
ぎ
、
雨
の

中
21
人
（
ほ
か
に
現
地
集
合
３
名
）

を
乗
せ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
放
出

に
向
け
て
出
発
。
途
中
大
し
た
渋

滞
も
な
く
、
部
屋
に
１
時
間
ほ
ど

神奈川支部
（重延義樹支部長）

NEW YEAR FESTAに60人
東京センターで開催
散策の会では
「こどもの国」で観桜会

ダイケイ内
050-1063-9660

http://kanagawashibu/ld.infoseek.co.jp/

た
だ
く
中
、
石
山
東
京
セ
ン
タ
ー

長
に
「
強
い
関
大
」
の
現
状
を
報
告

い
た
だ
き
、
関
東
の
地
で
も
「
強

い
関
大
」
に
期
待
が
膨
ら
ん
だ
。

恒
例
と
な
っ
た
散
策
・
写
真
・

ゴ
ル
フ
同
好
会
紹
介
、
さ
ら
に

「
私
の
物
語
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
能

楽
師
で
あ
る
柴
田
稔
氏
（
昭
56
学

商
）
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
能
へ

の
転
身
の
お
話
と
優
美
な
能
の
ビ

デ
オ
を
拝
見
す
る
。

総
会
の
第
２
部
は
、
谷
口
最
高

顧
問
に
よ
り
乾
杯
の
挨
拶
、
美
味

し
い
食
事
を
取
り
つ
つ
新
人
紹
介
、

藤
原
副
支
部
長
主
導
に
よ
る
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
と
最
高
潮
に
達
し
た
後
、

高
橋
Ａ
Ｄ
に
和
や
か
に
中
締
め
の

挨
拶
を
い
た
だ
く
。
最
後
は
、
久

澤
応
援
団
Ｏ
Ｂ
リ
ー
ド
に
よ
る
逍

遙
歌
に
よ
り
閉
会
と
な
る
。

総
会
後
は
、
藤
本
副
支
部
長
主

催
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
か

れ
た
。

一
方
、
今
回
散
策
の
場
所
と
な

っ
た
「
こ
ど
も
の
国
」
は
、
皇
太
子

殿
下
（
現
天
皇
陛
下
）
の
ご
成
婚
記

念
事
業
と
し
て
、
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
国
民
の
お
祝
い
金
を
基
金

に
、
昭
和
40
年
に
開
園
さ
れ
た
。

埼玉支部
（高木良二支部長）

西川校友の
バンド演奏楽しむ

高木良二
048-882-7753

南勢支部
（時田耕路支部長）

7人の女性が
フラメンコ披露
初参加の校友も7人

時田耕路
0598-26-7209

京都支部
(牧村史朗支部長)

ぶつかり合いに
度肝抜かれる
相撲部屋朝稽古を見学

いぐち・井口俊博
075-351-2112
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で
到
着
。
す
で
に
稽
古
は
始
ま
っ

て
お
り
、
初
参
加
者
は
立
ち
合
い

の
バ
チ
ン
と
い
う
音
が
出
る
ほ
ど

の
ぶ
つ
か
り
合
い
の
す
ご
さ
に
度

肝
を
抜
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

た
ま
た
ま
把
瑠
都
が
出
稽
古
に

来
て
お
り
、
阿
覧
と
申
し
合
い
。

阿
覧
で
も
大
き
い
の
に
把
瑠
都
は

ふ
た
回
り
も
大
き
い
。
関
脇
と
平

幕
、
さ
す
が
に
実
力
の
差
は
歴
然

と
し
二
十
数
番
取
っ
た
が
阿
覧
は

一
度
も
勝
て
な
か
っ
た
。

稽
古
も
終
わ
り
親
方
を
囲
ん
で

ち
ゃ
ん
こ
の
食
事
。
若
い
お
相
撲

さ
ん
は
、
今
年
は
人
数
が
多
い
の

で
て
ん
て
こ
舞
い
。
一
人
ず
つ
親

方
に
色
紙
を
書
い
て
も
ら
い
、
今

年
は
特
に
新
曲
を
出
し
た
の
で
そ

の
Ｃ
Ｄ
を
抽
選
。
３
人
が
当
た
り

増
位
山
の
サ
イ
ン
を
し
て
も
ら
い

手
渡
し
で
い
た
だ
い
た
。

（
事
務
局
長
　
井
口
俊
博
）

支
部
総
会
が
、
３
月
８
日
に
交

野
市
立
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
寺
内
俊
太
郎
校
友

会
長
は
じ
め
、
守
口
・
門
真
の
両

支
部
長
、
枚
方
・
寝
屋
川
・
四
條

畷
の
各
副
支

部
長
を
来
賓

に
迎
え
た
。

安
原
支
部
長

は
挨
拶
で
会

員
相
互
の
親

睦
を
よ
り
深

め
て
い
く
、

と
力
強
い
抱

負
を
述
べ
た
。

議
事
に
入

り
、
役
員
改
選
で
は
、
支
部
長
に

安
原
氏
が
再
任
さ
れ
、
副
支
部
長

に
相
馬
明
長
・
稲
田
四
弘
・
藤
原

三
郎
の
各
氏
を
再
任
、
西
井
正

明
・
西
岡
雅
史
の
両
氏
を
新
任
し

た
。
ま
た
幹
事
長
に
仲
谷
一
壽
氏

を
再
任
、
会
計
監
査
に
中
清
隆
・

藤
原
三
郎
の
両
氏
を
新
任
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
、
寺
内
会
長
か
ら

校
友
会
の
現
状
、
今
後
の
展
開
な

ど
熱
意
溢
れ
る
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。
続
い
て
、
西
岡
法
人
本
部

長
・
総
務
局
長
は
、
大
学
の
近
況

を
思
い
を
込
め
て
語
ら
れ
、
出
席

者
一
同
、
母
校
が
頼
も
し
く
発
展

す
る
現
況
を
熱
心
に
聴
き
入
り
、

大
い
な
る
期
待
を
抱
い
た
。

今
堀
努
顧
問
の
乾
杯
の
発
声
で

開
宴
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

料
理
に
舌
鼓
打
ち
つ
つ
、
銘
酒
を

吟
味
し
な
が
ら
話
も
弾
み
、
寺
西

武
顧
問
（
校
友
会
元
会
長
）
の
流

暢
な
ス
ピ
ー
チ
も
あ
っ
て
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
自

己
紹
介
を
交
え
な
が
ら
楽
し
い
歓

談
の
ひ
と
と
き
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
た
。
宴
た
け
な
わ
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
逍
遙
歌
を
声
高
く

合
唱
し
、
再
会
を
約
し
散
会
し
た
。

（
事
務
局
　
奥
野
和
夫
）

２
月
27
日
、
第
３
回
総
会
が
帝

国
ホ
テ
ル
で
、
上
原
新
理
事
長
・

河
田
学
長
・
寺
内
新
校
友
会
長
・

東
郷
新
事
務
局
長
・
米
川
北
陽
高

校
教
頭
を
来
賓
に
迎
え
、
大
阪
市

内
24
支
部
と
、
み
お
つ
く
し
葦
の

葉
会
、
女
子
秀
麗
会
の
校
友
１
３

０
余
人
が
集
い
、
新
理
事
長
・
新

校
友
会
長
就
任
の
祝
賀
会
を
兼
ね
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

辻
会
長
は
挨
拶
で
、
連
合
会
設

立
の
意
義
と
必
要
性
、
３
カ
年
の

実
績
と
成
果
に
つ
い
て
報
告
、
ま

た
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
若

い
校
友
へ
の
校
友
会
の
必
要
性
の

ア
ピ
ー
ル
、
若
い
校
友
が
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
さ
ら
に

連
合
会
組
織
の
全
国
展
開
に
熱
い

情
熱
を
注
い
で
、
強
い
関
大
校
友

会
づ
く
り
に
全
力
を
注
ぐ
と
、
決

意
を
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
、
高
木
会
計
の
会

計
報
告
、

田
中
監

事
の
監

査
報
告

が
あ
り
、

全
員
一

致
で
承

認
し
た
。

続
い
て
、

上
原
新

理
事
長

と
寺
内
新
会
長
に
記
念
品
と
花
束

の
贈
呈
が
あ
り
、
ま
た
理
事
長
・

学
長
・
会
長
の
３
氏
が
平
成
21
年

度
の
抱
負
を
力
強
く
述
べ
ら
れ
、

参
加
校
友
全
員
が
感
激
し
、
意
を

強
く
し
、
総
会
を
終
了
し
た
。

会
場
を
移
し
て
懇
親
会
に
移
り
、

北
陽
高
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
30
人
に

よ
る
演
奏
に
し
ば
し
聴
き
ほ
れ
た
。

次
い
で
、
24
支
部
の
支
部
長
よ

り
、
挨
拶
と
現
況
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
、
恒
例
の
逍
遙
歌
の
後
、

前
田
正
副
会
長
に
よ
る
大
阪
締
め
、

前
田
修
二
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉

で
幕
を
閉
じ
た
。

（
辻
佐
一
郎
）

〈各地支部だより〉

交野支部
(安原敏夫支部長)

西岡法人本部長が熱弁
安原支部長再任など
承認

安原敏夫
072-892-6714

大阪市内支部連合会
(辻佐一郎会長)

24地域が全員集合
第3回総会を開催

辻佐一郎
06-6977-0939

関大法曹会
（島武男幹事長）

中尾巧大阪高検
検事長就任祝賀
一軸浩幸前校友会長
慰労の会

新幹事長に
小松陽一郎氏選出
副幹事長に
若手3人を追加選任

かとう法律事務所
06-6311-2235

４
月
７
日
、
大
阪
梅
田
の
新
阪

急
ホ
テ
ル
で
、
90
人
を
超
え
る
出

席
者
を
得
て
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
、
島
武
男
幹
事
長
（
昭
38
学
法
）

と
校
友
会
前
副
会
長
の
片
山
久
江

副
幹
事
長
（
昭
44
学
法
）
が
退
任

し
て
、
新
幹
事
長
と
し
て
小
松
陽

一
郎
会
員
（
昭
51
Ｍ
法
）
を
選
任
、

併
せ
て
若
手
会
員
か
ら
副
幹
事
長

３
人
を
追
加
選
任
す
る
な
ど
の
決

議
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
引
き
続
い
て
会
員
で

あ
る
中
尾
巧
大
阪
高
等
検
察
庁
検

事
長
（
昭
45
学
法
）
に
よ
る
「
査

察
と
訟
務
と
入
管
」
と
い
う
演
題

で
の
講
演
が
あ
り
、
誰
も
が
知
っ

て
い
る
国
際
的
な
事
件
に
関
わ
る

貴
重
な
経
験
談
を
交
え
て
の
お
話

で
好
評
を
博
し
た
。

引
き
続
い
て
の
懇
親
会
は
、
１

月
に
本
学
出
身
者
と
し
て
は
初
め

て
検
察
ナ
ン
バ
ー
３
の
大
阪
高
等

検
察
庁
検
事
長
に
就
任
し
て
着
任

さ
れ
た
中
尾
会
員
の
お
祝
い
を
兼

ね
て
の
も
の
で
、
さ
ら
に
、
長
年

に
わ
た
り
校
友
会
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
一
軸
浩
幸
会
員
が
校
友
会

会
長
を
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
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れ
た
こ
と
を
慰
労
し
て
の
、
現
役

の
校
友
検
事
ら
も
多
数
参
加
す
る

大
変
盛
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

上
原
洋
允
理
事
長
、
河
田
悌
一

学
長
、
寺
内
俊
太
郎
校
友
会
長
の

来
賓
挨
拶
、
児
玉
憲
夫
評
議
員
議

長
の
乾
杯
発
声
の
後
、
中
尾
、
一

軸
両
会
員
へ
後
輩
の
女
性
法
曹
か

ら
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

懇
談
に
入
っ
て
、
第
三
者
評
価

機
関
か
ら
不
適
合
判
定
を
受
け
た

と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
本
学
法

科
大
学
院
の
今
西
康
人
研
究
科
長

か
ら
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
が
、

判
定
は
適
正
な
評
価
と
は
到
底
認

め
が
た
い
も
の
で
あ
っ
て
異
議
申

立
を
行
っ
て
お
り
、
必
ず
や
見
直

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
の

ス
ピ
ー
チ
も
あ
っ
た
。

両
会
員
へ
の
心
の
こ
も
っ
た
お

祝
い
、
あ
る
い
は
労
い
と
と
も
に

「
法
科
の
関
大
」
の
充
実
・
発
展

を
期
待
す
る
発
言
が
相
次
ぎ
、
校

友
会
副
会
長
で
元
大
阪
弁
護
士
会

会
長
の
小
寺
一
矢
元
幹
事
長
に
よ

り
、
中
尾
会
員
の
益
々
の
栄
進
や

一
軸
会
員
の
「
校
友
会
へ
の
貢
献

を
関
大
法
曹
会
も
一
丸
と
な
っ
て

支
援
し
て
い
こ
う
」
と
の
力
強
い

挨
拶
が
あ
り
、
散
会
し
た
。

ま
た
、
関
大
法
曹
会
は
20
年
12

月
５
日
に
は
、
大
阪
北
新
地
の
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
Ａ
Ｎ
Ａ
大

阪
で
、
会
員
約
60
人
が
参
加
し
て
、

同
会
の
会
員
で
あ
る
上
原
洋
允
理

事
長
の
就
任
を
祝
う
臨
時
総
会
も

開
催
し
て
い
る
。

会
員
で
あ
る
前
川
清
成
参
議
院

議
員
や
飛
び
入
り
で
参
加
さ
れ
た

本
学
法
科
大
学
院
特
別
顧
問
教
授

の
久
保
井
一
匡
元
日
弁
連
会
長
ら
、

数
多
く
の
参
加
者
か
ら
母
校
関
西

大
学
の
い
っ
そ
う
の
発
展
の
た
め

不
退
転
の
決
意
で
理
事
長
と
し
て

の
責
務
を
果
た
そ
う
と
さ
れ
る
上

原
会
員
を
激
励
す
る
ス
ピ
ー
チ
が

あ
っ
た
。

平
成
19
年
度
大
阪
弁
護
士
会
会

長
で
あ
る
山
田
庸
男
会
員
に
よ
る

校
友
法
曹
と
し
て
支
援
を
約
束
す

る
挨
拶
で
締
め
と
な
っ
た
。

（
山

浩
）

第
１
８
２
回
例
会
は
、
２
月
23

日
に
新
阪
急
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・

環
境
部
管
理
グ
ル
ー
プ
長
の
山
口

眞
一
氏
に
「
究
極
の
エ
コ
カ
ー
開

発
へ
の
挑
戦
」
と
題
し
て
講
演
い

た
だ
い
た
。

特
に
今
回
は
、
ト
ヨ
タ
の
こ
れ

ま
で
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
、
経

営
の
最
重
要
課
題
「
環
境
問
題
へ

の
対
応
」、
自
動
車
産
業
を
巡
る

環
境
問
題
、
研
究
開
発
に
お
け
る

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
イ

の
追
求
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
（
Ｈ

Ｖ
）
の
環
境
優
位
性
な
ど
を
述
べ

ら
れ
、
最
後
に
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
わ
れ
る
「
固
体
高
分
子

型
燃
料
電
池
」
の
仕
組
み
と
「
水

素
燃
料
電
池
自
動
車
」
の
開
発
と

完
成
ま
で
の
苦
労
話
を
語
っ
て
い

た
だ
い
た
。
こ
の
自
動
車
は
１
回

の
水
素
燃
料
充
填
で
８
３
０
km
を

走
行
で
き
る
性
能
を
有
し
て
お
り
、

一
日
も
早
い
一
般
市
場
へ
の
導
入

を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
ト
ヨ
タ

の
技
術
と
環
境
へ
の
取
り
組
み
の

基
本
姿
勢
に
は
参
加
者
一
同
感
動

さ
せ
ら
れ
た
。

懇
談
会
は
、
西
村
会
長
か
ら
当

会
顧
問
の
一
軸
浩
幸
（
前
校
友
会

会
長
）
に
お
礼
の
言
葉
と
名
誉
顧

問
委
嘱
状
と
退
任
記
念
品
を
あ
わ

せ
て
贈
呈
し
た
あ
と
、
一
軸
名
誉

顧
問
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ
た
。

七
十
数
人
の
参
加
者
は
和
気
あ
い

あ
い
と
懇
談
、
稲
田
昌
三
副
会
長

の
閉
会
挨
拶
で
散
会
し
た
。

な
お
、
今
回
新
入
会
員
と
し
て
、

秋
葉
明
ア
ジ
ッ
ク
（
株
）
代
表
取

締
役
社
長
（
49
学
法
）、
井
上
直

樹
（
株
）
播
芳
代
表
取
締
役
（
平

２
学
法
）、
土
田
剛
司
（
有
）
あ

い
き
鑑
定
評
価
代
表
取
締
役
（
平

元
学
法
）
の
３
氏
が
入
会
さ
れ
た
。

当
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
11
月
に
は
創

設
45
周
年
を
迎
え
た
。
母
校
の
発

展
と
と
も
に
、
当
ク
ラ
ブ
も
充
実

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
メ
ン
バ

ー
の
増
強
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
代
表
幹
事
　
田
合
邦
臣
）

２
月
７
日
か
ら
１
泊
２
日
の
日

程
で
20
年
度
総
会
を
南
鳥
羽
・
石

鏡
温
泉
「
芭
新
萃
」
で
開
催
し
た
。

来
賓
に
は
横
山
純
児
、
天
野
高

夫
両
東
大
阪
市
会
議
員
と
、
東
大

阪
支
部
か
ら
岩
崎
英
夫
支
部
長
と

戸
谷
純
一
副
支
部
長
に
も
参
加
い

た
だ
き
総
勢
44
人
が
出
席
し
た
。

議
事
の
会
計
報
告
・
監
査
報
告

を
承
認
後
、
戸
谷
副
支
部
長
の
乾

杯
で
懇
親
会
を
開
宴
。
和
や
か
に

歓
談
・
交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
。

最
後
に
片
岡
暁
賛
助
会
会
員
が

エ
ー
ル
を

き
り
、
全

員
が
円
陣

を
組
み
逍

遙
歌
を
合

唱
し
て
閉

幕
し
た
。

（
葉
田
晃
三
）

経済人クラブ
（西村太一会長)

究極のエコカー
開発への挑戦――
トヨタの山口氏が講演

校友会事務局
06-6368-0041

東大阪市役所千陵会
（高橋孝博会長)

南鳥羽「芭新萃」で
総会
総勢44人が出席

下水道部事業調整課　葉田晃三
06-4309-3827
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２
月
14
日
、
阪
急
西
宮
北
口
に

あ
る
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
20
年
度
の
陸
上
自
衛
隊
中

部
方
面
隊
音
楽
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
会
員
の
本
間
弘
一
氏
の
紹
介

で
23
人
が
特
別
招
待
者
と
し
て
参

加
し
た
。

午
後
３
時
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
フ

ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
国
歌
吹
奏
で
開
幕

し
た
。
出
演
は
愛
知
か
ら
西
日
本
全

域
に
亘
る
６
音
楽
隊
で
あ
る
。

音
楽
ま
つ
り
の
構
成
は
３
幕
か

ら
成
り
、
第
１
幕
は
「
颯
爽
・
躍

動
」
と
題
し
て
、
交
響
詩
「
あ
ぁ

ら
っ
ぱ
」
の
ら
っ
ぱ
隊
ド
リ
ル
、

行
進
曲
「
大
空
」
や
「
崖
の
上
の

ポ
ニ
ョ
」
な
ど
が
音
楽
隊
ド
リ
ル

に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
。

第
２
幕
は
「
溌
刺
・
気
迫
」
。

ま
ず
第
３
音
楽
隊
と
関
西
外
国
語

大
学
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
パ
イ
レ
ー

ツ
の
共
演
で
、「
銀
河
鉄
道
９
９

９
」
ほ
か
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
中

心
に
、
若
く
溌
刺
と
し
た
二
十
人

余
り
の
チ
ア
ガ
ー
ル
達
が
、
音
楽

隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
息
の
合
っ

た
見
事
な
演
技
を
披
露
し
て
く
れ

た
。
続
い
て
は
勇
壮
な
和
太
鼓
演

奏
で
、
福
知
山
酒
呑
太
鼓
か
ら
、

山
口
維
新
太
鼓
ま
で
７
地
区
の
駐

屯
地
か
ら
腕
自
慢
の
隊
員
た
ち
が

出
演
し
競
演
し
た
。

第
３
幕
は
全
音
楽
隊
合
同
の
演

奏
。
「
颯
爽
・
勇
猛
」
と
題
し
て

「
防
人
の
詩
」
を
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ソ

ロ
と
コ
ー
ラ
ス
、「
梁
塵
秘
抄
」
を

吹
奏
楽
と
和
太
鼓
の
共
演
で
演
奏
、

聴
衆
に
感
動
を
与
え
た
と
思
う
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
出
演
者
全

員
で
「
中
部
方
面
隊
歌
」
が
演
奏

さ
れ
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一

応
終
了
し
た
が
、
万
雷
の
拍
手
が

し
ば
ら
く
は
鳴
り
止
ま
ず
、
ア
ン

コ
ー
ル
曲
と
し
て
、
１
９
５
０
年

代
に
「
水
色
の
ワ
ル
ツ
」
を
ヒ
ッ

ト
さ
せ
た
作
曲
家
高
木
東
六
氏
が
、

１
９
４
２
年
に
日
本
映
画
「
空
の

神
兵
」
の
主
題
歌
と
し
て
作
曲
し

た
「
空
の
新
兵
」
が
、
当
時
の
空

挺
隊
の
活
動
を
思
い
起
こ
す
よ
う

な
美
し
く
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ

て
演
奏
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
昭
和

一
桁
の
人
間
に
は
、
忘
れ
難
い
ヒ

ッ
ト
曲
で
あ
っ
た
。

（
天
井
一
夫
）

３
月
８
日
、
18
人
は
１
泊
２
日

の
日
程
で
関

大
六
甲
山
荘

に
集
合
し
た
。

阪
神
第
一
の

観
光
・
保
養

地
に
建
て
ら

れ
た
山
荘
か

ら
は
、
日
本

最
初
の
ゴ
ル

フ
場
を
眼
前

に
、
遥
か
遠
く
に
は
大
阪
湾
・
淡

路
島
が
見
渡
さ
れ
、
な
か
な
か
す

ば
ら
し
い
景
観
で
あ
る
。

山
荘
に
到
着
す
る
と
夕
食
の
時

間
ま
で
待
ち
き
れ
ず
、
ビ
ー
ル
の

栓
を
抜
い
て
軽
く
飲
み
な
が
ら
歓

談
。
６
時
頃
か
ら
鍋
料
理
で
本
格

的
に
飲
み
食
い
に
没
頭
し
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
賑
や

か
に
時
間
の
経
過
を
楽
し
ん
だ
。

だ
ん
だ
ん
と
常
備
薬
持
参
で
の

出
席
者
も
多
く
な
り
、
医
療
費
の

か
か
る
年
代
に
な
っ
て
き
た
が
、

お
互
い
元
気
に
頑
張
り
た
い
も
の

〈各地支部だより〉

で
あ
る
。

翌
日
は
朝
食
も
摂
ら
ず
に
職
場

へ
直
行
す
る
者
も
い
た
が
、
全
員

が
悠
々
自
適
の
暮
ら
し
を
迎
え
ら

れ
る
の
は
遥
か
先
の
夢
か
も
し
れ

な
い
。

（
中
谷
晃
也
）

隔
年
開
催
と
な
っ
て
い
る
第
６

回
定
例
総
会
（
兼
09
社
学
よ
っ
と

い
デ
ー
）
は
、
校
友
会
の
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
あ
わ
せ
、

４
月
５
日
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
寺
内
俊
太
郎
校
友

二九千里会
（河合義雄会長)

吹奏楽や和太鼓に
万雷の拍手
自衛隊音楽まつりに
参加

大村計治
0742-44-8627

神戸三九会

母校の六甲山荘に
集い
鍋料理・ビンゴ
楽しむ

石山康弘
078-928-7510

社会学部同窓会
(中村仁会長)

春の千里山で
一層の飛躍誓う！
池田名誉教授が記念講演

中村　仁
090-3972-2608

http://blogs.yahoo.co.jp/shagaku07
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会
長
よ
り
「
校
友
会
と
し
て
も
、

唯
一
の
学
部
単
位
の
同
窓
会
で
あ

る
社
会
学
部
同
窓
会
に
大
き
な
期

待
を
し
て
い
る
」
と
の
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
議
長
に
選
任
さ
れ
た
吉

本
光
夫
氏
（
73
卒
）
の
絶
妙
の
議

事
進
行
の
中
、
総
会
議
案
が
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

も
、
中
村
会
長
（
76
卒
）
の
再
任
、

原
田
亮
定
副
会
長
（
78
卒
・
再
任
）

の
校
友
会
常
議
員
就
任
に
伴
い
、

寺
沢
政
和
（
71
卒
）、
久
保
敬
子

（
72
卒
）
両
氏
を
新
た
な
副
会
長

と
す
る
新
体
制
が
承
認
さ
れ
た
。

総
会
後
、
池
田
進
名
誉
教
授
に
よ

る
「
定
年
退
職
後
」
と
の
演
題
で

の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

心
理
学
の
大
家
で
あ
る
池
田
先

生
の
「（
現
）
阪
急
電
車
」
の
ご

研
究
と
も
い
え
る
お
話
は
、
先
生

の
人
柄
も
含
め
、
聴
衆
を
魅
了
。

さ
ら
に
先
生
か
ら
は
、
現
役
時
代

の
心
理
学
概
論
の
講
義
を
ま
と
め

た
著
作
「
ヒ
ト
か
ら
人
へ
〜
知
的

機
能
の
一

つ
の
系
譜

〜
」
を
参

加
者
全
員

に
贈
呈
い

た
だ
い
た
。

何
人
か

の
旧
池
田

ゼ
ミ
生
も
、

こ
の
溝
演

を
聴
く
た

め
に
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
、
ま
た
、

夫
婦
で
の
飛
び
入
り
参
加
者
も
？

十
年
振
り
の
先
生
の
講
義
に
聴
き

入
っ
て
い
た
。

午
後
か
ら
の
懇
親
会
は
、
生
協

食
堂
で
開
催
。
来
賓
と
し
て
お
迎

え
し
た
　
瀬
武
典
社
会
学
部
長
、

東
村
高
良
社
会
学
部
教
授
（
１
期

生
・
同
窓
会
顧
問
）
か
ら
同
窓
会

へ
の
熱
い
エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た

後
、
参
加
者
全
員
が
、
学
生
時
代

の
思
い
出
、
現
在
の
生
活
、
さ
ら

に
は
将
来
の
夢
を
和
気
藹
々
と
語

り
合
っ
た
。

逍
遙
歌
の
斉
唱
で
中
〆
と
な
り
、

外
に
出
た
参
加
者
を
、
会
の
余
韻

を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
、
千
里
山

の
日
差
し
と
満
開
の
桜
が
暖
か
く

迎
え
て
く
れ
た
。

（
中
村

仁
）

第
25
回
総
会
は
、
３
月
14
日
に

天
満
橋
・
エ
ル
お
お
さ
か
で
開
催

さ
れ
た
。

当
日
は
、
本
部
か
ら
寺
内
会
長
、

東
郷
事
務
局
長
を
迎
え
て
、
総
員

42
人
が
出
席
し
盛
況
で
あ
っ
た
。

恒
例
の
記
念
講
演
は
、
テ
ー
マ

を
「
北
村
徳
太
郎
の
政
治
と
思
想
」

と
題
し
て
、

北
村
研
究

の
第
一
人

者
で
あ
る

西
住
徹
校

友
か
ら
、

そ
の
政
治

的
系
譜
を

中
心
に
、

「
社
会
連

帯
主
義
」

と
い
う
崇

高
な
政
策
論
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

現
在
の
混
沌
と
し
た
政
治
集
団

の
政
策
談
義
と
異
な
り
、
保
守
の

中
の
革
新
路
線
を
あ
ゆ
み
、
い
ち

早
く
日
・
ソ
貿
易
の
道
を
拓
い
た
、

校
友
北
村
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

を
再
評
価
し
た
内
容
で
好
評
で
あ

っ
た
。

懇
親
会
は
、
上
林
顧
問
の
乾
杯

で
開
宴
し
、
戦
後
の
同
時
期
を
知

る
会
員
の
ス
ピ
ー
チ
に
、
一
層
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

ま
た
、
当
会
の
育
て
の
親
、
故

岩
崎
先
生
の
没
後
50
周
年
を
明
年

に
控
え
、
そ
の
取
り
組
み
が
、
話

題
と
な
っ
た
。

（
清
水
康
市
）

３
月
14
日
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１
０
０
に
、
来

賓
の
上
原
理
事
長
、
河
田
学
長
、

森
本
理
事
・
相
談
役
、
池
内
専
務

理
事
、
寺
内
校
友
会
長
、
祖
父
江

教
育
後
援
会
会
長
を
お
迎
え
し
、

20
年
度
総
会
が
行
わ
れ
た
。

小
笹
副
会
長
の
開
会
の
辞
で
始

ま
り
、
学
歌
斉
唱
、
小
坂
会
長
の

挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
の
上
原
理
事

長
、
河
田
学
長
、
森
本
理
事
・
相

談
役
、
寺
内
校
友
会
長
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
小
坂
会
長
が
議

長
と
な
り
、
議
事
が
審
議
さ
れ
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。

Ｏ
Ｂ
表
彰
、
現
役
表
彰
に
移
り
、

Ｏ
Ｂ
表
彰
は
31
人
に
貢
献
賞
が
手

渡
さ
れ
、
現
役
表
彰
は
団
体
賞
が

17
部
に
、
個
人
賞
が
１
２
３
人
に

手
渡
さ
れ
た
。

総
会
が
終
了
し
、
懇
親
会
が
１

０
０
周

年
記
念

会
館
で

行
わ
れ

た
。来

賓

と
し
て

法
人
、

教
学
の

役
員
の

皆
さ
ま
、

校
友
会
、

友
好
大

学
の
関

西
学
院
、

同
志
社
、

政治学会
(北川　均会長)

北村徳太郎の
政治理念聴く
エル・おおさかで総会

清水康市
06-6534-2508

体育ＯＢ会
（小坂道一会長)

旧交を温め
盛り上がる
現役17部と
123人を表彰

北川俊治
072-201-1678
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立
命
館
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
Ｏ
Ｂ

会
の
皆
さ
ま
、
友
好
団
体
の
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
ク
ラ
ブ
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ

千
成
会
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会
の

皆
さ
ま
の
ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
。

近
藤
副
会
長
の
開
会
の
辞
、
来

賓
を
代
表
し
て
池
内
専
務
理
事
、

立
命
館
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ロ
ー
村
岡

会
長
に
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
芝
井

副
学
長
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会

が
な
ご
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

懇
親
会
で
は
各
部
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
、

現
役
が
集
い
旧
交
を
温
め
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

時
間
も
お
し
せ
ま
り
、
応
援
団

Ｏ
Ｂ
千
成
会
の
中
川
副
会
長
の
指

揮
の
も
と
で
の
逍
遙
歌
、
黒
津
副

会
長
の
閉
会
の
辞
で
総
会
の
幕
を

閉
じ
た
。

（
北
川
俊
治
）

３
月
７
日
に
千
成
会
初
代
会
長

片
岡
恒
次
郎
先
輩
所
縁
の
京
都
・

知
恩
院
、
千
成
会
発
会
の
地
・
粟

田
山
荘
を
訪
問
し
た
。

午
前
に
訪
問
し
た
知
恩
院
は
、

浄
土
宗
の
宗
祖
・
法
然
が
半
生
を

過
ご
し
た
所
縁
の
地
に
建
立
さ
れ

て
お
り
、
片
岡
先
輩
の
御
家
が
知

恩
院
の
檀
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
訪
問
の
運
び
と
な
っ
た
。

知
恩
院
建
立
の
経
緯
や
建
造
物
の

意
味
、
法
然
上
人
の
生
涯
や
仏
教

の
教
え
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
こ
と
に
国
宝
「
三

門
」
は
こ
の
機
会
で
し
か
拝
観
で

き
な
い
場
所
で
あ
り
、
感
慨
一
入

で
あ
っ
た
。

午
後
は
、
千
成
会
発
会
の
場
所

で
あ
る
東
山
山
麓
の
料
亭
・
粟
田

山
荘
に
て
昼
食
会
を
行
っ
た
。
粟

田
山
荘
は
、
50
年
前
の
佇
ま
い
を

そ
の
ま
ま
に
残
し
て
い
た
。
諸
先

輩
方
か
ら
は
、
千
成
会
発
会
当
時

の
出
来
事
や
片
岡
先
輩
の
人
と
な

り
が
話
題
と
な
り
、
片
岡
先
輩
が

当
時
の
Ｏ
Ｂ
の
方
が
た
を
纏
め
上

げ
ら
れ
る
大
き
な
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
に
い
た
く
感
心
し
た
。
楽
し

い
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
閉
会

を
惜
し
み
つ
つ
も
、
最
後
は
逍
遙

歌
を
声
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

千
成
会
発
会
所
縁
の
場
所
を
訪

問
し
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
７
月
４
日
に
開
催

す
る
創
設
50
周
年
記
念
式
典
の
成

功
に
向
け
て
も
、
気
概
を
高
め
て

い
き
た
い
。

（
中
井
康
詞
）

２
月
20
日
に
第
86
代
幹
部
送
別

会
な
ら
び
に
新
幹
部
披
露
式
が
行

わ
れ
た
。

当
日
は
冷
た
い
雨
が
ち
ら
つ
く

中
、
羽
間
平
安
関
西
大
学
顧
問
、

寺
内
俊
太
郎
校
友
会
長
、
笹
倉
淳

史
学
生
セ
ン
タ
ー
所
長
、
田
中
義

昭
千
成
会
会
長
を
は
じ
め
千
成
会

か
ら
は
多
数
の
役
員
・
Ｏ
Ｂ
の
方

が
た
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
の

他
学
校
関
係
者
、
体
育
会
、
文
化

会
の
出
席
者
の
方
と
あ
わ
せ
盛
大

な
会
と
な
っ
た
。

〈各地支部だより〉

応援団ＯＢ千成会
（田中義昭会長)

創設50周年を記念し
発会の縁の地を訪ねる

田中正喜
06-6499-1948

応援団ＯＢ千成会
（田中義昭会長)

第86代幹部送別会
並びに新幹部披露会

田中正喜
06-6499-1948

文化会OB会「葦文会」6月27日（土）に総会開催！

文化会出身者は是非ご参加ください。まずはご連絡を。
「葦文会」は平成19年6月に再発足してから、総会・スプリングフェスティバル参加、新年

会、忘年会などの行事を実施して、OB会員相互の親睦を図るとともに、校友会の活動に協力
し、機会あるごとに現役学生との親交を図って、関西大学文化会本部を支援してきました。
つきましては、平成21年度総会を、下記日程にて開催いたします。

■日　時　　6月27日（土）午前11時30分～　（11時受付）
■場　所　　千里山キャンパス　校友・父母会館「校友会会議室」
■会　費　　6,000円（平成以降の卒業生は3,000円）
■年会費　　2,000円（通信費等に充当します）

会場となる校友・父母会館は、今年3月12日に完成したばかりです。駅から会場前までのエ
スカレーターがあります。
現役学生も参加します。新たな出会い、久し振りの出会いが待っています（昨年は40年ぶ

りの再会もありました）
文化会各クラブ出身のOB・OGのみなさん、奮ってのご参加をお待ちします。まずは事務

局へご連絡を…。
文化会OB会「葦文会」会長　中 瀬　和 夫（昭和42年経済学部卒）

●囲碁部　　●映画研究部　●観光事業研究部　●グリークラブ　●文芸部
●茶道部　　●混声合唱団葦　　●混声合唱団ひびき　　●児童文化研究部　　
●写真部　　●珠算部　　●将棋部　　●書道部　　●速記部　　●探検部　　
●邦楽部　　●マンドリンクラブ　　●ユースホステルクラブ　　●美術部
●ユネスコ研究部　　●レコード音楽部　　●アートデザイングループ
●落語大学　●ギタークラブ　　●奇術研究部　　●吟詩部　　●能楽部
●軽音楽部　●演劇研究会「学園座」 ●交響楽団　　●マンドリン倶楽部
●ポピュラーミュージック創作研究部

一部、二部、学部、大学院は問いません。上記各部のほか、文化会所属の各クラブ出身の
方は、下記「葦文会」事務局へ住所・氏名・卒年・所属などご連絡願います。

「葦文会」事務局：幹事長　三坂　友章（昭和62年商学部卒）
〒665-0866 兵庫県宝塚市星の荘３-21 三坂登記測量事務所内

Tel. 090-5158-7259 Fax.0797-85-6051 E-mail  office-misaka@msc.biglobe.ne.jp

「葦文会」のHPできました！ http://www2.kandai-koyukai.com/al/ibunkai/
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来
賓
か
ら
は
、
第
86
代
幹
部
へ

の
１
年
間
の
活
動
に
対
す
る
感
謝

と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
頂
戴
し
、

87
代
幹
部
へ
の
今
後
の
期
待
を
述

べ
ら
れ
、
幹
部
の
顔
は
一
様
に
充

実
感
で
輝
い
て
い
た
。

87
代
鈴
木
那
和
団
長
は
、
今
年

の
活
動
の
テ
ー
マ
を
「
共
進
」
と

し
、
全
員
で
頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
抱
負
を
語
っ
た
。
ま
た
、
86
代

幹
部
を
代
表
し
て
団
長
・
高
山
真

吾
君
は
「
４
年
間
や
っ
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
方
が

た
の
お
陰
、
一
緒
に
や
っ
て
き
た

同
期
や
後
輩
の
お
陰
で
す
。
関
西

大
学
を
去
る
の
は
寂
し
い
が
、
４

年
間
の
経
験
を
糧
に
、
今
度
は
社

会
人
と
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
、

力
強
く
述
べ
た
。

ま
た
、
体
育
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
第
86

代
幹
部
全
員
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

千
成
会
か
ら
は
記
念
の
品
が
そ
れ

ぞ
れ
贈
ら
れ
た
。

（
第
76
代
　
藤
田
ゆ
と
り
）

昨
２
０
０
８
年
に
創
立
30
周
年

を
迎
え
た
女
子
秀
麗
会
。
こ
れ
ま

で
総
会
と
秋
の
ツ
ア
ー
と
い
う
２

つ
の
事
業
で
会
員
間
の
懇
親
を
は

か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
30
周
年
を

機
に
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
会
員
が

よ
り
多
く
ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
作

り
、
い
っ
そ
う
親
睦
の
輪
を
広
げ

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
「
楽
塾
」

（
ら
く
じ
ゅ
く
）
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
こ
と
に
！

「
楽
塾
」
…
…
楽
し
く
、
気
軽

に
参
加
で
き
、
そ
し
て
ち
ょ
っ
と

知
的
な
発
見
も
あ
る
集
ま
り
を
と

願
っ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

「
楽
塾
」
は
、
女
子
秀
麗
会
会

員
の
み
な
ら
ず
、
校
友
や
現
役
学

生
の
皆
さ
ま
に
も
参
加
い
た
だ
け

る
場
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

旅
行
や
講
演
会
、
講
習
会
な
ど
を

企
画
し
ま
す
の
で
ご
家
族
、
友
人

お
誘
い
合
わ
せ
て
ど
う
ぞ
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
2
0
0
9
年
の
予
定

楽
１
・
７
月
26
日
（
日
）
草
津
市

立
水
生
植
物
公
園
へ
行
き
ま
す
。

こ
の
世
の
極
楽
！

琵
琶
湖
、
烏
丸
半
島
に
群
生
す

る

蓮
の
花

見
物
。
水
面
を
う
め

つ
く
す
蓮
は
圧
巻
で
す
。

楽
２
・
11
月
15
日
（
日
）
国
立
文

楽
劇
場
へ
行
き
ま
す
。

文
楽
を
楽
し
む
！

文
楽
鑑
賞
と
そ
の
舞
台
裏
見
学
。

人
形
や
小
道
具
、
衣
裳
と
接
近
遭

遇
す
る
！
貴
重
な
企
画
で
す
。

楽
３
・
12
月
５
日
（
土
）
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
ト
ラ
イ
。

花
を
楽
し
む
！

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
、
素
敵

な
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

講
師
は
機
関
紙
関
大
の
「
き
ら

っ
人
」
に
も
掲
載
さ
れ
た
フ
ラ
ワ

ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　
小
林
泰
代
さ

ん
。

●
興
味
の
あ
る
方
、
参
加
ご
希
望

の
方
に
は
後
ほ
ど
各
行
事
の
詳
し

い
ご
案
内
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
フ

ァ
ク
ス
及
び
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
西
野
京
子
）

３
月
４
、
５
日
の
両
日
、
校
友

会
の
新
会
長
も
参
加
さ
れ
て
、
愛

知
県
知
多
半
島
の
先
端
で
捕
獲
さ

れ
た
と
ら
河
豚
が
下
関
へ
出
荷
さ

れ
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
全
国
に
出

荷
さ
れ
る
、
そ
の
河
豚
会
席
を
産

地
の
内
海
で
堪
能
し
、
一
泊
し
た

後
ゴ
ル
フ
場
へ
。
平
日
は
１
組
に

キ
ャ
デ
ィ
が
２
人
同
伴
し
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
気
分
で
プ
レ
ー
を
楽

し
め
る
コ
ー
ス
で
、
快
晴
の
中
、

関
西
か
ら
６
人
、
愛
知
か
ら
６
人

で
計
12
人
の
３
組
で
競
技
を
満
喫

し
た
。

パ
ー

テ
ィ
会

場
で
、

こ
れ
を

機
会
に

年
１
回

主
催
は

持
ち
回

り
と
し

て
、
来

年
関
西

で
再
会

す
る
こ
と
を
約
束
し
、
新
幹
線
名

古
屋
駅
に
て
別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
解
散
し
た
。

今
回
の
開
催
は
、
昨
年
11
月
、

校
友
会
主
催
で
、
海
外
で
活
躍
し

て
お
ら
れ
る
同
窓
と
の
交
歓
を
目

的
と
し
た
海
外
研
修
に
愛
知
支
部

か
ら
小
生
（
森
田
）
が
参
加
し
た
。

そ
の
折
、
有
志
で
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
開
催
さ
れ
、
パ
ー
テ
ィ
の
中

で
「
折
角
の
縁
だ
か
ら
愛
知
へ
遠

征
す
る
か
ら
計
画
す
る
よ
う
に
」

と
の
要
望
が
あ
り
、
実
現
し
た
も

の
。
難
し
い
こ
と
と
は
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
緑
で
同
窓
と
の
交
歓

の
輪
が
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

（
愛
知
支
部
長
　
森
田
敏
二
三
）

女子秀麗会
（仁井ひろみ会長)

新企画「楽塾」を
スタート！
30周年迎え
さらに親睦の輪を

仁井ひろみ行政書士事務所
06-6925-1821

FAX 06-6925-1823

愛知支部
（森田敏二三支部長)

関西・愛知
親睦コンペ開催
交換の輪広がり期待

知多工業・森田敏二三
0562-33-5822

”

“
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〈各地支部だより〉

し
い
と
の
思
い
が
強
く
な
り
、

「
ま
た
来
年
も
来
よ
う
」
と
心
に

誓
っ
た
。

帰
り
は
Ｊ
Ｒ
で
、
昨
年
７
月
兒

島
先
生
歿
後
１
０
０
年
記
念
式
典

の
あ
っ
た
宇
和
島
へ
向
か
う
。
列

車
は
四
万
十
川
沿
い
に
走
り
、
咲

き
始
め
た
桜
や
満
開
の
菜
の
花
な

ど
、
車
窓
か
ら
の
絶
景
を
楽
し
み
、

こ
と
し
の
高
知
行
き
は
思
い
出
深

い
も
の
に
な
っ
た
。

（
池
田
支
部
長
　
古
川
　
智
）

４
月
16
日
、
春
の
陽
気
に
誘
わ

れ
た
24
人
が
集
い
、
交
野
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
親
善
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
た
。
久
方
の
再
会
に

会
話
が
弾
み
、
珍
プ
レ
ー
・
好
プ

レ
ー
が
続
出
、
和
や
か
な
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
今
大
会

に
は
、
最
年
長
の
中
　
章
氏
（
昭

25
経
卒
）
が
ご
出
席
く
だ
さ
り
、

ご
壮
健
か
つ
華
麗
な
テ
ィ
ー
シ
ョ

ッ
ト
に
後
輩
は
“活
”
を
い
た
だ

い
た
。

表
彰
式
で
は
、
幹
事
支
部
の
平

井
治
守
口
支
部
長
が
謝
恩
と
総
評

を
行
っ
た
。
清
水
英
俊
寝
屋
川
支

部
長
の

乾
杯
の

も
と
、

参
加
者

全
員
の

ご
健
康

と
ご
多

幸
を
祈

り
、
よ

り
一
層

の
近
隣

支
部
に

お
け
る
親
睦
と
団
結
を
掲
げ
、
閉

会
と
な
っ
た
。

次
回
は
、
枚
方
支
部
の
幹
事
で

初
秋
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

優
勝
　
今
井
邦
明
（
寝
屋
川
支
部
）、

準
優
勝
　
荒
木
尭
之
（
枚
方
支
部
）、

３
位
　
木
村
陸
司
（
交
野
支
部
）

（
守
口
支
部
幹
事
長
　
篠
原
　
勝
）

３
月
27
日
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
催
。
生
前
に
会
長
を
務

め
た
竹
田
輝
治
君
の
夫
人
の
初
参

加
も
花
を
添
え
、
穏
や
か
な
陽
光

の
な
か
、
一
同
傘
寿
に
近
い
年
齢

な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

成
績
は
、
優
勝
　
青
柳
敏
雄

（
経
）、
準
優
勝
　
大
津
淳
（
経
）。

ベ
ス
グ
ロ
は
青
柳
が
獲
得
。

次
回
は
、
10
月
９
日
（
金
）
に

花
屋
敷
ゴ

ル
フ
倶
楽

部
ひ
ろ
の

コ
ー
ス
で

開
催
の
予

定
。

（
日
高
由
雄
）

9
回
目
の
安
芸
球
場
訪
問

藪
田
部
長
ほ
か
も
激
励
に

３
月
12
日
、
高
知
県
安
芸
球
場

へ
野
球
部
の
激
励
に
向
か
っ
た
。

こ
と
し
で
９
回
目
の
訪
問
と
な
る
。

今
回
初
め
て
、
藪
田
貫
部
長

（
文
学
部
教
授
）、
岡
田
信
吾
Ｏ
Ｂ

会
長
、
応
援
団
本
部
と
体
育
会
本

部
幹
部
の
激
励
と
一
緒
に
な
っ
た
。

ス
タ
ン
ド
か
ら
も
数
人
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
見
つ
め
て
い
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
、
土
佐
監
督
以
下
、
１

２
０
人
の
部
員
が
と
こ
ろ
狭
し
と

動
き
回
り
、
キ
ビ
キ
ビ
と
練
習
に

励
ん
で

い
た
。

そ
ん
な

姿
を
見

て
い
る

と
、
早

く
土
佐

監
督
を

胴
上
げ

し
て
ほ

二九千里会
（河合義雄会長)

第39回ゴルフコンペ
青柳敏雄氏が優勝

ゴルフ幹事　日高由雄
078-581-3418

◇
大
分
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
大
仲
土
和

氏
就
任

１
月
16
日
付
。
大
仲
土
和
氏

（
お
お
な
か
・
つ
ち
か
ず
＝
昭
48
学
法
）

は
、
57
年
に
大
阪
地
検
検
事
任
官
。
平
成

７
年
司
法
修
習
所
教
官
、
12
年
松
山
地
検

次
席
検
事
の
あ
と
、
神
戸
地
検
刑
事
部
長
、

大
阪
地
検
総
務
部
長
、
同
特
捜
部
長
等
を

経
て
、
19
年
京
都
地
検
次
席
検
事
。
59
歳
。

◇
淡
路
市
長
に
門
康
彦
氏
再
選

４
月
26

日
に
投
開
票
さ
れ
た
淡
路
市
長
選
挙
で
、

門
康
彦
氏
（
か
ど
・
や
す
ひ
こ
＝
昭
43
学

文
）
が
再
選
を
果
た
し
た
。
門
氏
は
、
兵

庫
県
淡
路
県
民
局
長
、
企
業
庁
管
理
局
長
、

代
表
監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
。
平
成
17
年

４
月
に
津
名
郡
５
町
の
合
併
で
誕
生
し
た

淡
路
市
の
初
代
市
長
に
当
選
。
２
期
目
。

63
歳
。

◇
島
本
町
議
会
議
員
に
山
口
博
好
氏
再
選

４
月
12
日
に
投
開
票
さ
れ
た
島
本
町
議

会
選
挙
で
、
山
口
博
好
氏
（
や
ま
ぐ
ち
・

ひ
ろ
よ
し
＝
昭
50
学
商
）
が
当
選
し
た
。

民
主
現
で
２
期
目
。
56
歳
。

◇
宮
城
県
松
島
町
副
町
長
に
西
村
晃
一
氏

就
任

平
成
20
年
10
月
７
日
付
。
西
村
晃

一
氏
（
に
し
む
ら
・
こ
う
い
ち
＝
昭
55
学

社
）
は
、
55
年
宮
城
県
入
庁
。
総
務
部
秘

書
課
副
参
事
兼
課
長
補
佐
等
を
経
て
平
成

20
年
４
月
か
ら
教
育
庁
総
務
課
副
参
事
兼

課
長
補
佐
。
50
歳
。
任
期
は
４
年
間
。

◇
ト
ヨ
タ
自
動
車
・
井
川
正
治
専
務
が
次

期
社
長
含
み
で
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
副
社
長
に

就
任
。
６
月
下
旬
正
式
決
定
。
井
川
正
治

氏
（
い
か
わ
・
し
ょ
う
じ
＝
昭
48
学
工

機
・
50
Ｍ
工
）
は
、
昭
和
50
年
ト
ヨ
タ
自

動
車
工
業
（
現
ト
ヨ
タ
自
動
車
）
入
社
。

第
１
生
技
部
長
、
生
産
管
理
部
長
を
経
て

平
成
13
年
取
締
役
、
15
年
常
務
役
員
、
17

年
か
ら
専
務
。
59
歳
。

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
は
、
18
年
に
豊
田
工
機

と
光
洋
精
工
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
ト
ヨ

タ
グ
ル
ー
プ
の
工
作
機
械
と
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
。

◇
吉
本
興
業
社
長
に
大
崎
洋
氏
就
任

４

月
１
日
付
。
大
崎
洋
氏
（
お
お
さ
き
・
ひ

ろ
し
＝
昭
53
学
社
）
は
、
昭
和
53
年
同
社

入
社
。
平
成
11
年
東
京
制
作
本
部
統
括
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
取
締
役
、
専
務
を
経
て

18
年
か
ら
副
社
長
。
55
歳
。
人
気
お
笑
い

コ
ン
ビ
「
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
」
を
育
て
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。

吉
野
伊
佐
男
社
長
（
よ
し
の
・
い
さ

お
＝
昭
40
学
商
）
は
、
代
表
権
の
あ
る
会

長
に
就
任
。

◇
明
星
食
品
社
長
に
山
東
一
雅
氏
就
任

４
月
１
日
付
。
山
東
一
雅
氏
（
さ
ん
と

う
・
か
ず
ま
さ
＝
昭
51
学
商
）
は
、
昭
和

51
年
日
清
食
品
（
現
日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
）
入
社
。
平
成
17
年
執
行
役
員

大
阪
営
業
部
長
、
20
年
２
月
明
星
食
品
常

務
、
同
年
６
月
専
務
。
56
歳
。

◇
メ
ビ
ッ
ク
ス
社
長
に
小
野
起
代
己
氏
就

任

５
月
１
日
付
。
小
野
起
代
己
氏
（
お

の
・
き
よ
み
＝
昭
56
学
工
応
）
は
、
昭
和

56
年
ミ
ド
リ
十
字
（
現
田
辺
三
菱
製
薬
）

入
社
。
平
成
18
年
メ
ビ
ッ
ク
ス
入
社
、
19

年
副
社
長
。
50
歳
。

京阪沿線近隣支部

第17回
親善ゴルフ大会
寝屋川の今井氏が優勝

守口支部　篠原　勝
06-6998-5115
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〈各地支部だより〉

西
畑
勝
美
（
に
し
は
た
・
か
つ
み
＝
昭

31
学
商
、
淀
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
取
締
役

会
長
、
高
槻
島
本
支
部
幹
事
、
校
友
会
代

議
員
）
平
成
20
年
６
月
５
日
死
去
。
76
歳
。

高
槻
市
。

上
司
延
明
（
か
み
つ
か
さ
・
の
ぶ
あ

き
＝
昭
39
学
法
、
元
大
阪
商
工
会
議
所
・

中
小
企
業
相
談
所
経
営
指
導
員
）
10
月
17

日
死
去
。
68
歳
。
奈
良
市
。

三
浦
義
一
（
み
う
ら
・
よ
し
い
ち
＝
昭

13
大
予
一
・
16
大
法
）
10
月
23
日
死
去
。

94
歳
。
奈
良
市
。

長
谷
　
茂
（
は
せ
・
し
げ
る
＝
昭
30
学

文
）
10
月
24
日
死
去
。
78
歳
。
堺
市
。

井
上
志
郎
（
い
の
う
え
・
し
ろ
う
＝
昭

34
学
文
）
11
月
５
日
死
去
。
73
歳
。
西
宮

市
。毛

利
卓
二
（
も
う
り
・
た
く
じ
＝
昭
18

二
商
・
22
専
一
法
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）
12
月
９
日
死
去
。
82
歳
。
神
戸
市
。

福
井
英
治
（
ふ
く
い
・
え
い
じ
＝
昭
26

専
一
法
）
12
月
15
日
死
去
。
82
歳
。
阪
南

市
。川

嵜
彌
一
郎
（
か
わ
さ
き
・
や
い
ち
ろ

う
＝
昭
18
二
商
、
元
大
阪
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）
12
月
30
日
死
去
。

83
歳
。
大
阪
市
。

加
藤
一
朗
（
か
と
う
・
い
ち
ろ
う
＝
名

誉
教
授
・
元
文
学
部
教
授
、
専
門
は
エ
ジ

プ
ト
史
）
平
成
21
年
１
月
24
日
死
去
。
87

歳
。高

田
仁
吉
（
た
か
だ
・
じ
ん
き
ち
＝
昭

25
専
二
英
、
名
和
珠
算
習
字
教
場
自
営
）

１
月
28
日
死
去
。
83
歳
。
尼
崎
市
。

波
田
栄
弘
（
は
だ
・
し
げ
ひ
ろ
＝
昭
17
専

二
法
）
２
月
７
日
死
去
。
86
歳
。
高
槻
市
。

太
田
真
次
（
お
お
た
・
ま
さ
じ
＝
昭
33

学
経
）
２
月
24
日
死
去
。
76
歳
。
京
都
市
。

小
泉
義
勝
（
こ
い
ず
み
・
よ
し
か
つ
＝

元
文
学
部
教
授
、
専
門
は
ロ
シ
ア
語
・
ロ

シ
ア
科
学
史
）
２
月
28
日
死
去
。
89
歳
。

高
槻
市
。

松
下
　
誠
（
ま
つ
し
た
・
ま
こ
と
＝
昭

31
学
法
）
３
月
３
日
死
去
。
76
歳
。
東
京

都
練
馬
区
。

鯛
中
　
弘
（
た
い
な
か
・
ひ
ろ
し
＝
昭

19
専
二
経
）
３
月
４
日
死
去
。
85
歳
。
神

戸
市
。

熊
田
　
潔
（
く
ま
た
・
き
よ
し
＝
昭
12

大
予
一
・
15
大
法
、
毎
日
新
聞
社
終
身
名

誉
職
員
）
３
月
６
日
死
去
。
91
歳
。
豊
中

市
。岸

本
敏
一
（
き
し
も
と
・
と
し
か
ず
＝

昭
14
二
商
・
16
専
二
商
、
元
放
送
劇
作
家
）

３
月
12
日
死
去
。
89
歳
。
西
宮
市
。

辻
　
治
幸
（
つ
じ
・
は
る
ゆ
き
＝
昭
37

学
法
、
シ
ン
ド
ウ
工
業
総
務
部
、
校
友
会

代
議
員
）
３
月
30
日
死
去
。
69
歳
。
堺
市
。

古
隅
和
生
（
ふ
る
ず
み
・
か
ず
お
＝
昭

44
学
法
）
４
月
４
日
死
去
。
63
歳
。
兵
庫

県
神
崎
郡
。

谷
本
満
壽
夫
（
た
に
も
と
・
ま
す
お
＝

昭
22
大
予
、
谷
本
印
刷
会
長
、
前
校
友
会

代
議
員
、
前
西
支
部
支
部
長
）
４
月
９
日

死
去
。
83
歳
。
大
阪
市
。

小
林
脩
一
（
こ
ば
や
し
・
し
ゅ
う
い

ち
＝
昭
30
一
高
・
34
学
法
、
小
林
産
業
代

表
取
締
役
、
元
校
友
会
代
議
員
）
４
月
14

日
死
去
。
73
歳
。
伊
丹
市
。

川
原
長
明
（
か
わ
は
ら
・
ち
ょ
う
め

い
＝
昭
31
学
文
）
４
月
17
日
死
去
。
83
歳
。

垂
水
市
。

児
島
惟
謙
先
生
胸
像

寄
贈
を
記
念
し
て
植
樹

平
成
19
年
７
月
２
日
、
関
西
法

律
学
校
の
校
祖
で
あ
る
、
児
島
惟

謙
先
生
の
胸
像
と
台
座
が
ご
令
孫

の
兒
島
鐵
也
氏
か
ら
関
西
大
学
に

寄
贈
さ
れ
た
（
児
島
惟
謙
館
玄
関

ホ
ー
ル
に
設
置
）。
こ
の
胸
像
の

寄
贈
を
記
念
し
て
、
仲
介
の
労
を

と
っ
た
池
田
支
部
長
の
古
川
智
氏

（
昭
31
学
法
）
か
ら
、
記
念
植
樹

の
申
し
出
が
あ
り
、
上
原
洋
允
理

事
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
出
席
し

て
、
21
年
４
月
10
日
、
児
島
惟
謙

館
前
に
五
葉
松
を
植
樹
し
た
。

古
川
氏
は
、
児
島
惟
謙
先
生
を

敬
愛
さ
れ
、
東
京
都
品
川
区
に
あ

る
墓
所
・
海
晏
寺
や
愛
媛
県
宇
和

島
市
に
あ
る
生
誕
地
や
銅
像
な
ど
、

大
い
な
る
情
熱
を
も
っ
て
児
島
惟

謙
に
ま
つ
わ
る
事
跡
を
幾
度
と
な

く
訪
ね
て
い
る
。

卒
論
の
文
芸
作
品
が

「
三
田
文
学
」
に
掲
載

こ
の
春
卒
業
し
た
文
学
部
の
学

生
が
、
卒
業
論
文
と
し
て
書
い
た

文
芸
作
品
が
『
三
田
文
学
』
２
０

０
９
年
春
季
号
の
「
学
生
創
作
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。

慶
應
義
塾
生
以
外
の
作
品
が
掲
載

さ
れ
る
の
は
珍
し
い
と
の
こ
と
。

作
者
は
、
蔵
戸
晋
悟
さ
ん
（
平

21
学
文
）。
文
学
部
・
文
化
共
生

学
専
修
の
澤
井
茂
夫
（
繁
男
）
教

授
が
担
当
し
た
、
卒
論
を
文
芸
作

品
で
提
出
す
る
と
い
う
３
年
次
か

ら
２
年
間
に
わ
た
る
講
義
・
演
習

の
受
講
者
で
、
作
品
は
「
父
に
告

げ
る
」。

澤
井
先
生
が
、
こ
の
「
文
芸
創

作
講
座
」
を
実
施
し
た
い
き
さ
つ
、

学
生
、
特
に
蔵
戸
さ
ん
と
の
や
り

と
り
等
を
解
説
し
て
お
り
、
作
品

に
つ
い
て
は
「
脳
死
状
態
の
父
に

向
か
っ
て
、
率
直
な
心
情
吐
露
で

成
り
立
っ
て
い
る
こ
の
作
品
の
持

ち
味
は
あ
と
ふ
た
つ
―
―
そ
の
絶

妙
な
大
阪
弁
。
そ
れ
と
全
編
を
つ

ら
ぬ
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
透
明
な
文

体
の
醍
醐
味
で
は
な
か
ろ
う
か
」

と
語
っ
て
い
る
。
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掲
載
は
、
組
織
名
、
開
催
日
時
、
場
所

（
会
費
、
連
絡
先
・
電
話
番
号
）
の
順
。

【
本
部
関
係
】（
平
成
21
年
度
確
定
分
）

▽
第
93
回
定
時
代
議
員
会

６
月
13
日

（
土
）
午
後
１
時
半
　
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
・
１
０
０
周
年
記
念
会
館

▽
平
成
21
年
度
全
国
組
織
代
表
者
会
議

７
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
半
　
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
・
１
０
０
周
年
記
念
会
館

▽
平
成
21
年
度
校
友
総
会

10
月
18
日

（
日
）
午
後
１
時
　
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・

Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１
０
０

▽
第
36
回
事
業
部
見
学
会

11
月
21
日

（
土
）
時
間
・
場
所
未
定

▽
平
成
22
年
校
友
会
新
年
互
礼
会

22
年

１
月
15
日
（
金
）
午
後
６
時
　
新
阪
急
ホ

テ
ル

▽
第
94
回
定
時
代
議
員
会

22
年
３
月
27

日
（
土
）
午
後
１
時
半
　
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
・
１
０
０
周
年
記
念
会
館

【
地
域
支
部
】

▽
門
真
支
部
総
会

５
月
29
日
（
金
）
午

後
６
時
　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
松
心
会
館

（
協
和
金
属
・
村
西
巍
＝
０
７
２
―
８
８
１

―
０
４
６
６
）

▽
藤
井
寺
支
部
総
会

５
月
30
日
（
土
）

午
後
４
時
　
こ
も
だ
（
技
建
設
計
・
本
間

敏
司=

06
―
６
５
３
３
―
５
１
４
５
）

▽
東
淀
川
支
部
・
淀
川
支
部
合
同
総
会

５
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
　
十
三
・
ホ

テ
ル
プ
ラ
ザ
オ
ー
サ
カ
（
東
淀
川
支
部
・

木
川
高
志
＝
06
―
６
３
２
５
―
５
９
１
８
、

淀
川
支
部
・
塚
田
邦
彦
＝
06
―
６
３
０
９

―
２
７
５
１
）

▽
神
戸
支
部
総
会

６
月
５
日
（
金
）
午

後
６
時
半
　
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
（
東

光
商
会
・
志
水
利
達
＝
０
７
８
―
４
５
３

―
２
２
１
１

▽
九
州
・
山
口
・
広
島
支
部
対
抗
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ

６
月
６
日
（
土
）
午
前
９

時
　
佐
賀
市
富
士
町
・
フ
ジ
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
１
万
３
千
円
＝
会
費
・
昼
食
代

含
む
。
当
番
幹
事
・
佐
賀
千
里
会
、
松
永

久
光
幹
事
長
＝
０
９
０
―
４
９
９
２
―
３

３
０
０
）
当
日
夕
刻
、
近
く
の
リ
バ
ー
サ

イ
ド
ホ
テ
ル
川
上
（
さ
が
健
康
ラ
ン
ド
内
）

で
懇
親
会
（
１
万
円
＝
１
泊
２
食
、
飲
み

放
題
）

▽
富
山
県
支
部
総
会

６
月
６
日
（
土
）

午
後
４
時
　
富
山
市
呉
羽
山
公
園
・
万
里

摩
理
（
８
千
円
、
佐
野
治
人=

０
７
６
６

―
23
―
７
６
３
４
）

▽
大
阪
狭
山
支
部
総
会

６
月
６
日
（
土
）

午
後
５
時
半
　
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル

（
８
千
円
、
同
伴
家
族
６
千
円
、
30
歳
以

下
・
新
卒
無
料
。
花
崎
光
輝
＝
０
７
２
―

３
６
６
―
３
１
２
０
）

▽
摂
津
支
部
総
会

６
月
６
日
（
土
）
午

後
６
時
　
ホ
テ
ル
日
航
茨
木
大
阪
（
エ
イ

ブ
ル
・
阿
部
賞
久=

06
―
６
３
８
７
―
１

６
９
１
）

▽
豊
能
支
部
総
会

６
月
７
日
（
日
）
午

前
11
時
半
　
妙
見
口
・
か
め
た
に
本
店

（
石
山
博
康
＝
０
７
２
―
７
３
８
―
０
１
９

２
）

▽
堺
支
部
総
会

６
月
14
日
（
日
）
午
後

３
時
　
ホ
テ
ル
第
一
堺
（
鍋
島
均
＝
０
７

２
―
２
８
４
―
１
４
１
２
）

▽
北
支
部
・
都
島
支
部
合
同
総
会
　
６
月

20
日
（
土
）
午
後
６
時
半
　
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
レ
　
ラ
・
ス
ー
ル
大
阪
（
北
支
部
・
前

田
正
＝
06
―
６
３
５
１
―
１
３
３
１
、
都

島
支
部
・
野
村
富
雄
＝
06
―
６
９
５
１
―

８
１
５
５
）

▽
東
大
阪
支
部
総
会

６
月
20
日
（
土
）

午
後
６
時
半
　
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪

（
岩
崎
事
務
所
・
岩
崎
英
夫
＝
０
７
２
―
９

６
６
―
０
１
１
１
）

▽
京
都
支
部
発
足
70
周
年
記
念
総
会

６

月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
　
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
（
１
万
円
、
21
年
新
卒

業
生
無
料
、
家
族
５
千
円
。
い
ぐ
ち
・
井

口
俊
博
＝
０
７
５
―
３
５
１
―
２
１
１
２
）

▽
八
尾
支
部
結
成
50
周
年
記
念
総
会

６

月
28
日
（
日
）
午
前
11
時
　
シ
ェ
ラ
ト
ン

都
ホ
テ
ル
大
阪
（
青
砥
申
生
＝
０
７
２
９
―

92
―
３
１
９
０
）

▽
河
内
長
野
支
部
創
設
50
周
年
記
念
総
会

７
月
４
日
（
土
）
午
後
３
時
　
河
内
長
野

荘
（
上
奥
雅
勇
＝
０
７
２
１
―
63
―
３
４

５
７
）

▽
岡
山
支
部
総
会

７
月
４
日
（
土
）
午

後
４
時
　
全
日
空
ホ
テ
ル
岡
山
（
田
淵
自

動
車
鈑
金
塗
装
所
＝
０
８
６
―
２
２
２
―

７
０
７
６
）

▽
豊
中
支
部
総
会

７
月
４
日
（
土
）
午

後
５
時
　
ホ
テ
ル
・
ア
イ
ボ
リ
ー
（
横
畠

正
秀
＝
06
―
６
３
３
１
―
２
２
７
５
）

▽
北
勢
支
部
総
会

７
月
４
日
（
土
）
午

後
５
時
　
四
日
市
市
・
場
所
未
定
（
中
村

民
夫
＝
０
５
９
４
―
46
―
３
０
１
９
）

▽
福
島
支
部
総
会

７
月
４
日
（
土
）
午

後
６
時
半
　
中
之
島
プ
ラ
ザ
（
宮
腰
健

次
＝
06
―
６
４
５
３
―
０
５
１
９
）

▽
岡
山
支
部
ゴ
ル
フ
大
会

７
月
５
日

（
日
）
金
陵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▽
富
田
林
支
部
50
周
年
記
念
総
会
　
７
月

12
日
（
日
）
午
前
11
時
　
ス
バ
ル
ホ
ー

ル
・
小
ホ
ー
ル
（
７
千
円
、
野
島
努
＝
０

７
２
１
―
32
―
３
１
９
０
）

▽
福
岡
千
里
会
総
会

７
月
17
日
（
金
）

午
後
６
時
半
　
グ
ラ
ン
ド
・
ハ
イ
ア
ッ

ト
・
福
岡
（
安
藤
造
園
土
木
・
白
木
成
光

=

０
９
２
―
８
４
１
―
４
１
４
１
）

▽
北
九
州
支
部
総
会

７
月
18
日
（
土
）

午
後
６
時
半
　
小
倉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ

ル
（
岩
水
秀
一=

０
９
３
―
２
４
６
―
３

８
３
３
）

▽
佐
賀
千
里
会
総
会

７
月
19
日
（
日
）

午
前
11
時
半
　
櫓
庵
治
（
坂
井
正
彦=

０

９
５
２
―
44
―
２
０
６
４
）

▽
大
分
千
里
会
総
会

７
月
20
日
（
祝
）

午
後
６
時
半
　
大
分
全
日
空
ホ
テ
ル
オ
ア

シ
ス
タ
ワ
ー
（
竹
村
浩
太
郎=

０
９
０
―

５
９
２
０
―
２
１
０
０
）

▽
高
槻
島
本
支
部
総
会

７
月
26
日
（
日
）

午
後
４
時
半
　
た
か
つ
き
京
都
ホ
テ
ル

（
コ
ヤ
マ
カ
ン
パ
ニ
ー
内
・
支
部
事
務
担

当
＝
０
７
２
―
６
８
２
―
２
５
２
５
）

▽
河
内
長
野
支
部
創
設
50
周
年
記
念
行
事

８
月
１
日
（
土
）

河
内
長
野
ラ
ブ
リ
ー

ホ
ー
ル

▽
鹿
児
島
千
里
会
総
会

８
月
１
日
（
土
）

午
後
６
時
半
　
場
所
未
定
（
時
任
博
幸=

０
９
９
―
２
６
４
―
７
８
０
６
）

▽
宮
崎
千
里
会
総
会

８
月
２
日
（
日
）

正
午
　
宮
銀
健
保
会
館
（
山
口
道
雄=

０

９
８
５
―
22
―
７
２
４
３
）

▽
熊
本
県
支
部
総
会

８
月
３
日
（
月
）

午
後
７
時
　
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

（
祐
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
宮
田
忠
明=

０

９
６
―
３
４
０
―
１
１
６
７
・
F
A
X
０

９
６
―
３
４
０
―
１
６
６
７
）

▽
茨
木
支
部
総
会

８
月
６
日
（
木
）
午

後
６
時
半
　
ホ
テ
ル
日
航
茨
木
大
阪
（
新

卒
校
友
無
料
招
待
、
小
西
盛
人
＝
０
９
０

―
１
８
９
７
―
５
２
４
７
）

▽
広
島
支
部
総
会

８
月
22
日
（
土
）

時
間
・
場
所
未
定
（
コ
ダ
マ
・
児
玉
靖
＝

０
８
２
―
２
８
２
―
３
７
２
７
）

▽
山
口
千
里
会
25
周
年
記
念
総
会
　
８
月

29
日
（
土
）
午
後
７
時
　
山
口
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
（
北
乘
吉
道
＝
０
８
３
９
―
８
６

―
２
６
２
６
）

▽
尼
崎
支
部
設
立
70
周
年
記
念
総
会
　
９

月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
（
住
谷
昌
昭
＝
06
―
６

４
１
６
―
１
５
０
６
）

▽
首
都
圏
支
部
連
合
会
総
会
・
懇
親
会

９
月
18
日
（
金
）
午
後
６
時
　
関
西
大
学

東
京
セ
ン
タ
ー
（
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ

ー
＝
03
―
３
２
１
１
―
１
６
７
０
）

▽
吹
田
支
部
総
会

９
月
26
日
（
土
）
午

後
２
時
　
メ
イ
シ
ア
タ
ー
・
１
階
集
会
室

（
１
万
円
、
女
性
７
千
円
、
21
年
新
卒
生
無

料
。
日
隆
産
業
・
谷
　
康
司
＝
06
―
６
３

２
９
―
４
４
２
４
）

▽
大
阪
中
央
支
部
総
会

９
月
26
日
（
土
）

午
後
６
時
　
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
（
伊
藤

晃
充
＝
06
―
６
８
８
１
―
１
７
０
３
）

【
職
域
会
ほ
か
団
体
】

▽
関
大
大
阪
倶
楽
部
春
の
総
会

５
月
31

日
（
日
）
午
前
９
時
出
発
　
太
融
寺
北
側

（
東
急
イ
ン
向
か
い
）
集
合
、
奈
良
・
西
大

寺
〜
秋
篠
寺
〜
元
興
寺
〜
な
ら
ま
ち
（
１

万
１
千
円
、
校
友
会
事
務
局
＝
06
―
６
３

６
８
―
０
０
４
１
）

▽
イ
エ
ロ
ー
サ
ブ
マ
リ
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

総
会

６
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
半

ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル
大
阪
）

▽
3
部
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

６
月
11
日

（
木
）
午
前
８
時
　
愛
宕
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
天
六
同
友
会
・
石
井
國
男
＝
06
―
６
３
６

４
―
６
８
１
６
）

▽
経
済
人
ク
ラ
ブ
第
1
8
3
回
例
会

６

月
15
日
（
月
）
午
後
６
時
　
新
阪
急
ホ
テ

ル
（
寺
内
俊
太
郎
校
友
会
長
の
講
演
、
校

友
会
事
務
局
＝
06
―
６
３
６
８
―
０
０
４

１
）

▽
神
戸
市
役
所
関
大
倶
楽
部
総
会

６
月

15
日
（
月
）
午
後
６
時
半
　
神
戸
東
急
イ

ン
（
環
境
局
庶
務
課
　
岡
田
宏
二
＝
０
７

８
―
３
２
２
―
５
３
７
７
）

▽
天
六
同
友
会
総
会

６
月
20
日
（
土
）

午
後
２
時
　
校
友
・
父
母
会
館
（
下
垣
法

律
事
務
所
＝
06
―
６
２
６
４
―
７
５
０
３
）

▽
堺
市
役
所
関
友
会
総
会

６
月
26
日

（
金
）
午
後
６
時
半
　
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
堺
（
子
育
て
支
援
部
・
曽
根
正
美
＝

０
７
２
―
２
２
８
―
７
５
２
２
）

▽
葦
文
会
総
会

６
月
27
日
（
土
）
午
前

11
時
半
　
校
友
・
父
母
会
館
（
６
千
円
、

平
成
以
降
卒
は
３
千
円
。
三
坂
登
記
事
務

所
・
三
坂
友
章
＝
０
９
０
―
５
１
５
８
―

７
２
５
９
）

▽
女
子
秀
麗
会
総
会

６
月
28
日
（
日
）

午
前
11
時
　
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪

（
仁
井
行
政
書
士
事
務
所
・
仁
井
ひ
ろ
み
＝

06
―
６
９
２
５
―
１
８
２
１
）

▽
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
創
部
50
周
年
記
念

演
奏
会

６
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時

メ
イ
シ
ア
タ
ー
・
大
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
、

松
崎
幸
一
＝
06
―
６
７
６
３
―
０
４
４
３
）

▽
東
京
経
済
人
倶
楽
部
交
歓
会

６
月
29

日
（
月
）
午
後
７
時
　
場
所
未
定
（
関
西

大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
＝
03
―
３
２
１
１
―

１
６
７
０
）

▽
応
援
団
Ｏ
Ｂ
千
成
会
創
設
50
周
年
記
念

総
会

７
月
４
日
（
土
）
午
前
11
時
半

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
田
中
正
喜
＝

06
―
６
４
９
９
―
１
９
４
８
）

▽
体
育
会
自
動
車
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会

７
月

５
日
（
土
）
正
午
　
１
０
０
周
年
記
念
会

館
・
レ
ス
ト
ラ
ン
紫
紺
（
小
笹
正
嗣=

０

７
５
―
３
１
２
―
１
２
５
１
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ク
ラ
ブ
七
夕
総
会

７

月
７
日
（
火
）
午
後
７
時
　
ニ
ュ
ー
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
北
大
使
館
（
関
西
舶
用
・
中
井
邦

夫
＝
06
―
６
５
７
２
―
１
０
２
１
）

▽
司
法
書
士
試
験
合
格
祝
賀
会

７
月
15

日
（
水
）
午
後
６
時
　
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
（
塩
田
司
法
書
士
事
務
所
・
塩
田

貴
美
代
＝
06
―
６
９
４
３
―
１
７
２
４
）

▽
自
動
車
関
大
会
総
会

７
月
15
日
（
水
）

午
後
６
時
45
分
　
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ

ー
（
大
阪
ト
ヨ
タ
自
動
車
経
理
グ
ル
ー

プ
・
中
野
吾
一
＝
06
―
６
４
５
１
―
６
８

５
３
）

▽
博
修
士
会
総
会

８
月
１
日
（
土
）
午

後
２
時
　
校
友
・
父
母
会
館
（
シ
ス
テ
ム

理
工
学
部
・
緒
方
正
則
＝
06
―
６
３
６
８

―
１
１
２
１
）

▽
廣
田
（
君
美
）
ゼ
ミ
設
立
40
周
年
記
念
ゼ

ミ
大
会

８
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
１
０
０
周
年
記
念

会
館
（
１
万
円
、
夫
婦
同
伴
は
１
万
６
千

円
、
お
祝
金
１
口
３
千
円
。
山
野
晃
＝
０

９
０
―
５
０
１
１
―
１
４
５
２
、
ま
た
は

大
阪
国
際
大
学
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
内
・
山

野
＝
06
―
６
９
０
２
―
０
７
９
１
内
線
２

４
３
５
）

▽
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
部
60
周
年
記
念
式
典

９
月
27
日
（
日
）
正
午
　
ド
ー
ン
セ
ン
タ

ー
（
大
阪
府
立
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
）
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大
武
健
一
郎
（
客
員
教
授
）
著

『
大
変
！
―
そ
の
原
因

と
対
応
―
』

か
ん
き
出
版
　
刊

定
価
１
５
７
５
円

著
者
は
財
務
省
（
旧
大
蔵
省
）

主
税
局
長
、
国
税
庁
長
官
時
代
に

は
日
米
租
税
条
約
の
改
訂
に
奔
走

す
る
な
ど
輝
か
し
い
実
績
を
有

し
、
退
官
後
は
商
工
中
金
副
理
事

長
を
経
て
、
大
塚
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
代
表
取
締
役
副
会
長
、
T
K

C
全
国
会
筆
頭
副
会
長
を
務
め
る

傍
ら
現
在
一
流
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

と
し
て
の
評
価
が
高
い
。

各
章
で
は
、
そ
の
「
大
変
」
の

本
質
・
戦
略
が
実
例
で
分
り
や
す

く
書
か
れ
て
い
る
。

大
変
と
は
、
「
大
き
な
変
化
」

で
あ
り
、
精
神
的
に
若
い
人
に
と

っ
て
、
変
化
は
挑
戦
す
る
価
値
の

あ
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
の
大
変
の
本
質
は
経
営
者
と
株

主
の
短
期
的
利
益
だ
け
を
追
求

し
、
従
業
員
も
地
域
社
会
の
こ
と

も
考
え
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま

た
環
境
を
重
視
し
な
い
製
造
業
の

つ
け
が
き
て
い
る
と
一
刀
両
断
す

る
。一

方
、
日
本
の
「
大
変
」
の
本

質
は
超
高
齢
化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

の
資
源
制
約
・
環
境
制
約
の
顕
在

化
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
金
融

万
能
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
の
時
代
へ

で
は
、
高
機
能
素
材
・
環
境
技
術

に
優
れ
・
感
性
が
生
み
出
す
モ
ノ

づ
く
り
日
本
の
出
番
の
時
代
で
あ

る
と
説
く
。
そ
れ
に
は
現
場
力
を

生
か
す
日
本
型
経
営
を
再
認
識
し

経
営
者
と
従
業
員
が
一
体
と
な
る

本
来
の
姿
に
戻
る
べ
き
で
あ
る
。

例
え
ば
税
理
士
の
役
割
は
、
単

に
税
務
申
告
の
た
め
に
の
み
存
在

す
る
の
で
は
な
く
、
管
理
会
計
に

よ
り
「
経
営
計
画
」
を
測
定
し
、

将
来
の
変
化
に
対
す
る
対
応
策
・

解
決
策
を
作
成
す
る
「
未
来
会
計
」

に
精
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
。
本
書
は
今
世
界
的
大
不
況

を
読
み
解
き
、
企
業
人
と
し
て
ど

う
こ
の
難
局
を
切
り
拓
い
て
ゆ
く

か
の
ヒ
ン
ト
が
満
載
さ
れ
て
お

り
、
強
く
そ
の
一
読
を
勧
め
る
も

の
で
あ
る
。

（
商
学
部
教
授
　
大
倉
雄
次
郎
）

石
山
博
康
（
昭
58
学
法
）
著

『
ゆ
っ
た
り
ゆ
っ
く
り

―
二
兎
を
得
た
大
学
人
生
―
』

関
西
大
学
出
版
部
　
刊

定
価
１
４
０
０
円
＋
税

関
西
大
学
職
員
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
部
署
に
精
通
し
、
今
も
な
お

東
京
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
傍

ら
、
趣
味
の
世
界
で
は
自
作
Ｃ
Ｄ

を
持
ち
、
各
地
の
老
人
ホ
ー
ム
を

は
じ
め
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
場

所
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
歌
の
慰
問

活
動
を
行
っ
て
い
る
プ
ロ
級
の
歌

い
手
で
あ
る
著
者
が
、
45
年
に
及

ぶ
長
い
大
学
人
人
生
の
中
や
趣
味

の
歌
手
活
動
で
経
験
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
軽
妙
洒
脱
な

筆
致
で
綴
る
。

第
一
楽
章
「
大
学
を
生
き
る
」

で
は
、
現
在
の
関
西
大
学
が
東
京

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
姿
に
納
得
し
、
第
二
楽
章

「
歌
を
生
き
る
」
で
は
、
著
者
の

歌
に
か
け
る
熱
い
想
い
に
感
心

し
、
第
三
楽
章
「
明
日
を
生
き
る
」

で
は
、
著
者
の
来
し
方
に
涙
す
る
。

い
ず
れ
も
含
蓄
あ
ふ
れ
る
人
生
エ

ッ
セ
イ
で
あ
り
、
夢
を
紡
ぎ
、
夢

を
追
い
か
け
て
き
た
著
者
が
、
私

た
ち
に
贈
る
人
生
応
援
歌
と
も
な

っ
て
い
る
。

（
関
西
大
学
学
術
情
報
事
務
局

次
長
　
熊
　
博
毅
）

桜
本
将
樹
（
平
７
Ｍ
工
）
著

『
近
代
建
築

世
界
一
周
』

Ａ
Ｄ
Ｐ
　
刊

定
価
２
２
０
０
円+

税

関
大
出
身
の
建
築
家

桜
本
将

樹
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
求
め

て
、
世
界
一
周
の
旅
を
し
た
時
の

記
録
が
、
著
者
自
身
の
撮
影
に
よ

る
美
し
い
写
真
と
文
章
に
よ
り
綴

ら
れ
、
そ
の
感
動
が
リ
ア
ル
に
伝

わ
る
癒
し
の
一
冊
。

１
年
３
６
５
日
を
か
け
て
行
っ

た
建
築
探
訪
の
記
録
は
、
訪
問
し

た
国
46
カ
国
、
訪
ね
た
建
築
物
１

０
０
０
件
を
超
え
、
写
真
点
数
10

万
枚
以
上
。
そ
の
中
か
ら
厳
選
さ

れ
た
１
０
１
作
品
は
、
世
界
中
の

近
代
建
築
を
網
羅
し
な
が
ら
、
現

代
の
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
の
建
築
を

も
収
録
し
て
お
り
、
建
築
を
学
ぶ

学
生
の
バ
イ
ブ
ル
そ
の
も
の
。
な

に
よ
り
も
、
一
般
の
人
が
み
て
も

美
し
い
風
景
の
写
真
と
、
実
際
の

著
者
の
旅
を
辿
っ
た
構
成
が
、
読

者
を
旅
の
中
に
引
き
込
ん
で
い
き

ま
す
。

巻
末
の
建
築
作
品
毎
の
評
価
表

は
、
建
築
を
知
ら
な
い
読
者
や
、

こ
れ
か
ら
建
築
を
学
ぶ
人
に
も
興

味
深
く
、
ま
た
、
３
６
５
日
の
世

界
一
周
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
圧
巻
。

建
築
を
紹
介
し
た
本
で
す
が
、
著

者
の
写
真
と
文
章
は
、
建
築
を
通

し
て
、
世
界
各
国
の
空
や
景
色
が

美
し
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、
建
築

を
専
門
と
し
て
い
な
い
読
者
に
と

っ
て
も
、
読
み
終
え
た
と
き
に
は
、

自
分
も
世
界
一
周
を
し
て
き
た
、

そ
ん
な
感
動
に
浸
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
著
者
の
言
う
と
お
り
、
ま

さ
に
、
今
す
ぐ
に
で
も
、
こ
の
本

を
持
っ
て
旅
に
出
た
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
多
く
の
建
築
作
品
を

見
て
み
た
い
と
い
う
思
い
と
、
ま

た
、
建
築
以
外
の
旅
の
写
真
や
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
世
界
一
周
の
た
め

の
旅
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
も
知
り
た

い
と
い
う
要
求
に
駆
ら
れ
ま
す
。

著
者
に
は
、
そ
の
あ
た
り
の
情
報

を
含
め
た
続
編
の
出
版
を
、
是
非

と
も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
昭
61
学
工
　
谷
口
欣
久
）
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千
田
禎
一
（
昭
35
学
商
）
著

『
千
日
前
道
具
屋
筋

千
田

〜
大
阪
く
い
だ
お
れ
経
済
学
』

エ
ン
タ
イ
ト
ル
出
版
　
刊

定
価
１
０
０
０
円
＋
税

表
紙
の
帯
に
「
商
い
の
本
場
大

阪
の
ど
真
ん
中
！
千
日
前
道
具
屋

筋
で
１
１
６
年
！！
老
舗
千
田
の
経

営
の
極
意
、
全
公
開
！
」
と
あ
る

よ
う
に
、
本
書
に
は
、
千
田
金
物

店
と
し
て
開
業
以
来
、
１
世
紀
以

上
に
亘
り
大
阪
千
日
前
に
根
を
張

っ
て
商
売
を
し
、
厨
房
機
器
の
総

合
商
社
と
し
て
、
さ
ら
に
「
食
文

化
の
明
日
を
創
造
す
る
総
合
生
活

産
業
」
へ
と
発
展
し
て
き
た
千
田

の
経
営
の
極
意
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま

っ
て
い
る
。

本
書
は
、「
道
具
屋
筋
千
田
の

歩
み
と
大
阪
」「
千
田
、
商
売
の

現
場
か
ら
　
そ
の
１
」
「
千
田
、

商
売
の
歩
み
　
そ
の
２
」「
千
田

社
長
に
聞
く
、
千
田
流
経
営
の
極

意
」「
商
売
に
対
す
る
質
問
、
何

で
も
聞
い
て
や
」「
千
田
の
基
礎

知
識
」
の
６
章
か
ら
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
章
で
、
企
業
の
在
り

方
、
経
営
の
在
り
方
、
従
業
員
の

育
て
方
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
が
語

ら
れ
て
い
る
が
、
全
編
を
通
じ
て

流
れ
て
い
る
の
は
、「
共
存
共
栄

の
精
神
で
お
互
い
が
頑
張
っ
て
い

く
こ
と
が
肝
要
や
。
世
話
に
な
っ

た
人
に
は
必
ず
恩
返
し
を
す
る
、

ま
た
す
る
よ
う
に
商
売
の
道
に
励

む
」
と
い
う
、
祖
母
・
せ
い
か
ら

父
・
敝
一
郎
（
先
代
社
長
）、
そ

し
て
禎
一
社
長
へ
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
商
売
人
の
意
気
と
信
条
。

そ
し
て
、
緻
密
な
状
況
分
析
の
も

と
「
一
歩
先
を
考
え
て
行
動
す
る
」

禎
一
社
長
の
ポ
リ
シ
ー
が
み
え
て

く
る
。

表
紙
を
飾
る
禎
一
社
長
の
笑
顔

も
魅
力
的
だ
。

（
編
集
子
・
Ｎ
）

大
倉
雄
次
郎
（
商
学
部
教
授
）
著

「
最
新
会
計
基
準
の

基
礎
―
理
論
と
計
算
―
」

税
務
経
理
協
会
　
刊

定
価
２
４
０
０
円
＋
税

本
書
の
特
徴
は
、
現
在
の
わ
が

国
の
会
計
制
度
の
本
質
的
な
部
分

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る

点
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
産
自

動
車
の
ゴ
ー
ン
社
長
が
改
革
初
年

度
に
多
額
の
費
用
損
失
を
計
上
し

（
大
き
な
お
風
呂
に
溜
め
た
水
を

流
し
出
す
と
い
う
意
味
で
英
語
で

は
ビ
ッ
グ
・
バ
ス
と
い
う
）、
２

年
目
に
は
鮮
や
か
に
Ｖ
字
回
復
し

て
利
益
を
上
げ
た
が
、
こ
の
時
の

会
計
処
理
に
つ
い
て
は
79
頁
の
減

損
会
計
に
関
す
る
説
明
が
説
得
的

で
あ
る
。「
資
産
価
値
の
過
大
表

示
と
損
失
繰
延
は
問
題
」
だ
が
、

一
方
で
「
裁
量
的
な
評
価
減
の
恐

れ
」
が
あ
り
、「
適
正
な
会
計
処

理
に
よ
り
投
資
者
に
的
確
な
情
報

を
提
供
す
る
」
必
要
性
か
ら
減
損

に
関
す
る
会
計
基
準
の
意
義
を
明

ら
か
に
す
る
。

続
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
具
体
的

な
設
例
を
通
じ
て
会
計
基
準
が
経

済
的
現
実
を
写
し
出
す
過
程
を
追

体
験
し
て
、
手
と
頭
に
理
解
を
染

み
通
ら
せ
る
。
こ
う
し
た
説
明
が

金
融
商
品
か
ら
連
結
会
計
ま
で
、

全
編
に
お
い
て
国
際
的
な
会
計
基

準
と
の
対
比
と
そ
の
影
響
を
指
摘

し
つ
つ
重
層
的
に
行
わ
れ
る
。
十

数
年
来
、
国
際
的
な
会
計
基
準
と

の
調
和
化
・
収
斂
化
・
コ
ン
バ
ー

ジ
ェ
ン
ス
に
努
め
、
今
や
全
面
適

用
・
ア
ド
プ
シ
ョ
ン
の
可
能
性
も

取
り
沙
汰
さ
れ
る
現
在
の
わ
が
国

会
計
制
度
の
理
解
に
必
須
の
視
点

で
あ
る
。

ま
た
、
当
然
最
新
の
状
況
に
も

通
じ
、
最
近
決
定
し
た
棚
卸
資
産

の
測
定
方
法
と
し
て
の
後
入
先
出

法
の
廃
止
や
低
価
基
準
の
廃
止
に

つ
い
て
も
「
ポ
イ
ン
ト
」
欄
で
有

効
原
価
等
の
会
計
理
論
が
確
認
さ

れ
る
。
関
連
す
る
法
令
・
会
計
基

準
や
参
考
資
料
等
が
律
儀
に
示
さ

れ
発
展
的
研
究
も
配
慮
さ
れ
て
い

る
。連

結
、
税
務
、
企
業
評
価
等
会

計
学
の
各
専
門
分
野
で
め
ざ
ま
し

い
成
果
を
上
げ
て
こ
ら
れ
た
著
者

が
、
会
計
制
度
全
般
を
把
握
し
た

上
で
の
丁
寧
か
つ
体
系
的
な
語
り

口
は
小
気
味
よ
く
見
事
で
あ
る
。

（
商
学
部
准
教
授
　
北
山
弘
樹
）

伊
藤
誠
宏
（
文
学
部
教
授
）
著

『
マ
ナ
ー
の
常
識
と
知
識

〜
社
会
人
に
な
る
ま
え
に
読
む
』

神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
　
刊

定
価
１
６
０
０
円
＋
税

著
者
が
前
に
『
色
彩
の
魔
力
』

を
出
版
さ
れ
た
折
に
も
、
大
変
興

味
深
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。本

著
『
マ
ナ
ー
の
常
識
と
知
識
』

で
は
、
60
冊
に
及
ぶ
参
考
資
料
を

紐
解
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
著

者
が
女
性
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

木
目
濃
や
か
な
視
点
で
も
っ
て
書

か
れ
、
あ
た
か
も
「
マ
ナ
ー
百
科

事
典
」
と
い
え
る
好
書
で
あ
る
。

マ
ナ
ー
の
初
歩
的
な
視
点
か
ら
始

ま
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
多
種
多
様
な

マ
ナ
ー
を
示
さ
れ
た
専
門
書
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
専
門
書
と
い
え
ば
、

難
し
く
取
っ
付
き
に
く
い
も
の
が

多
い
が
、
本
書
は
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
こ
と
を
、
多
く
の
方
に
実

感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
目
次
が
各
項
目
別
に
な

っ
て
い
る
の
も
探
し
や
す
く
、
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
由
緒
、
背
景
ま

で
が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
思
い
込
み
を
改
め
さ
せ
て
も
ら

う
こ
と
と
な
っ
た
。
作
法
（
マ
ナ

ー
）
と
は
何
か
を
、
深
く
理
解
で

き
た
こ
と
は
有
り
難
か
っ
た
。

さ
て
、
ペ
ー
ジ
を
繰
る
と
、
下

段
に
余
白
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ

の
ほ
う
が
目
に
優
し
く
、
読
み
易

さ
は
断
然
い
い
。
洋
室
、
和
室
で

の
席
順
、
食
事
、
祝
儀
、
不
祝
儀

に
関
す
る
事
柄
。
一
番
感
心
し
た

の
は
、
病
気
お
見
舞
い
の
タ
ブ
ー

の
項
目
で
あ
る
。
よ
く
こ
の
様
な

事
項
ま
で
と
思
え
る
程
の
感
性
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
は
驚
か

さ
れ
た
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、「
社
会
人

に
な
る
ま
え
に
読
む
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
マ
ナ
ー
を
う
っ
か
り
忘

れ
て
い
た
、
わ
れ
わ
れ
の
年
代
に

も
十
分
役
立
つ
お
勧
め
の
一
冊
で

あ
る
。（

校
友
会
副
会
長
　
田
中
義
昭
）




